
○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

株式会社　アイゼン　小沢渡工場 3,717 3,661 98.5% 3,564 95.9% ★ 96.5% 89.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備
毎日エコ当番を実施し、休憩時間中の照明・油圧モータの消し忘れを相
互チェックし、朝礼で報告しています。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の再利用。および裏紙の再利用

2-4 運用対策 保守及び点検 日々の清掃活動で照明器具やエアコンフィルターの清掃を実施した

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱処理炉に対し、適正な製品量と炉内配置によって効率的な稼働を目
指す。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 複合機の未使用時は余熱モードに切り替えて省エネを図る

2-4 設備導入 電気使用設備 熱処理炉内部のレンガを更新し、安定した炉内の燃焼をおこなう。

株式会社　赤阪鐵工所　豊田工場 4,746 4,633 97.6% 4,275 90.1% ★ 97.6% 109.7% 2-4 設備導入 照明設備 工場及び事務所照明をLED照明への更新。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 参加計画は実施した。 438.5 3836.5 0.808364939

2-4 設備導入 電気使用設備 更新検討は実施したが導入は未実施。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

リサイクル化の推進で焼却ゴミを削減

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 過去の実績と比較したエネルギー管理を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 高周波誘導炉の運転効率向上を図った。

2-4 運用対策 運転管理 不必要な負荷の停止活動のみ行った。

アクトシティ浜松 ★ 3,533 3,350 94.8% 3,139 88.8% 3-4 設備導入 照明設備 ロビー照明や屋上公園照明のLED化を実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
コピー機、PC等事務機器不使用時は電源を切り、省エネモードの設定
ができる機器は省エネモードの設定を実施。

3-4 運用対策 運転管理
夏季の空調を、時間差で徐々に稼働させることで、一時的な負荷を抑
制し、その後は適宜稼働台数を調整。

2-3 設備導入 空気調和設備 インバーター制御式大型空調機10台を更新。

アサヒ飲料株式会社富士山工場 20,893 20,266 97.0% 20,893 100.0% ★ 97.0% 102.5% 2 設備導入 排熱回収設備 抽出液ﾌﾟﾚｰﾄ熱交換機増設 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

2-4
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

計画通り 11493 9400 0.449911454

2-4 運用対策 空気調和設備
高圧ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ冷却塔ﾎﾟﾝﾌﾟの運転方法見直し
ﾎﾞｲﾗ台数制御変更に伴う効率化

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

3 設備導入 電気使用設備 低圧ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ更新による効率改善

旭化成株式会社富士支社 27,117 26,873 99.1% 27,240 100.5% ★ 99.1% 100.9% 2-4 設備導入 電気使用設備 動力課で純水原水ポンプのインバータ化実施 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

苗木50本を寄付した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

設備提案審議などを通して環境負荷低減に取り組んでいる。 6512 20728 0.764391341

2-4 設備導入 空気調和設備
空調機の省エネタイプへ変更に切り替え。マイクローザ工場、感光材工
場、研究開発センター、電子材料工場、支社棟など。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄物委員会を運営し、資源の消費抑制、有効活用に取り組んでいる

2-4 設備導入 照明設備
LEDランプへ変更。マイクローザ工場、感光材工場、基盤研究所、電子
材料工場、動力課

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

RC活動を通じて冷媒漏洩防止のための点検を定期的に実施している。

2-4 運用対策 運転管理 WGFプロジェクト、研究開発センターにてクリーンルームの間欠停止運
転を継続した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

設備提案審議などを通して環境負荷の低い冷媒を利用するように指導
している。

旭化成ファーマ株式会社　大仁地区 ★ 11,607 11,479 98.9% 10,028 86.4% 2-4 設備導入 照明設備 ・蛍光灯照明をLED照明に変更した。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・R4年度に高効率変電設備1台を更新する。

2-4 運用対策 保守及び点検
・ボイラー、照明器具などの設備の保守と点検を行い良好な状態を維持
した。

2-4 運用対策 推進体制の整備
・省エネ委員会の中で温室効果ガスを削減するための方法の議論と情
報共有を行った。

2-4 運用対策 運転管理 ・各設備の管理標準に従った運用を継続した。

株式会社あじかん　静岡工場 3,943 3,955 100.3% 3,829 97.1% ★ 98.5% 93.8% 2-4 運用対策 運転管理 管理標準を定め、設備の無駄な運転を減らした。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の使用。
使用済み封筒の再利用。
製造機械の冷却水の再利用。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 生産に影響のない設備の運用を調整し、平準化を図った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 管理標準を定め、不要な照明は消灯するように運用した。

2-4 設備導入 電気使用設備
原料保管用冷凍庫と製品保管用冷蔵庫の冷凍機を更新。

2-4 設備導入 照明設備 老朽化した工場内の照明を順次LEDに交換。

味の素食品株式会社　静岡工場 8,848 8,583 97.0% 8,447 95.5% ★ 84.3% 85.8% 2-4 設備導入 照明設備 昨年できなかったLED照明への更新を再計画し実施した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
ユーティリティーに関する環境パトロール実施により異常を早期発見し
た。

2-4 設備導入 空気調和設備 空調機を更新した。

味の素ベーカリー株式会社　島田事業所 6,802 6,565 96.5% 6,129 90.1% ★ 97.0% 89.5% 2 運用対策 運転管理 コンプレッサーの圧力設定値の減圧化

2-4 設備導入 電気使用設備 冷凍設備の更新

2-4 運用対策 運転管理 ブライン冷凍機の未使用時の発停

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
空調温度設定見直し
工場窓への遮光フィルム貼り付け

2-4 設備導入 照明設備
蛍光灯⇒ＬＥＤへの切替
照度測定による照明器具使用台数の適正化

熱海後楽園ホテル ★ 5,053 4,901 97.0% 4,364 86.4% 2-4 設備導入 照明設備 室内照明のLED化を進めている
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2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 未使用場所の消灯や空調停止の徹底

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 時期(日照時間)による照明点灯時間の調整を行っている。

2-4 運用対策 運転管理 不可に応じ、空調用冷温水発生機の台数制御を行っている、

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 保守契約等により定期的な点検整備を行っている。

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的な空調フィルター清掃や毎日のボイラー水質測定等により高効
率な機器運用を行っている。

熱海ニューフジヤホテル ★ 6,900 6,693 97.0% 5,948 86.2% 2 運用対策 推進体制の整備
エレベーター、エスカレーターの台数制御運転や大容量空調機は現場
SW設置により、こまめに運転管理して省エネ意識高揚に繋げている。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調機の熱交換器及びフィルター洗浄を定期的に実施して機能を維持
し、クーリングタワー循環水の水室管理徹底により冷凍機の機能維持
向上に努めた。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月のエネルギー使用状況を記録して宿泊者数や気象条件による変
化とエネルギー使用量との関係を把握した。

4 設備導入 照明設備 非常照明等一部を除いて蛍光灯をLED灯に交換した。

株式会社アツミテック　雄踏工場 6,854 6,648 97.0% 5,756 84.0% ★ 97.0% 95.2% 2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 自家消費型太陽光発電導入 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

「浜名湖クリーン作戦」を実施した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

外部認証未取得の取引先１４社へ出向き”環境”に関する法令順守の
確認、環境負荷低減活動への取り組み斡旋をした

10 5746 0.838342574

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 空調調和設備を従業員のいない夜間は停止する管理を実施した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

社用車として使用中 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
年末届く”ふじのくにエコチャレンジ案内に合わせ当社の取り組みを記
載して報告

2-4 設備導入 電気使用設備
クーリングタワー貯水槽の給水方法を見直し、ポンプ動力の削減を実施
した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

「ビーチクリーン活動」を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ﾊﾟｿｺﾝ等の自動スリープ設定した。

株式会社アツミテック　高丘本社工場 3,271 3,173 97.0% 2,600 79.5% ★ 97.0% 98.7% 2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 工場屋根上に自家消費型太陽光発電の導入した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

「浜名湖クリーン作戦」を実施した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

主要取引先63社に”環境”に関する法令順守の確認、環境負荷低減活
動への取り組み斡旋をした

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 空調調和設備を従業員のいない夜間は停止する管理を実施した。 2-3 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

社用車として使用中 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
年末届く”ふじのくにエコチャレンジ案内に合わせ当社の取り組みを記
載して報告

2-4 設備導入 電気使用設備 シロッコファンの風量調整を実施した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

「ビーチクリーン活動」を実施した。

株式会社ＡＤＥＫＡ富士工場 ★ 29,879 29,431 98.5% 27,880 93.3% 2 設備導入 照明設備
令和2年に製品倉庫、工場内の駐車場をメインとした照明をＬＥＤ化を実
施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
工場周辺の掃除を実施
令和4年　ｸﾘｰﾝパートナー
ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝに参加

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 令和3年8月末（ＳＤ完了時）に電解設備における新規電極膜を採用 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏面コピー利用

3 設備導入 照明設備
過酸化水素ﾌﾟﾗﾝﾄ（Bｻｲｸﾙ）、Rｾｯｸ及び
分析ｾﾝﾀｰ照明ＬＥＤ化

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

ゼロエミの強化
（分別の徹底）

4 設備導入 空気調和設備
令和4年　空調機6台更新
（事務棟2台、厚生棟3台
　製品倉庫1台）

4 設備導入 照明設備
令和4年　分析棟照明
143台　ＬＥＤ照明に更新

荒川化学工業株式会社　富士工場 5,697 6,558 115.1% 5,498 96.5% ★ 97.0% 107.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 6月の環境月間に全就業者に環境教育を行った 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

6月の環境月間に全就業者に環境教育を行った

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 日常点検、設備管理台帳で機器の状況を把握した

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 日常点検、設備管理台帳で機器の状況を把握した

2-4 運用対策 排熱の回収利用
廃棄物焼却施設で発生する排気ガスでボイラーを運転し排熱の回収を
行った

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明のLED化を推進した

2-4 設備導入 熱利用設備 配管等の保温材の補修・更新・新規施工を行った

2-4 設備導入 電気使用設備 令和4年度に該当案件無し

アリメント工業株式会社　新富士工場 5,137 4,983 97.0% 5,468 106.4% ★ 99.9% 109.6% 2-4 運用対策 運転管理
熱源機器に関しては、負荷状況に応じた台数制御運転、ﾎﾞｲﾗｰ缶内ｽ
ｹｰﾙ除去による効率改善、設定温度の適正化などを実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

顧客との打合せや社内での打合わせにおいても、Web会議を浸透させ
た。PCやｻｰﾊﾞｰへの情報共有も進み、社内会議等で配布する資料の
ﾍﾟｰﾊﾟｰレス化も行った。

2-4 緑の募金 災害募金は行なったが、緑の募金は実施できなかった。 1813 3655 0.711504769

2-4 運用対策 保守及び点検
還水に含まれてるｽｹｰﾙ分の除去を継続的に行い、ﾎﾞｲﾗｰ缶体を良好
に保ち熱効率を維持した。蒸気ﾄﾗｯﾌﾟの動作確認を行なった。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
共用部分空調機のﾀｲﾏｰ運転による消し忘れの防止。設定温度の適正
化など

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化
基準設定温度を奨励し無駄に冷えすぎない、暑くならない環境の維持
を行なった。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 井水ﾎﾟﾝﾌﾟをINV化、その他の回転機器に関してもINV仕様を導入。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務室のOA機器に関しては、適時電源を切り、ｺﾋﾟｰ機などは省電力ﾓｰ
ﾄﾞにて運用。

2-4 設備導入 電気使用設備 新たに採用した動力ﾓｰﾀｰ等は省ｴﾈﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ機を選択している。

株式会社アルテックス 6,302 6,150 97.6% 6,687 106.1% ★ 96.2% 96.9% 2-4 設備導入 電気使用設備
キュービクル交換
効率化

2-4 運用対策 運転管理
コンプレッサー
エアの突き当りをなくしループ化、エア圧力を一定にし余分な稼動を避
ける

2-4 設備導入 熱利用設備
650t-2溶解保持炉
更新による省エネ　（ガス分離型→ガス一体型）

2 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 日頃から適切な設定温度にする

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
コンプレッサーの
台数制御をし、
必要以上に稼働させない



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

アルテミラ製缶株式会社　富士小山工場 6,064 5,998 98.9% 5,312 87.6% ★ 101.9% 90.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 未実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2022年10月17日に開催 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO:14001:2015年度版に対応し全従業員による継続的な環境保全活動
取組んだ。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 未実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 2022年10月22日に工場周辺のゴミ拾いウォーキングを実施。

2-4 運用対策 保守及び点検
バキューム圧や待機電力の削減を実施。
エアリーク調査と是正の実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

2022年10月22日に工場周辺のゴミ拾いウォーキングを実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 省エネタイプの盤用クーラーを採用

2-4 設備導入 電気使用設備 省エネタイプベンダー導入済み

2-4 設備導入 空気調和設備 未実施

2-4 設備導入 照明設備 各所LED照明器具への置換を実施

2-4 設備導入 照明設備
非稼働設備照明の消灯、不要照明の切り離し、人感センサーの設置を
実施

株式会社アルバック 3,266 3,217 98.5% 3,216 98.5% ★ 98.5% 98.5% 2-4 設備導入 照明設備
事務棟一部とエネルギー棟、工場棟トイレ共用部をLED照明に変更し
た。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

廃棄物の分別を徹底し廃プラスチックと紙類および金属の再資源化に
貢献。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001システムに従い、廃棄物削減活動の推奨うを行った。

2-4 設備導入 空気調和設備
負荷変動に応じたシステム構築は未実施。
しかし、負荷変動に応じ手動で対応した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

電子マニフェストを導入し、紙マニフェストの運用中止しペパーレス化し
た。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
冷凍機出口温度設定変更により冷凍機負荷低減によりエネルギー削減
を実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 コロナ渦中のため、狩野川清掃活動が中止され、清掃活動未実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 日常点検、月例点検を強化し劣化状況変化を把握。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法に伴い、定期点検および簡易点検を実施。
非定常作業の回収は作業はなし。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期保守点検時にスケールや、フルター目詰まり除去と清掃を実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯

政府設定温度
夏季：28℃
冬季：20℃
一括集中管理を実施。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
単相3線式と単相2線式を同時に使用する時は電圧バランスを考慮し不
均等を防止した。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
デマンド管理システムを活用し最大電流値の強化を実施していたが7月
のみ前年度上昇した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度測定を実施したが、結果過剰で不要な照明なし

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 省エネ活動の一環として、昼休み照明消灯活動を実施。

アルミニウム線材株式会社 6,092 6,031 99.0% 4,984 81.8% ★ 101.6% 95.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備 廃棄物の分別に関する教育

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 データ解析の実施

2-4 設備導入 電気使用設備 ポンプ用のモーターを高効率な物に変更

株式会社安評センター ★ 3,993 3,900 97.7% 4,089 102.4% 2-4 運用対策 運転管理 高効率の運転管理および負荷の適正配分に努めた 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

磐田市環境保全推進協議会行事の間伐作業および植樹作業に参加

2-4 運用対策 保守及び点検
設備の保守点検を実施し良好な状態維持に努めた．一部の照明を蛍
光灯からLED照明に交換した．

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

分別を適切に行い廃棄物総量削減に努めた

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 状況確認を行い良好な状態維持に努めた．

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度の適正化に努めた

2-4 設備導入 照明設備 一部のエリアを照明を蛍光灯からLED照明に交換した

2-4 設備導入 照明設備 不必要な場所の消灯およびタイマーでの時間設定を実施した

イオインダストリー株式会社 ★ 3,558 3,451 97.0% 3,283 92.3% 2 設備導入 電気使用設備 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

成形工程不良低減
塗装工程不良削減

2 設備導入 電気使用設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 その他
勤務時間帯
7時始業の継続

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 コンプレッサー等の保守、劣化状況の把握を遂行した

2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサー台数制御運転の継続

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー定期メンテ、管理遂行
照明器具 LED化実施

3 設備導入 電気使用設備 高効率の電動射出成型機に後進

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明器具運用管理の徹底

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明器具運用管理の徹底

イオン清水店 ★ 3,021 2,719 90.0% 3,226 106.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎日、数値で前年対比を比較し消費動向を逐次把握しエネルギー消費
コントロールの指標とした。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

簡易点検、定期点検を予定通り実施し、ガス漏れの疑いのある所は早
期に調査・修理し、ガス漏えい防止に努めた。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 設備機器台帳を運用し、劣化・保守の把握を実施した。 3-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

古い型の機器で故障し修理不可のものは新冷媒機器へと空調・業務用
冷凍庫は更新したが、全体としての更新は実施できず進んでいない。

2-4 運用対策 運転管理
空調はセントラル空調と中間期は外調機での外気冷房を実施、稼働機
器の調整を実施した。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調機・冷凍機室・外調機のフィン洗浄、フィルター清掃は夏季を中心
に定期的に実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調運転スケジュールの適宜変更



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
外灯の点灯時間を日没時間に合わせて適宜変更した。照度適正化まで
は未実施。

3-4 設備導入 照明設備 後方通路照明及びエスカレーター下照明をＬＥＤ照明に更新。

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電設置の計画があったが未実施

イオン浜松志都呂店 ★ 2,443 2,410 98.6% 2,474 101.3% 2 設備導入 照明設備 立体駐車場照明のＬＥＤ化実施 2 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

業務システムの電子化

3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 吹抜け部に換気設備を導入 3 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 ターボ冷凍機の運転時間の最適化 4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

粗大ごみの減量化

イオン浜松西店 ★ 2,622 2,543 97.0% 2,300 87.7% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ISO14001における活動を継続して行い、従業員の省エネへの取り組み
を推進した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

取得しているISO14001における活動を実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎日のエネルギー使用量を記録し、昨年との比較を実施。電気使用量
に関しては、全従業員がみられるところにグラフを掲示。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内向けには、裏紙・使用済み封筒の利用を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検
エアコンのフィルター清掃・熱交換器の洗浄・セントラル空調用機器の伝
熱管洗浄等を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

2-4 運用対策 運転管理
軒下や駐車場の照明は、日照時間や天候に合わせて、点灯・消灯を設
定した。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

ＬＥＤ照明、省エネエアコン等の販売促進を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯

2-4 設備導入 照明設備 後方部分の照明をLEDへ交換した。

イオンモール浜松市野 5,951 5,795 97.4% 9,491 159.5% ★ 97.4% 159.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備 店長会議にて、不要照明、空調停止について啓もうを図る 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 毎月11～20日にて、店舗周辺のゴミ拾い、草刈の実施 4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001を通じて、環境教育実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月のしわ取りグラフの掲示。前年比較できるようにした。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

4 ふじのくにCOOLチャレンジ 32年度以降にて計画

2-4 運用対策 保守及び点検
冷温水発生機のチューブ洗浄
定期的なフィルター清掃
空調室内機および室外機のフィン洗浄

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
ノートPCのスリープモード使用
コピー機の省電力モードの利用

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン簡易点検4回実施
定期点検1回実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 冷温水機の定期点検にて空気比を調整

2-4 設備導入 電気使用設備 対象外

2-4 設備導入 電気使用設備

2-4 設備導入 照明設備 照明器具の更新時はLED器具を検討する

イオンモール浜松志都呂 ★ 3,927 3,810 97.0% 3,482 88.7% 2-4 運用対策 推進体制の整備 定期的に地球温暖化の防止に関する研修、教育などを行うこと。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での緑化等環境保全となる行動を呼びか
け、行動につなげること。

テナント従業員へのＩＳＯ１４００１教育実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

事業所内でのＩＳＯ１４００１普及啓発

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的に年・季節・月・週・日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、
数値、グラフ等で過去の実績と比較したエネルギーの消費動向等が把
握できるようにすること。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
機器や設備の保守状況、運転時間、運転特性値等を比較検討し、機器
や設備の劣化状況、保守時期等を把握すること。

2-4 運用対策 運転管理

設備は、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理
を行うこと。特に、設備が複数の設備で構成されている場合は、総合的
なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応じ、稼働台数の調
整、稼動機器の選択又は負荷の適正配分を行うこと。

イオンモール富士宮 6,558 6,558 100.0% 5,970 91.0% ★ 100.0% 91.0% 2 設備導入 空気調和設備 左記実施。

2-4 運用対策 保守及び点検 左記実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 左記実施。

イオン焼津ショッピングセンター ★ 6,197 6,150 99.2% 6,605 106.6% 2-4 設備導入 照明設備 照明器具の蛍光管をLED管へ更新，ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄをLED器具に交換 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行うこと。

2-4 運用対策 推進体制の整備 各部署での責任者配置やマニュアル等の作成はできなかった。

伊豆の国市役所 ★ 6,435 6,207 96.5% 5,861 91.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステム（エコアクション21）を導入、運用を行い、省エ
ネを推進した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

複合機に認証印刷システムを導入し、紙消費量の適正化と削減を推進
した。また、紙類のリサイクルを推進し、廃棄物を削減した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション21を取得した企業に補助金の交付を予定していたが、申
請する事業者がなかった。

2-4 運用対策 推進体制の整備
エコアクション21の説明会と合わせて、地球温暖化の防止に関する研修
を実施した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

公文書の廃棄によるファイル等を再利用した。また、紙類のリサイクル
を徹底した。

2-4 緑の募金
交付金を活用し、地域の緑化団体等への花苗等の資材支給を実施し
た。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 各施設等において機器や設備の適正な保守・点検等を行った。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

市内小中学生を環境教育の一環で清掃事務所で受け入れた。

2-4 設備導入 照明設備
防犯灯等や施設も可能な限り省エネルギータイプのものに変更してい
る。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 環境美化の日を設定し、市内の清掃活動を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
ブラインド等により日差しを調整し、空調設備の稼働時間や温度を季節
により最適に設定した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 クールビズ・ウォームビスを実施し、推奨温度に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
パソコンの照度設定や低電力モードへの変更、離席時にはモニターを
閉じること等を省エネ取組項目に設定している。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休みの消灯や、勤務時間外等の不要な照明の消灯を実施した。

イデシギョー株式会社　依田原工場 36,263 35,000 96.5% 37,812 104.3% ★ 87.5% 100.7% 2-3 設備導入 照明設備 更新中

2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ワインダー3基廃止

3 設備導入 熱利用設備

株式会社伊藤園　静岡相良工場 4,566 4,566 100.0% 5,407 118.4% ★ 97.1% 155.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備
温室効果ガス排出量を月１回社内で共有し、著しく数値が落ちている場
合は原因を追究した。

2-4 設備導入 照明設備 事務所内、麦茶工場内の照明LED化

2-4 設備導入 照明設備 空調調整機能の一元化を実施

伊藤園産業株式会社　坂口工場 6,521 7,776 119.3% 7,473 114.6% ★ 97.0% 90.2% 2-4 設備導入 照明設備 前年度までに対象設備の設置を完了した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙の再利用 2-4 環境教育ネットワーク 事前の申込が間に合わず、参加できなかった

2-4 設備導入 熱利用設備 前年度までに対象設備の設置を完了した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

再生利用できる廃棄物処分先の優先採用

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
時系列のエネルギー使用量と生産数の関連をグラフ化し、エネルギー
の消費動向を分析した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 断熱材の補修と追加

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時の電源停止。

イトーヨーカドー三島店 2,467 2,343 95.0% 2,210 89.6% ★ 95.0% 89.6% 2-4 設備導入 照明設備 バックルーム照明のLED化

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 AHU運転時間見直し

イハラ建成工業株式会社　静岡事業所 ★ 4,832 4,300 89.0% 4,526 93.7% 2-4 運用対策 保守及び点検
令和2年8月にボイラー3台の定期点検を業者へ依頼し、清掃・整備を実
施。またボイラー担当者により、定期的に薬品等で熱交換器の清掃を
週2～3回実施。水質においても軟水器にて定期的に実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

工場見学にお越しいただいた方々へ、SDGｓへの取り組みや温暖化に
対しての取り組みを説明しました。

2-4 公益財団法人静岡県グリーンバンク緑化募金 募金を呼び掛け募金箱を設置。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
製品を作成するにあたり成型機を使用しており、その工程のなかで、蒸
気圧力の低圧成形、また金型のメンテナンスを実施。

2-4 運用対策 運転管理
ボイラー・コンプレッサーについては、台数制御装置にて、効率化を図っ
ています。また成型機のサイクルＵP等、製造工程の見直しを実施。

イハラニッケイ化学工業株式会社　本社工場 18,436 17,200 93.3% 17,849 96.8% ★ 97.0% 99.5% 4 設備導入 照明設備 2023年2月更新分の計画・予算化実施

4 設備導入 熱利用設備
工程連続化による真空源の変更（スチームエゼクターから真空ポンプ
へ）設置

4 設備導入 電気使用設備 設置した時の費用対効果を算出した。

4 設備導入 熱利用設備 省エネ補助金申請し、ボイラーヒートポンプを設置した。

3 設備導入 電気使用設備 受変電設備のコンデンサーを力率改善タイプに変更した。

3 設備導入 熱利用設備 チラーユニットに冷媒リアクターを取り付け。

3 設備導入 電気使用設備 電力使用状況の把握の為、電力監視装置の取り付け。

3 設備導入 電気使用設備 製造設備の既設真空ポンプを省エネタイプに更新した。

磐田市立総合病院 ★ 6,197 6,150 99.2% 6,605 106.6% 2-4 設備導入 照明設備 照明器具の蛍光管をLED管へ更新，ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄをLED器具に交換 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行うこと。

2-4 運用対策 推進体制の整備 各部署での責任者配置やマニュアル等の作成はできなかった。

ウシオ電機株式会社御殿場事業所 6,783 6,580 97.0% 7,344 108.3% ★ 97.0% 67.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備
全社で省エネの取り組む組織があり、本事業所からも選任され省エネ
活動が推進で来た。地球温暖化に関する文書が全社で作成されてい
る。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 令和2年6月末に設置を完了した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

昨年度は維持監査がありISOが維持されていることが確認できた。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 定期的に点検等を行った。 3-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

Ｇ２棟の省エネはできなかった。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月使用エネルギーの状況について把握し、グラフにして前年度と比較
を行っている。

3-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

外灯に対してＬＥＤ化を進め6月に設置を完了した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 クリーンルームの空調で温湿度等の統制を行っている 3-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

令和4年度に管理棟老朽化空調機の更新を実施した。

2-4 設備導入 空気調和設備 区画ごとにエアコンの管理を実施している。

臼井国際産業株式会社　大仁工場 5,679 5,509 97.0% 5,264 92.7% ★ 97.0% 103.4% 2-4 設備導入 照明設備 計画的にLED照明を導入

2-4 設備導入 電気使用設備 更新のタイミングで高効率モータを導入

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
主要設備別エネルギー原単位管理、デマンド管理等により定期的に
データ推移変化の確認を実施

臼井国際産業株式会社　柿田工場 3,634 3,403 93.6% 2,988 82.2% ★ 93.6% 88.8% 2-3 設備導入 照明設備 通路ＬＥＤ照明人感センサー取付実施

2-4 設備導入 電気使用設備 随時交換

臼井国際産業株式会社　協和工場 11,374 10,673 93.8% 9,715 85.4% ★ 93.8% 90.2% 2-4 設備導入 変換合理化_イ照明・事務機器 照明取付位置変更により照度が向上し、不要照明抜取り実施

2-4 設備導入 照明設備 計画的にLED照明を導入

2-4 設備導入 燃焼設備 更新のタイミングで高効率モータを導入



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
主要設備別エネルギー原単位管理、デマンド管理等により定期的に
データ推移変化の確認を実施

臼井国際産業株式会社　高圧管工場 5,582 5,414 97.0% 5,278 94.6% ★ 97.0% 94.0% 2-4 設備導入 電気使用設備 部品交換時に0.75kwﾎﾟﾝﾌﾟを高効率ﾓｰﾀ仕様に更新

2-4 設備導入 照明設備
LED交換時に不要箇所は取り除き、設置台数を制限した
蛍光灯のLED化随時実施

2-4 設備導入 電気使用設備

・ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
　75kw　1台更新
　32kw2台→75kw1台
・ﾌﾞﾛﾜｰをｲﾝﾊﾞｰﾀ化
　随時実施
・0.75kwﾎﾟﾝﾌﾟを高効
　率ﾓｰﾀ仕様に更新

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月データ集計を行い、エネルギー使用の分析を実施し、省エネ活動に
反映
定例会にて報告

臼井国際産業株式会社　御殿場工場 12,483 12,520 100.3% 11,055 88.6% ★ 97.0% 106.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 デマンド記録により定期的にデータ確認を実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ﾒﾝﾃ日、休日焼鈍炉省エネモードによる電力・ガス使用量の低減

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
作業しない設備、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モー
ドの設定を行う、必要ない場所の照明は消灯

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 夏期冷房：28℃、冬期暖房：20℃に設定管理

2 設備導入 照明設備 蛍光灯のLED化を進める

2-4 運用対策 保守及び点検 定期点検を実施し良好な状態を維持

臼井国際産業株式会社　長沢工場 7,661 7,431 97.0% 6,738 88.0% ★ 97.0% 89.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
製品加工工程後とのエネルギー使用量を月ごとに職場環境保全協議会
（1回/月）で把握できるようにしている

2-4 設備導入 熱利用設備 熱利用設備(ＣＢ炉）の過熱部の断熱カバー等を設置する

2 設備導入 空気調和設備 長沢南工場の屋根をカバー工法で更新する計画を立てた

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯のLED化を進める

臼井国際産業株式会社　長沢西工場 3,772 3,657 97.0% 3,729 98.9% ★ 97.0% 123.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 １回/月確認

2-4 設備導入 照明設備 LED変更時に必要な箇所、必要な個数に変更した。

2-4 設備導入 電気使用設備 消耗劣化品においては都度交換実施

2-4 設備導入 電気使用設備 新設時は高効率機器を使用

2-4 設備導入 空気調和設備 新設時、更新時に高効率のもの使用する

エイワイファーマ株式会社　大井川工場 ★ 8,289 9,245 111.5% 8,284 99.9% 2-4 設備導入 熱利用設備
2年度からの蒸気配管等の保温、ドレントラップ交換、熱殺菌頻度の延
長に加え、4年度もトラップ交換とバイパス弁修理を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備
2年度、3年度で送水ポンプ8台を省エネタイプの物に更新。常時稼動
だったポンプは間欠運転に変更。

2-4 設備導入 電気使用設備 食堂パッケージエアコンを省エネタイプの物に更新。

2-4 設備導入 照明設備 屋外灯、工場内一部照明をLED化。

エイワイファーマ株式会社　清水工場 6,340 6,293 99.3% 5,838 92.1% ★ 99.7% 89.8% 2 設備導入 空気調和設備 -

2 設備導入 熱利用設備 -

3 設備導入 空気調和設備 R4年12月に空調機の更新を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 チラー、一部コンプレッサーを長期休暇時は停止している。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 蒸留機を長期休暇時は停止し、蒸気バルブの閉止を徹底している。

Ａ．Ｉ．Ｓ株式会社　本社工場 4,920 4,896 99.5% 7,361 149.6% ★ 99.1% 94.1% 2-4 運用対策 運転管理
季節や生産負荷状況に応じて、コンプレッサーの運転台数を減らし、且
つ 吐出制御圧を下げて適正化と極限化を図った。

2-4 運用対策 保守及び点検 蒸発式排水処理機の定期保全実施と状態監視の管理を実施。

ＡＧＣテクノグラス株式会社 8,869 8,426 95.0% 11,053 124.6% ★ 95.0% 67.5% 2-4 設備導入 照明設備 水銀灯、蛍光灯をＬＥＤ灯に切替て更新した。

2-4 運用対策 運転管理 トラック輸送方法の見直しによる効率化

2-4 運用対策 照明設備 人感センサーの設置

2-4 設備導入 空気調和設備 省エネ型除湿器への更新及び稼働台数適正化

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ポット式ガラス溶融炉の断熱構造の強化による省エネ

2-4 運用対策 運転管理
炉内監視カメラの断熱強化による冷却ロス削減及びガラス形状改善に
よる効率化
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目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

エクシブ初島クラブ ★ 5,232 4,916 94.0% 5,164 98.7% 2-4 運用対策 運転管理
複数台設置されている機器においては負荷に応じ台数制御実施した。
エネルギー使用削減の大きな要因はコロナにより休館したことが要因。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
コロナにより利用人員が減少し、また、その人員に見合ったレストラン縮
小営業を実施。

2-3 運用対策 エネルギーデータ管理
過去のデータ管理をし前年対比等の数値目標設定及び削減に活用し
た。

2-3 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

コロナの影響が大きい中、勤務先にとどまらず省エネについて指導を実
施、たま、全館クローズもあり、必要人員以外の帰省もさせた。

2-3 運用対策 保守及び点検
ボイラー水質管理・煙管清掃は定期的に実施し、機能効率維持は図っ
ているが顕著な削減結果につながったかは定かではない。

3-4 設備導入 空気調和設備
各設備負荷に応じ台数制御は実施、しかし、エネルギー削減の大きな
要因はコロナにより休館したことが主な要因

エスケイフーズ株式会社　焼津工場 ★ 5,065 4,963 98.0% 6,415 126.7% 2 運用対策 推進体制の整備 全社でSDG'sプロジェクトを2022年4月から発足することにした。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

今期はできなかった

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 見える化によるデータ分瀬 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

今期はできなかった

2-3 運用対策 運転管理 高温水エネルギー回収装置運転 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

今期はできなかった

2 運用対策 保守及び点検
①ボイラーは半年に1回業者による点検を実施
②蒸気トラップを高効率に替え、業者と点検契約をする

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

請求書等の発行受領をメールで行う

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 必要時以外は停止させる

2-4 設備導入 空気調和設備 工場屋根断熱塗料、窓にルーバー設置

エスエスケイフーズ株式会社　静岡工場 3,613 4,000 110.7% 3,916 108.4% ★ 104.3% 90.1% 2 設備導入 電気使用設備 高効率コンプレッサー1台導入

3 設備導入 電気使用設備 高効率コンプレッサー1台導入

4 設備導入 電気使用設備 高効率コンプレッサー1台導入

エヌ・イー ケムキャット株式会社　沼津事業所 15,865 15,389 97.0% 15,352 96.8% ★ 97.0% 92.3% 2-4 設備導入 熱利用設備
小型ボイラーの台数制御を最適に変更し、効率の悪い旧型ボイラー1台
を更新した。

2-4 設備導入 空気調和設備 老朽化したエアコンを、最新式のエアコンに更新した。

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯・蛍光灯を、計画的に順次LED照明に更新した。

ＮＥＣプラットフォームズ株式会社　掛川事業所 5,006 4,856 97.0% 5,074 101.4% ★ 93.7% 85.6% 2 設備導入 電気使用設備 R2年に実施済み 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

計画未実施 2-4 環境教育ネットワーク 環境ネットワーク団体へ登録し、県から環境イベントの情報を収集

2 設備導入 照明設備 R2年に実施済み 2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 一部建屋周辺への朝顔、ゴーヤの緑のカーテンを植栽した。

2 設備導入 空気調和設備 設備導入は予算的に厳しい為、運用改善によって省エネ効果を計上 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

社員の環境意識向上のため、環境教育を実施。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設定温度の小まめな確認と、休日夜間の不要時の停止を実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 各部門の省エネ推進担当者と連携し、省エネ活動を推進した

2-4 運用対策 推進体制の整備 計画未実施

ＮＳＫワーナー株式会社 26,444 24,120 91.2% 22,094 83.6% ★ 97.0% 104.8% 2 設備導入 電気使用設備
袋井工場再エネ電力への全量切り替え（2022年4月1日から）
【参考】令和2年度～4年度空圧機器更新実績(累積)
屋外コンプレッサー更新△4.8t-CO2(令和1年度比0.02%削減)

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

・近隣美化清掃実施
　期間：6月～1月
　ゴミ総重量：16.0kg
・花植え参加
【参考】令和2年度～4年度実績(累積)ゴミ総重量：52kg

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度

目標延べ人数：7025人
実績延べ人数：5,825人（83%）　
CO2削減効果：△42 ｔ-CO2
【参考】令和2年度～4年度　実績
実績延べ人数：14,479人
CO2削減効果：△88.9 t-CO2

15813.553 6280.4473 0.237499897

2-4 設備導入 空気調和設備

工場パッケージエアコン更新
電算室パッケージエアコン更新
⇒△20.3t-CO2/年（単年）
【参考】令和2年度～4年度実績(累積)
CO2削減効果：△52.6t-CO2（令和1年度比0.2%削減）

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

・中田島砂丘ウミガメ産卵地のプラゴミ回収
・崩れた砂浜回復活動
9月実施　106名参加(当社子会社と共同開催)
【参考】令和2年度～4年度実績(累積)
参加人数：200名

2-4 設備導入 照明設備
令和4年度は照明機器の更新計画なし
【参考】令和2年度～4年度照明機器更新実績(累積)
△25.3t-CO2(令和1年度比0.1%削減）

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

・令和4年度はプラスチック新法の施行に合わせた活動を実施。廃プラ
スチックの再資源化のため産廃(RPF)から有価(ペレット)へのルート拡張
CO2削減効果に換算： △64.53t-CO2／年

2-4 運用対策 運転管理

接着剤塗布乾燥工程の熱源である熱媒ボイラー圧力と温度変更による
運転効率改善
⇒284 t-CO2/年
【参考】令和2年度～4年度ボイラー効率改善による実績(累積)
△399t-CO2(令和1年度比1.5%削減）

2-4 運用対策 推進体制の整備

環境方針：前年度総量１％削減目標での取組み
　目標300t-CO2/年　⇒　成果：502t-CO2/年(エア漏れの改善等)
【参考】令和2年度～4年度改善による実績(累積)
△1550t-CO2(令和1年度比5.9%削減）

ＮＯＫ株式会社　東海事業場 2,536 2,300 90.7% 2,402 94.7% ★ 131.7% 144.1% 2 設備導入 照明設備 R2(’20)年度に交換は完了している 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

・ソーラLED外灯設置
・不適合低減

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

2-4 設備導入 空気調和設備
計画的に毎年、省エネエアコンへの交換を挿入実施している（R4年度5
台）。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

年4回/3か月　実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
R2(’20)年度にデマンド管理実施済み（契約電力1350ｋWに対し最大
1300ｋW以下）

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

エアコンは冷媒R410aを使用

2-4 運用対策 運転管理
浄化槽曝気ポンプ交互運転、中和処理間欠ブロア停止、コンプレッサの
設定圧力変更

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
・ボランティアによる海岸清掃活動による意識付け。
・河川維持活動を市と結び活動（ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ）。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的なメンテナンスの実施。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ブロア、ミキサー、吸気モータのインバータ化

NTN株式会社　磐田製作所 68,012 65,533 96.4% 63,302 93.1% ★ 96.7% 116.3% 2-4 設備導入 電気使用設備
・変圧器の更新
・変圧器の統合

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
①不用照明の消灯、撤去
②休憩時間・不要時の照明消灯

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

令和4年地下水涵養事業(森林保全作業)(中遠地域地下水利用対策協
議会、磐田市環境保全推進協議会共催)1名参加(令和5年3月16日)

2-4 設備導入 照明設備 屋内、及び屋内照明のLED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
環境ニュース等によるコピー用紙購入量や地下水を含む水使用量実績
の開示、及び削減啓発

2-4 設備導入 空気調和設備
空調電力制御システムの導入
高効率空調機への更新
空調機の移設

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
①　業務用冷凍空調機の更新(EHP4台)。
②　フロン排出抑制法に基づく年4回の簡易点検、および製品に応じた
定期点検の実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの更新
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事業所名 目標設定
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2-4 運用対策 運転管理 空調機、コンプレッサー、換気扇、有圧扇などの運用管理対応

株式会社NTN　袋井製作所 ★ 6,291 6,228 99.0% 6,036 95.9% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
照明LED化
油圧ユニット更新

2-4 設備導入 照明設備 屋内、及び屋内照明のLED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
環境ニュース等によるコピー用紙購入量や地下水を含む水使用量実績
の開示、及び削減啓発

2-4 設備導入 空気調和設備
空調電力制御システムの導入
高効率空調機への更新
空調機の移設

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
①　業務用冷凍空調機の更新(EHP4台)。
②　フロン排出抑制法に基づく年4回の簡易点検、および製品に応じた
定期点検の実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの更新

2-4 運用対策 運転管理 空調機、コンプレッサー、換気扇、有圧扇などの運用管理対応

株式会社エフ.イー.シーチェーン ★ 2,793 2,709 97.0% 3,096 110.8% 2-3 設備導入 電気使用設備 生産設備数台を高効率モーターへ取替した。

2-3 設備導入 電気使用設備 コンプレッサー更新により分散配置した。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
会社全体の電力をデマンド管理し、設備の稼働台数を制限するなど電
力の平準化に努めた。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 炉のメンテナンスにより、熱効率を向上させた。

2-4 運用対策 運転管理 年間を通じてコンプレッサーの稼働台数を調節した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
基本的に毎日設備毎、工場毎の電力使用量を記録し、月単位で比較で
きるようにデータ管理した。

ＦＤＫ株式会社　湖西工場 3,988 4,540 113.8% 3,701 92.8% ★ 95.9% 56.8% 2-4 設備導入 照明設備 照明更新

2-4 設備導入 空気調和設備 空調機の更新

3-4 設備導入 空気調和設備 熱源空調の電気化

株式会社エム・アール・ケー 6,371 6,182 97.0% 6,410 100.6% ★ 96.9% 92.8% 2-4 運用対策 燃焼合理化 燃料効率が高くなるように調整した。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

野菜の栽培、観葉植物の栽培 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

認証更新審査を受審

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱媒体の設定の管理 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

業務のペーパーレス化

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 待ち時間の短縮

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 炉内配置の適切化

2-4 運用対策 運転管理 設備の適正管理

2-4 運用対策 保守及び点検 設備の保守点検の実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー消費動向の把握

2-4 運用対策 推進体制の整備 エコアクション21認証更新の取得

株式会社エム・ワイ・ケー 4,982 5,393 108.2% 4,154 83.4% ★ 97.0% 90.2% 2-4 設備導入 空気調和設備 空調機の更新計画中止

2-4 設備導入 照明設備 LED照明への更新（530本）

2-4 運用対策 保守及び点検 エアー漏れ修理によるコンプレッサー電力の削減

株式会社エムエーパッケージング　東富士工場 6,148 5,963 97.0% 4,369 71.1% ★ 97.0% 92.5% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯80灯をＬＥＤ照明へ置き換え

3 設備導入 電気使用設備 ホットメルト設備　　　直流モータ⇒交流モータ化

3 設備導入 電気使用設備
＃11エージング　　電気ヒータ方式⇒ガス間接加熱方式　　土間断熱塗
装

2-4 運用対策 運転管理 第2工場コンプレッサー

2-4 運用対策 保守及び点検 年間計画 及び 保守管理

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 年間計画 及び 保守管理

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 職制及び省エネ委員会による周知徹底

2-4 運用対策 燃焼合理化
グルーバーナー機器更新サーモ5バーナー周辺機器更新
グルー温水装置更新　サーモ7バーナー燃焼調整

エリエールプロダクト株式会社　静岡工場(北山) 11,524 12,310 106.8% 9,236 80.1% ★ 98.8% 94.6% 2-4 設備導入 照明設備
・事務所棟廊下の蛍光灯照明のLED化を実施した。
・屋外常夜灯のLED化を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備
製品製造設備の集塵設備で使用しているﾌｧﾝにｲﾝﾊﾞｰﾀｰを設置し、風
量調整をﾀﾞﾝﾊﾟ制御から回転数制御にすることで省ｴﾈを図る。

エリエールプロダクト株式会社　静岡工場(富士) 4,602 4,584 99.6% 3,193 69.4% ★ 99.6% 105.1% 2 設備導入 照明設備 故障したり、劣化した蛍光灯器具をLED照明に交換

3 設備導入 照明設備 故障したり、劣化した蛍光灯器具をLED照明に交換

4 設備導入 照明設備 故障したり、劣化した蛍光灯器具をLED照明に交換

2 設備導入 電気使用設備
ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ起動だったﾓｰﾀｰ2台をｲﾝﾊﾞｰﾀに交換、劣化したﾓｰﾀを高効率
ﾓｰﾀへ交換



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

3 設備導入 電気使用設備
ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ起動だったﾓｰﾀｰ2台をｲﾝﾊﾞｰﾀに交換、劣化したﾓｰﾀを高効率
ﾓｰﾀへ交換

4 設備導入 電気使用設備 1995年製の外国製ｲﾝﾊﾞｰﾀとﾓｰﾀを国産の高効率機器に更新

エリエールペーパー株式会社　伝法事業所 13,568 13,432 99.0% 12,015 88.6% ★ 99.0% 98.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備 定期的に省エネに関する研修、教育などを行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
製品・月・日単位等でｴﾈﾙｷﾞｰ管理を実施し、数値、ｸﾞﾗﾌ等で過去の実
績と比較したｴﾈﾙｷﾞｰの消費動向が把握できるようにした。

2-4 設備導入 照明設備 LED照明等の省エネﾙｷﾞｰ型設備を採用した。

エリエールペーパー株式会社　南陵工場 2,976 2,976 100.0% 2,976 100.0% ★ 93.2% 93.2% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 定期修理（毎月）による設備の保守点検

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務用機器および照明の電源を適宜に切る

2-4 運用対策 運転管理 必要生産数量に応じた生産体制の見直しによる設備稼働の最適化

エリエールペーパー株式会社　原田工場 21,727 22,089 101.7% 21,790 100.3% ★ 99.0% 84.0% 3 設備導入 余剰蒸気の活用等
廃棄物を焼却する焼却炉の排熱を利用して、自社の抄紙機に蒸気を供
給する排熱ボイラーの効率をあげるため、設備修理や定期清掃周期を
見直した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月・日単位等でエネルギー原単位管理を実施し、数値、グラフ等で過去
の実績と比較したエネルギーの消費動向等が把握できるようにした。

2-4 運用対策 推進体制の整備
省エネに関する収益改善取り組みを進め、会議にて進捗確認や取り組
みの見直しを定期的に行った。

2-4 設備導入 照明設備 LED照明等の省エネルギー型設備を採用した。

エリエールペーパー株式会社　富士工場久沢事業所 12,946 13,200 102.0% 12,942 100.0% ★ 99.1% 89.2% 3 設備導入 燃焼設備

2-4 運用対策 運転管理
久沢事業所に新たな生産設備を設置。ｲﾝﾊﾞｰﾀｰやLED照明を標準仕様
とし消費電力を削減。原単位排出量が低減。

エリエールペーパー株式会社　富士宮工場 54,624 52,750 96.6% 46,283 84.7% ★ 97.0% 97.7% 3 設備導入 余剰蒸気の活用等 抄紙機に使用している余剰蒸気を活用し、使用蒸気量を削減した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画年度未達

2-4 運用対策 推進体制の整備 計画年度未達

2-4 設備導入 照明設備 不良となった蛍光灯はLEDに交換している。

4 設備導入 熱利用設備 熱風温度の下限設定を見直し温度を下げた。

遠菱アルミホイール株式会社 13,549 13,549 100.0% 14,314 105.6% ★ 97.1% 92.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ｴﾈﾙｷﾞｰ部会開催により社員への現状と対応について教育できた。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎日のﾃﾞｰﾀ取り。　社員へメールにて情報発信し、省エネの啓蒙活動。
また、毎月の経営会議で使用量を発表している。

2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比を管理標準にあわせて設定。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 炉壁の補修の実施。また古い溶解炉の入替工事実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱処理行程のｻｲｸﾙ短縮改善による効率の良い生産を実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備のこまめなON-OFFの実施。　　　　鋳造休憩室の照明を自動
点滅化を展開実施。

2-4 設備導入 電気使用設備
古い変電所を廃止していく為に、変電所の負荷を調整し、変電所の合
理化を行っていく。

2-4 設備導入 照明設備 LED照明の導入・自動点滅器の導入を行った。

株式会社エンケイホイールコーポレーション 48,952 47,483 97.0% 46,675 95.3% ★ 97.0% 95.9% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
年・月・週単位で工場・ライン毎の燃料別エネルギー使用量及び原単位
を把握し、前期比及び前年同期比の増減率を算出、増減原因の究明を
実施。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

コロナ禍により、植樹等緑化活動全般が中止になりました。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

関連企業へのISO14001、エコアクション21の取得推進中。

2-4 運用対策 運転管理
管理標準に基づいて作成した日常点検表、年次・月次点検表により設
備の点検を実施。コンプレッサーは設備稼働状況を考慮し適切な運転
台数調整を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 コロナ禍により、中止。 2-4 緑の募金

2-4 運用対策 保守及び点検
管理標準に基づいて作成した日常点検表、年次・月次点検表により設
備の点検を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

使用済封筒の社内便での再利用、使用済書類の裏紙の積極的な活用
を実施、同時に文書の電子化を促進。

2-4 ふじのくにしずおか次世代エネルギーパーク

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
管理標準に基づき、受変電・配電設備の電圧の不平衡、負荷の平準
化、設備への電気供給の管理を実施。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

顧客（自動車メーカー）に対しアルミホイールの軽量化デザインを提案。

2-4 設備導入 燃焼設備 金型昇温バーナーの改善

2-4 設備導入 熱利用設備
時効炉・加熱炉の高効率化（炉体の分割・延長・炉内の撹拌機改良、空
気整流化等）

2-4 設備導入 熱利用設備
溶体化炉・時効炉・加熱炉の高断熱高効率化（昇温ゾーンへ断熱材・遮
蔽板追加、出入口扉に断熱ボード追加）

2-4 設備導入 電気使用設備
エアー流量見える化によるエアー供給設備の見直し（設備・配管等）・パ
ルスエアーブローの活用による電力使用量削減

エンシュウ株式会社　本社及び工場 10,668 9,333 87.5% 11,328 106.2% ★ 96.6% 101.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備 新入社員教育内において実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類の文書を電子化して、ペーパーレスを進める

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
生産加工ライン増設時は監視装置を増設してデータ収集を行い、エネ
ルギー使用状況を把握

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

分別し、古紙は有価物としてリサイクルした

2-4 運用対策 運転管理
コンプレッサー設備等に自動台数制御を設置し、負荷状態に応じた稼
働台数を調整した

2-4 運用対策 保守及び点検 定期点検による保守および点検を実施した

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 全社の冷暖房基準を策定した



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
全社で冷暖房基準を策定した。夏28℃以下かつ暑さ指数26℃以下にて
運転管理した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明更新場所の使用用途に合わせて適切な照度になるようにした

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 パソコン導入等の設定時に省エネ設定をした

2-4 設備導入 電気使用設備 電動機や回転機器の取替時は高効率電動機を採用した

2-4 設備導入 電気使用設備 個別空調機はインバータ制御に更新した

2-4 設備導入 電気使用設備 個別空調機は、対象範囲および現状の稼働状況を鑑みて選定した

2-4 設備導入 空気調和設備
現状に合わせ、それぞれの空調機の容量を見直して、必要な区画毎に
設置した

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 ボイラ式の給湯設備を電気式のヒートポンプに更新した

2-4 設備導入 照明設備 随時、ＬＥＤ照明に更新した

2-4 設備導入 照明設備 照明取替、新設時に使用用途に応じた適正な照度とした

JA静岡厚生連　遠州病院 ★ 4,499 4,364 97.0% 4,589 102.0% 2-4 設備導入 照明設備
蛍光灯埋込ベースライト安定器不良器具11台を一体化LEDベースライト
に変更した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

旧紙カルテもスキャンして電子化を行っている。 2-4 緑の募金 院内メールにて緑の募金活動の協力をお願いした。

2-4 運用対策 保守及び点検
圧力容器性能検査前の整備時にスケール除去、冷却塔の熱交換部の
清掃及び空調機等の空気取り入れ部の定期的な清掃等の作業を行っ
た。

2 エネルギー起源以外の削減取組 その他

2-4 運用対策 運転管理 3 エネルギー起源以外の削減取組 その他

4 設備導入 電気使用設備 3-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他

株式会社遠鉄百貨店　本館 4,693 4,000 85.2% 4,249 90.5% ★ 85.2% 2-4 運用対策 保守及び点検
照明LED化　　　　　　　
フィルターの清掃実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

ビル管理作業者へ情報共有した。 12 4237 0.902834008

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器など省エネタイプを使用

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

各箇所へタブレッドを配置しペーパーレス化

2-4 設備導入 空気調和設備
BEAMSで管理
計画通り実施

2-4 設備導入 照明設備
照明LED化

2-4 設備導入 照明設備 LED照明で調光できる仕様のタイプはすべて調光した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
外部業者へエネルギー管理を依頼し省エネできる設備設定の提案を頂
いた。

えんてつビル ★ 3,403 3,303 97.1% 3,132 92.0% 3-4 設備導入 電気使用設備 高効率の設備を採用し運用 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
実行委員会への参加
施策の情報共有を実施

36.1 3095.9 0.909756098

3-4 運用対策 運転管理 定期点検を滞りなく実施し、高効率の運転に努めた 2-4 一社一村しずおか運動 地域のお祭りでのボランティア活動

王子エフテックス株式会社　東海工場 22,938 22,250 97.0% 17,862 77.9% ★ 97.0% 106.6% 2-4 運用対策 運転管理
製造銘柄別に高圧ﾓｰﾀ運転台数変更し運用を変更の他、ｲﾝﾊﾞｰﾀ化に
よる最適負荷の調整を実施した

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 月1回地域清掃活動を実施 2-4 森林認証制度 植林活動や植林木を使用した環境配慮型製品の供給

2-4 運用対策 保守及び点検
ﾎﾞｲﾗ担当による日常点検、ﾒｰｶによる月例点検・年次点検の実施。他、
構内蒸気漏れ18箇所、不良ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ8台取替修理

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分類実施 2-4 環境マネジメントシステム（エコアクション21、ISO14001等）の普及啓発
2023年2月28日
内部監査実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 ﾎﾞｲﾗ管理基準に空気比の範囲を設定 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進によりｺﾋﾟｰ用紙の使用枚数を削減

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 平準化時間帯の監視強化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

1回/3ヶ月の簡易点検を実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 工程を見直し運転時間削減できるものを選定

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ﾊﾞﾙﾌﾞ開度が固定で運転している機器をｲﾝﾊﾞｰﾀ化

2-4 設備導入 電気使用設備 受電力率を監視し力率に見合う進相ｺﾝﾃﾞﾝｻの入切を手動で実施

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLED照明へ更新

王子エフテックス株式会社　東海工場
芝川製造所

12,593 12,300 97.7% 17,048 135.4% ★ 90.6% 162.4% 2-4 運用対策 運転管理
負荷に見合った台数制御と複数のﾎﾞｲﾗｰの燃焼負荷の調整を自動で
行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 月に1度地域清掃活動を実施した。 2-4 森林認証制度
2022年11月24日
内部監査実施

2-4 運用対策 保守及び点検
ﾎﾞｲﾗｰ点検表を作成し毎日目視による点検を行う。ﾒｰｶｰによる月次及
び年次点検を実施する。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分類が行われた。 2-4 環境マネジメントシステム（エコアクション21、ISO14001等）の普及啓発
2023年3月7日
内部監査実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 受変電の管理基準に電圧の不平均率を設定した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進によりｺﾋﾟｰ用紙の使用枚数を削減できた。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 不要時には設備を停止するよう管理基準に記載した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

3ヶ月/回簡易点検を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 工場揚水の使用量に応じて自動圧力制御を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 機械更新時、高効率の電動機を使用した。

2-4 設備導入 電気使用設備 事務所等蛍光灯照明からLED照明へ更新した。

2-4 設備導入 照明設備 新しくできた通路に人感ｾﾝｻｰ付LED照明を取付た。

王子エフテックス株式会社　東海工場富士製造所 16,775 16,272 97.0% 14,775 88.1% ★ 99.0% 101.4% 2-4 運用対策 運転管理
負荷に見合った台数制御と複数のﾎﾞｲﾗｰの燃焼負荷の調整を自動で
行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

2023年3月10日
内部監査実施

2-4 運用対策 保守及び点検 ﾒｰｶｰによる月次及び年次点検を実施する。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分類が行われた。 2-4 森林認証制度



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 受変電の管理基準に電圧の不平均率を設定した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進によりｺﾋﾟｰ用紙の使用枚数を削減できた。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 不要時には設備を停止するよう管理基準に記載した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 工場揚水の使用量に応じて自動圧力制御を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 機械更新時、高効率の電動機を使用した。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯照明からLED照明へ更新した。

2-4 設備導入 照明設備 古い外灯照明設備を自動点滅器付きLED照明にした。

王子キノクロス株式会社　富士工場 19,727 19,135 97.0% 15,681 79.5% ★ 97.0% 93.4% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 LED照明等の省エネルギー型設備を採用

王子パッケージング株式会社　富士事業所 ★ 3,062 3,031 99.0% 6,172 201.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日々のｴﾈﾙｷﾞｰ使用量を把握する中で､月次にてグラフ化し､従業員に
周知実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場近隣の清掃活動を計画・実施 2-4 森林認証制度
FSC認証製品の販売増加
原紙量として8399ｔ販売
前年対比5799ｔ増加

王子パッケージング株式会社　富士宮事業場 ★ 2,243 2,220 99.0% 170 7.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日々のｴﾈﾙｷﾞｰ使用量を把握する中で､月次にてグラフ化し､従業員に
周知実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場近隣の清掃活動を計画・実施 2-4 森林認証制度
FSC認証製品の販売
原紙量として前年比3039ｔ減

王子マテリア株式会社　富士工場　第一工場 106,573 112,967 106.0% 107,086 100.5% ★ 100.0% 101.0% 2-4 設備導入 照明設備
・東堀水銀灯4台→LED化
・事務所3F蛍光灯22台→LED化
他合計（▲6.8ｋW）

2-4 運用対策 排熱の回収利用
・焼却炉高温GA/H更新により熱回収効率改善（131原kL/年）
他合計（▲170原kL）

オークラアクトシティホテルマネジメント株式会社 4,791 5,735 119.7% 5,051 105.4% ★ 117.6% 140.1% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯具・ハロゲン灯具不良個所のみ更新

大塚製薬株式会社　袋井工場 11,513 11,900 103.4% 12,408 107.8% ★ 111.4% 89.4% 2-4 設備導入 照明設備 ＬＥＤ照明に変更、１１２台の実施をした 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

６月、９月、１１月の３回実施した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

工場全体での省エネ管理、部署別に省エネ対応プログラムを設定

2-4 設備導入 排熱回収設備 二酸化炭素フリー電源を導入している。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 コロナ禍にて大会中止となった。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ボイラー給水を純水化しする。 2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他 冷凍機、空調器の冷媒漏洩確認を３カ月に一回実施した。

3-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 APV　熱水温度変更 2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他 原油換算の原単位・基準年度と比較しプログラム実施

2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

2022/03/15【静岡県】令和３年度省エネ対策の支援制度等説明会参加

株式会社オカムラ　生産本部第二事業部富士事業所 8,284 9,393 113.4% 6,698 80.9% ★ 109.7% 63.5% 2-4 設備導入 電気使用設備
トップランナー変圧器への更新、及び老朽化したフロン使用機器の更
新。

2-4 設備導入 照明設備
トップランナー変圧器への更新、及び工場内天井照明と誘導灯の照明
器具を段階的にＬＥＤに更新。

2-4 設備導入 電気使用設備 高圧進相コンデンサの更新

株式会社オカムラ　生産本部第二事業部御殿場事業所 3,758 3,310 88.1% 3,740 99.5% ★ 87.6% 78.9% 2 設備導入 排熱回収設備 2022年1月に蒸発装置を更新

2 設備導入 電気使用設備 2021年6月より塗装ポンプインバーター化

2-4 運用対策 運転管理 改善活動による作業時間の短縮。

2-4 運用対策 推進体制の整備 各課長にISO教育の実施。各作業員への省エネ教育実施。

3 設備導入 電気使用設備 ２０２３年1月より太陽光発電PPAを開始

オカモト株式会社　静岡工場 45,621 44,252 97.0% 39,970 87.6% ★ 97.0% 93.1% 2-4 設備導入 照明設備 ・設備照明のLED化

2-3 運用対策 運転管理
・ボイラー燃焼空気比適正化調整
・コンプレッサーの台数制御施工

2-4 運用対策 保守及び点検
・ボイラーの水質管理
・定期整備点検の実施

岡本プレス工業株式会社　本社工場 ★ 4,593 4,500 98.0% 3,978 86.6% 2-4 運用対策 燃焼合理化 ｴｱｰ漏れ修理

2-4 設備導入 電気使用設備 設備更新

2-4 運用対策 推進体制の整備 講習計画

オスカ化学株式会社 4,712 4,650 98.7% 4,327 91.8% ★ 99.0% 100.2% 2 設備導入 照明設備 LED照明へ変更 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

PC管理を充実させﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を図る

2-4 設備導入 電気使用設備
ﾎﾟﾝﾌﾟ更新の際に高効率ﾓｰﾀｰに変更
劣化したﾎﾟﾝﾌﾟを順次交換

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

可能な範囲で、裏紙を使用する
再生できる資源は回収業者に回収してもらう

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
加熱設備の使用方法を工夫する。
劣化した加熱設備の保温材を更新する。

小野製紙株式会社 12,032 16,123 134.0% 12,956 107.7% ★ 98.9% 104.0% 2-4 設備導入 電気使用設備 令和3年実施の更新設備に高効率電動機、インバアータが導入された 2-3 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

同左

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 令和3年に受電設備も更新され配電経路がコンパクト化された

2-4 設備導入 熱利用設備 令和3年実施の更新設備に高効率貫流ボイラが導入された

2-4 設備導入 排熱回収設備
令和3年実施の更新設備に蒸気ドレネージシステム、ドレン回収シスエ
ムが導入された

2-4 設備導入 熱利用設備 令和3年実施の更新設備に高効率貫流ボイラが導入された

小野薬品工業株式会社　フジヤマ工場 9,459 9,175 97.0% 8,263 87.4% ★ 97.0% 379.4% 2-3 設備導入 電気使用設備
令和3年度に計画した箇所のパッケージエアコンについて高効率なもの
に更新した。

2254 6009 0.635267999



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
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基準年度比
（実績） 目標設定
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2 設備導入 電気使用設備 令和2年度に冷水チラーを高効率なものに更新した。

3 設備導入 熱利用設備
令和3年度にボイラーの断熱を実施した。加えて計画の詳細検討を行い
令和4年度の計画に追加した。

2-4 設備導入 電気使用設備
令和4年度に計画した箇所のパッケージエアコンについて高効率なもの
に更新した。

2-4 設備導入 照明設備 令和4年度はLED化工事を実施しなかった。

4 設備導入 熱利用設備 令和4年度に計画した箇所の保温を実施した。

カーディナルヘルス株式会社　袋井工場 5,141 5,089 99.0% 4,903 95.4% ★ 95.8% 101.7% 2-4 設備導入 空気調和設備 空調設備の更新（エアコン） 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場外周の美化活動

2 設備導入 電気使用設備

2-4 運用対策 運転管理

工場内設備運用改善の実施
・空調設備の運用改善
・冷凍機設備の効率改善
・不要機器の整理による改善

花王製紙富士株式会社 10,818 11,275 104.2% 11,895 110.0% ★ 97.0% 96.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備 エネルギー原単位推移や省エネ計画対策についての教育・周知を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 場内への掲示による、内容の周知と参加の呼びかけ 3896 7999 0.739415789

2 運用対策 運転管理 抄紙速度UPによる生産エネルギーの最適化 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺の道路清掃を実施 2-4 森づくり県民大作戦 場内への掲示による、内容の周知と参加の呼びかけ

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 エアー漏れ削減活動実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 事務用品などの購入は、グリーン購入の積極的に活用

2 設備導入 熱利用設備 2 エネルギー起源以外の削減取組 その他

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率電動機へ更新

2 設備導入 電気使用設備 ポンプ等の容量見直しは未実施

岳陽工業協同組合 840 880 104.8% 608 72.4% ★ 100.4% 82.8% 2 設備導入 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
ドレンポンプの1台をインバーター化することにより、今まで2台運転をし
ていたが、1台で対応が可能となった。

2-4 設備導入 排熱回収設備 ボイラー空燃比の細目な調整を実施し、効率の良い運転に努めた。

2-4 運用対策 運転管理
ドレン回収ポンプなどドレン回収量によりインバーター周波数調整を細
目に行い効率良い運転に心掛けた。

掛川市・菊川市衛生施設組合 4,181 3,900 93.3% 5,197 124.3% ★ 90.7% 144.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを確実に実行し、事務所で働く職員全員が温
室効果ガスの削減に努めた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
搬入される家庭系一般廃棄物について、ごみの分別・資源化の指導を
徹底した。また事業系一般廃棄物の展開検査を実施し、産業廃棄物の
混入防止とリサイクルの推進に努めた。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステムISO14001の取り組みを継続した。

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的にボイラ水管清掃、スラグ出湯口斫り、ハウジング清掃等を行
い、蒸気タービンの発電量増加、灯油使用量の削減に努めた。

科研製薬株式会社　静岡事業所 ★ 18,379 18,500 100.7% 18,927 103.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムに準じ温室効果ガス排出量削減を計画実施。
（事業所目標：CO2削減）

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での緑化等環境保全となる行動を呼びか
け、行動につなげること。

環境・安全週間行事を計画し、環境講演会及び環境DVD上映を実施。
週間行事内容について社員に呼び掛けを実施。（※社内イントラに掲
載）

3-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

内部環境監査を実施し、ＥＭＳが適切に維持管理がなされている事を確
認した。

384 18543 1.008923228

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー設備の定期的な点検を実施し保守内容の充実を図り効率的な
運転継続

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
４月は全事業所員を対象、１０月は新入社員を中心に事業所内に参加
の呼びかけを実施。

3-4 緑の募金 緑の募金への寄付のため、予算計上を行う。

2-4 設備導入 照明設備 既存照明のＬＥＤ照明器具への更新を計画的に実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

事業所近隣の２つの町内会役員様に環境報告会の出席を依頼。

2 設備導入 熱利用設備
医薬棟用ボイラーについて高効率ボイラーへの更新を実施。（更新台数
４台）

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

業者との保守契約等により冷凍空調設備機器の定期点検を実施。対象
となる冷凍設備においては、冷媒ガスの漏洩に関する点検も実施。

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用
太陽光発電設備導入に向け設置場所等、導入に向け候補地を含め、
詳細仕様の検討を実施。

2-4 設備導入 コージェネレーション設備
医薬棟用としてコージェネレーション設備導入に向けてメーカーと仕様
検討を実施。

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
冷却水供給設備において台数制御を導入し、またインバーターによる
制御を行い省エネを図った。

2 設備導入 空気調和設備
医薬棟用蒸気吸収式冷凍について高効率後継機種への更新を実施。
（更新台数１台）

春日製紙工業株式会社 38,024 36,883 97.0% 36,888 97.0% ★ 98.0% 104.4% 2-4 設備導入 電気使用設備 電動機のｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化、ﾎﾟﾝﾌﾟのｲﾝﾍﾟﾗｶｯﾄなど 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

社内で省ｴﾈ技術及び他社事例の紹介、省ｴﾈ情報の共有を行い省ｴﾈ
を進める。

2-3 設備導入 照明設備 水銀灯、無電極照明及び蛍光灯などをLED照明に取替。

3 設備導入 電気使用設備 受電・配電設備の統合及び高効率設備への更新。

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化
ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ設備の廃熱ﾎﾞｲﾗｰ追焚ﾊﾞｰﾅｰの最低ｶﾞｽ流量を90㎥/時
から60㎥/時へ減らし蒸気ﾛｽを減少。

金田工業株式会社　引佐工場 4,847 4,733 97.6% 3,914 80.8% ★ 97.6% 74.2% 2 設備導入 照明設備 太陽光発電機設置

金田工業株式会社　本社工場 2,645 2,558 96.7% 2,447 92.5% ★ 96.7% 85.0% 2 設備導入 空気調和設備 コンプレッサー集中制御盤改造

株式会社河合楽器製作所　竜洋工場 3,385 3,283 97.0% 3,192 94.3% ★ 97.1% 82.7% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001:2015を適正に運用しました。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

工場内の緑化整備を実施しました。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001:2015を運用。部門の課題に対して目標を決め、進捗を管理、
生産活動に伴うエネルギー使用実績をまとめ、本社への報告を実施し
ています。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
夏季、冬季のエネルギー使用量の増加時期を中心に実績集計を行いま
した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 6月の環境月間に工場内外のクリーン作成を実施しました。

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー保守点検業者による月度点検及び調整、熱交換器の整備を行
いました。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物分別作業書に基づく職場啓蒙教育を行いました。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備のLED化に伴い、工程内の照明位置の適正化、使用台数の
見直しを行い削減しました。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

静岡県フロン回収事業協会に加盟する業者による点検を実施しました
る

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
パソコンの省エネモードの設定、席を離れる時の電源OFFを徹底しまし
た。

川研ファインケミカル株式会社　静岡工場 4,156 4,200 101.1% 3,796 91.3% ★ 106.2% 76.1% 2-4 設備導入 照明設備 防爆の必要性がある製造エリアも概ね照明のLED化を実施できた。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

参加依頼に応じ実施した 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

認証維持審査を受審し更新された。

2-4 設備導入 熱利用設備 配管には保温を施している。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

法定点検、自主点検ともに予定通り実施できた。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電力使用量についてのデータ管理は継続中。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 参加要請が無かったが、自主的に工場周辺の環境美化活動を行った。

2 運用対策 燃焼合理化
省エネ管理標準に設定値を記載し、ばい煙測定実施時に確認し管理で
きた。

2-4 運用対策 保守及び点検
専門業者による月次点検、年次点検および社内での日常点検により、
十分対応できた。

2-4 設備導入 電気使用設備 設備更新時には省エネ効率を考慮し選定している。

2-4 運用対策 推進体制の整備 エネルギー管理員の増員・強化を計画した。

2-4 運用対策 推進体制の整備
EMS全社目標として省エネを項目として設定し、省エネ管理標準改訂・
周知を通じ、具体的な計画に反映させた。

川﨑工業株式会社 15,559 15,092 97.0% 13,792 88.6% ★ 97.0% 91.0% 2-4 運用対策 運転管理 生産の状況に合わせ、稼働調整を実施。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

植樹をおこなった

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度の設定と遵守 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

工場内事務部門にて、裏紙の積極的な活用をおこなった。(5000枚/年)

2-4 設備導入 照明設備 新規設備へのLED照明の採用

2-4 設備導入 電気使用設備 新規設備への高効率モーターの採用

川奈ホテル ★ 4,294 4,165 97.0% 4,312 100.4% 2 設備導入 空気調和設備 計画年度未到達 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

【継続実施分】
ホテル周囲を中心に計画的な間伐を行い、植栽も少なからず、前年に
引き続き継続実施した

2 設備導入 電気使用設備 計画年度未到達

2-3 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 計画年度未到達

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
【継続実施分】
系統別にエネルギー管理を実施すると共に稼働状況に合わせたきめ細
やかな空調管理を、前年に引き続き継続実施した

株式会社ＫＳオークラ　静岡工場 4,066 3,944 97.0% 3,594 88.8% ★ 97.0% 94.8% 2-4 設備導入 電気使用設備 空調機更新

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯のLED照明への入替を行った。

2 設備導入 電気使用設備 クーリングタワー更新

牛乳処理工場 ★ 3,148 2,950 93.7% 2,926 92.9% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 排水施設ブロアーモータータイマー

2-4 設備導入 電気使用設備 インバータ導入

2-4 運用対策 運転管理 冷凍機制御

2-4 設備導入 熱利用設備

キーパー株式会社　御殿場工場 5,086 5,000 98.3% 3,758 73.9% ★ 98.3% 54.8% 2 運用対策 運転管理 コロナ禍の中生産が減少し総合的な台数制御負荷の適正配分を行った

3 運用対策 運転管理
昨年同様コロナ禍の中若干の生産増があったものの休業要請、台数調
整負荷の適正廃部ｂｂを行った

4 設備導入 燃焼設備 コロナ禍の中生産が減少し設備投資の機会が無く次期に繰り延べる

菊川シール工業株式会社　第３工場 2,873 3,013 104.9% 2,208 76.9% ★ 96.4% 126.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境ＩＳＯ認証機関の更新審査を受審し、EMSの登録維持に努めてい
る。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 推進体制の整備 教育計画に環境に対する教育を折り込んで実施している。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の使用は日常的に習慣化され継続実施。
廃却品を分解選別化して、有価リサイクル化に努めている。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
最大需要電力の推移、使用電力と生産高による原単位の推移を前年
度比で監視。毎月の削減達成度を社内ネットワークで公開。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調機の分解洗浄とフィルター清掃、冷却塔の藻，ごみ清掃、吸排気装
置の配管、ダクト清掃を年間活動計画表に織り込んで実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 使用時間の適正化(ｶﾚﾝﾀﾞｰﾀｲﾏｰ)等の活用により不使用時の電源遮断

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用

3 設備導入 照明設備

3 設備導入 照明設備 第3工場天井照明LED化78台

菊川シール工業株式会社　本社工場 3,179 3,090 97.2% 2,518 79.2% ★ 95.9% 90.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境ＩＳＯ認証機関の更新審査を受審し、EMSの登録維持に努めてい
る。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 菊川河川の清掃活動に参加

2-4 運用対策 推進体制の整備 教育計画に環境に対する教育を折り込んで実施している。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の使用は日常的に習慣化され継続実施。
廃却品を分解選別化して、有価リサイクル化に努めている。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
最大需要電力の推移、使用電力と生産高による原単位の推移を前年
度比で監視。毎月の削減達成度を社内ネットワークで公開。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調機の分解洗浄とフィルター清掃、冷却塔の藻，ごみ清掃、吸排気装
置の配管、ダクト清掃を年間活動計画表に織り込んで実施。

2 設備導入 空気調和設備
台数制御盤設定値を0.8mpa→0.7mpaへ変更し配管系統を大径にしロス
を削減した

2-3 設備導入 照明設備 組立棟99台、第2工場196台、駐車場15台をLED更新工事を実施

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用

株式会社紀文食品　静岡工場 8,593 8,250 96.0% 7,780 90.5% ★ 96.6% 99.6% 2-3 設備導入 電気使用設備 受電設備の更新は、なし。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-3 設備導入 電気使用設備 電気加熱設備の更新は、なし。

2-4 設備導入 照明設備 照明設備、蛍光灯からLED照明への更新

2-4 設備導入 空気調和設備 空調設備の高効率機種への更新は、なし。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設備の運用改善計画は、なし。

株式会社木村鋳造所　御前崎工場 26,236 28,000 106.7% 29,034 110.7% ★ 97.3% 94.6% 2-4 設備導入 照明設備 工場内水銀灯をLED灯へ更新。

3-4 設備導入 電気使用設備 高周波炉２台を高効率な高周波炉1台へ更新。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 操業見直しを行い、溶解タイｍニングの適正化を進めた。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
工場内ｴｱｰ漏れの修理を実施。
ｴｱｰ使用量の削減検討を行った。

株式会社木村鋳造所　本社工場 5,235 5,500 105.1% 42 0.8% ★ 98.0% 2-4 運用対策 運転管理
R3年12月に操業停止した為生産に伴う設備の稼働はなくなった。R4年7
月の受電停止まで必要最小限の設備稼働とした。

2-4 運用対策 保守及び点検
R3年12月に操業停止した為生産に伴う設備の稼働はなくなった。R4年7
月の受電停止まで必要最小限の保守、点検とした。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
R3年12月に操業停止した為生産に伴う設備の稼働はなくなった。R4年7
月の受電停止まで使用量の実績確認は継続した。

株式会社キャタラー 16,947 16,439 97.0% 14,028 82.8% ★ 97.0% 99.2% 2-4 運用対策 運転管理 生産設備の運転効率を向上、不要時間の設備停止など 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

実施事項なし

2-4 設備導入 照明設備 工場および事務スペースの照明LED化実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

周辺地域の植樹活動や清掃活動等、多数のイベントに従業員がボラン
ティア参加実施

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電設備の導入 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

IT機器の活用により紙使用量の削減を継続的に実施しているが、活動
に停滞感があり削減量は伸び悩み

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

環境規制の高まり等を受け、浄化性能の高い自動車用触媒の開発・販
売実施

キャタレント・ジャパン株式会社 掛川工場 6,891 6,822 99.0% 7,205 104.6% ★ 98.0% 2 設備導入 空気調和設備 未実施

2-4 設備導入 照明設備 製造エリアの1/3の照明をLEDに交換実施

2-4 設備導入 熱利用設備 一部実施

2-4 運用対策 保守及び点検 未実施

キヤノン株式会社　富士裾野リサーチパーク ★ 13,041 12,821 98.3% 12,210 93.6% 2 設備導入 熱利用設備 2024年に計画変更（排水処理設備用 簡易貫流ボイラー増設） 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

静岡県裾野市にある小学校の授業で環境出前授業をオンラインで開催

2-3 設備導入 空気調和設備
負荷変動に応じて効率の高い運転を実現する為、冷水2次ポンプを
2021年にINV化

2 設備導入 空気調和設備
熱需要の変化に対応する為、ノンフロン高効率ターボ冷凍機を2020年
に増設

4 設備導入 空気調和設備 計画年度未到来

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電力、灯油、LPGガスのエネルギー管理を実施

2-4 運用対策 運転管理 負荷状況に応じた高効率運転が維持できるよう運転管理を実施

2 設備導入 照明設備 D棟1,2,6階（機械室、居室）の照明をLED化

3 設備導入 照明設備 計画年度未到来

株式会社協和アルテック 4,494 4,400 97.9% 3,661 81.5% ★ 97.0% 69.3% 4 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的に月単位等でエネルギー管理を実施し、数値、グラフ等で過去
の実績と比較したエネルギーの消費動向等が把握できるようにするこ
と。

4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 グリ-ンカ-テンの設置(つる系植物の植栽) 4 公益財団法人静岡県グリーンバンク緑化募金 静岡県グリ－ンバンク緑化募金への寄付

4 運用対策 運転管理

設備は、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理
を行うこと。特に、設備が複数の設備で構成されている場合は、総合的
なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応じ、稼働台数の調
整、稼動機器の選択又は負荷の適正配分を行うこと。

4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒を総務部が回収し、使用部署に配布を実施する。ｺﾋﾟ-用紙
については、裏紙使用を全社に促し廃棄量の削減を図る。

4 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びス
ケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器の
スケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分の補修、照明器具
及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保守及び点検を行い、
良好な状態に維持すること。

3-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 ・冷暖房温度は、政府の推奨する設定温度を勘案して設定すること。

3-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
・空気調和設備は、ブラインドの管理等により負荷の軽減を行うととも
に、運転時間、室内の温・湿度、換気回数等を使用状況等に応じて最
適に設定すること。

協和キリン株式会社　富士事業場 15,108 14,655 97.0% 13,384 88.6% ★ 100.1% 88.7% 2-4 設備導入 照明設備 .室内照明用器具を（31台）をLEDに交換。（年間CO2削減量：1.5ton)

2-3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 ・空調設備スケジュール運転化。(年間CO2削減量：22ton)

3-4 設備導入 熱利用設備
・吸収式冷凍機より効率の良い空冷チラーに更新し、複数台のステップ
制御を実施。（年間CO2削減量：547ton）

共和レザー株式会社　浅羽工場 3,876 4,454 114.9% 3,876 100.0% ★ 104.7% 87.2% 2-4 設備導入 排熱回収設備 蒸気ﾎﾞｲﾗｰ給水温度ｱｯﾌﾟ（給水ﾀﾝｸ内撹拌）給水温度20℃以上改善 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

生産での加工ﾛｽ削減

2-4 設備導入 照明設備 照明機器のＬＥＤ化（継続中）

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
各設備ｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況計測し、運転時間短縮等運用方法変更により
エネルギー削減（継続中）

共和レザー株式会社　天竜第一工場 ★ 7,591 7,363 97.0% 8,086 106.5% 2-4 設備導入 照明設備 照明器具をLED照明に変更 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の加工をしてリサイクル材料と廃棄物に分別して廃棄物の削減
を実施。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 空気調和設備 古い空調設備を最新の空調設備に変更。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

業務用空調機及びチラー点検・整備

2-4 設備導入 電気使用設備 電動機購入時は、高効率のものを購入。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 品質向上による完成率向上。

2-4 設備導入 電気使用設備 電動機は、ｲﾝﾊﾞｰﾀｰを取付適正容量で運転。

2-4 運用対策 推進体制の整備 環境マネジメントシステムに省エネの目標値を決めて管理。

2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比の調整を実施。

2-4 運用対策 運転管理 機械の負荷により機械の寄せ止めを実施。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的にボイラのメンテナンスを実施。

共和レザー株式会社　天竜第２工場 11,354 11,014 97.0% 8,643 76.1% ★ 97.0% 112.2% 2-4 運用対策 燃焼合理化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

2-4 設備導入 照明設備

2-4 設備導入 電気使用設備

2-4 運用対策 保守及び点検

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等

株式会社旭洋工業製作所　本社工場 ★ 3,543 3,500 98.8% 4,060 114.6% 2-4 設備導入 照明設備 ・水銀灯、蛍光灯からLED照明への変更 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
・省エネルギー活動推進（毎朝巡回し設備エアー、蒸気漏れチェック、修
理を実施中）

2-4 設備導入 電気使用設備 ・インバータコンプレッサー１台更新

キリンディスティラリー株式会社 19,907 20,275 101.9% 17,174 86.3% ★ 97.0% 120.9% 2-4 設備導入 照明設備 照明のLED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

新規更新時に省エネタイプの選定実施

2-4 設備導入 空気調和設備 エアコンの更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 予定通り実施

2-4 設備導入 電気使用設備 未実施

2-4 運用対策 排熱の回収利用 未実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
各計器データの
見える化

クオリテックファーマ株式会社　静岡工場 6,123 7,210 117.8% 7,055 115.2% ★ 97.0% 104.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月の電気、重油、LPG使用量を各系統毎に管理しグラフにまとめ、前
年同月と比較しどの系統が増加しているか分かるようにしている。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

適切な維持管理を実施。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 参加できなかった。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
工場の主要施設の保守状況、運転時間、特性を確認し、保全計画書の
作成を進めている。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

実施できなかった。

2-4 運用対策 運転管理
冷水負荷に応じて、空冷チラーとターボチラーの運転優先を切り替える
プログラムに変更し、消費電力の削減を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内の一部でPDFファイルにて保存することでペーパーレス化を進めて
いる。

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的なボイラーの水質管理、ボイラー缶体の更新、蒸気配管トラップ
の更新等、実施した。
また、FFUの内部洗浄を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

専門業者によりターボ冷凍機、空冷チラー、パッケージエアコンの定期
点検を実施した。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 夏場、契約電力を超えないように生産現場へ働きかけた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 生産していないエリアや点灯不要エリアの照明を消灯している。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
使用していないPCやプロジェクターは電源を切り、コンセントから抜くよ
うにしている。

2-4 設備導入 照明設備
照明器具の故障や、一部球切れした照明器具を、LED器具へ交換して
いる。

クミアイ化学工業株式会社 静岡工場 ★ 13,489 13,233 98.1% 14,304 106.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視装置(電気,スチーム使用量を監視)の機能拡張により、生産量
に対する電気・スチームの状況が把握できるようになった。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

コロナ影響により、未実施。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラー内のスケール除去作業を実施。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 6/6(火)に事業所周辺の美化活動を実施。

2-4 設備導入 熱利用設備
定期修繕工事の時期(毎年5月)のスチーム需要急減に合わせ、一部の
ボイラーを完全停止させることで、発停を抑制し、燃料削減を図った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

第一種特定製品を設置した際に点検記録簿を作成し、定期的に簡易点
検、定期点検を実施している。

2-4 設備導入 照明設備 工場内の照明設備を順次LED照明等に変更する。

株式会社クラベ　浜北工場 6,388 7,115 111.4% 6,651 104.1% ★ 96.2% 77.5% 2-4 運用対策 保守及び点検
左記に計画した措置の他に・工場と実施部署との協議により計画した設
備、機器の更新・照明器具のLED化

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

ISO14001活動に準ずる。
資料の電子データー化

2-4 ふじのくにしずおか次世代エネルギーパーク ホームページから情報収集

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
左記に計画した措置の他に太陽光発電設備新規導入（200kw)に伴う使
用電力削減＆電力ピークカット

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

ISO14001活動に準ずる。
古紙の活用、梱包材の簡素化

2-4 運用対策 運転管理
緻密な生産計画のもとに設備の高効率運転及び稼働台数の調整、稼
動機器の選択又は負荷の適正配分を行なった。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

ISO14001活動に準ずる。
リサイクル化

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
電動力応用設備は電動機の空運転による電気の損失を低減するよう
に管理し不要時は停止させた

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 .電気加熱設備他無負荷稼働低減の実施

2-4 設備導入 電気使用設備 省エネモーター及びインバーターモーターに更新と導入の実施

2-4 設備導入 空気調和設備
省エネ型エアコンの導入と老朽エアコンの更新の実施

2-4 設備導入 照明設備 LED照明器具に更新と導入の実施。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

クラリアントケミカルズ株式会社　静岡工場 6,603 6,900 104.5% 3,885 58.8% ★ 95.0% 109.6% 2-3 運用対策 運転管理 圧空コンプレッサーの運転管理。

2-4 設備導入 熱利用設備 乾燥機の更新。

2-4 運用対策 排熱の回収利用
ドレン回収に努めた運転管理を行った。
蒸気配管とスチームトラップの交換及び保温材の更新による蒸気ロス
低減。

3-4 設備導入 電気使用設備 ブロワを２台更新した。

グランドエクシブ浜名湖 ★ 4,770 4,760 99.8% 4,717 98.9% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

引き続き日々の水道・ガス・電気の使用量を記録及び集計し、前年同日
比を共有フォルダーに入力、及び中央監視室のボードに記入し可視化
する事による管理担当者の省エネ意識の醸成を高ました。合わせまし
て、ホテル関係者も確認出来る様にパソコンの共有フォルダーにデータ
を格納引き続きしている。

3-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

2-4 運用対策 保守及び点検

引き続き定期的にボイラーの水質管理（月1回）、冷却塔の清掃、冷却
水の水質管理（月1回）、冷却水の入れ替え、冷却塔の清掃（年2回）、冷
却塔のファンベルト交換、電流値確認などで効率損失防止対応（月1回）
を実施した。

3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
館内各所空調機運転プログラムの再確認と細目な発停管理を実施。外
気負荷を軽減させるために外気取り入れダンパーの開度調整を実施し
た。

3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
機械室など調光調整と合わせまして、バックヤードの蛍光灯の間引きを
実施した。また、普段使用しない倉庫やバックヤードなど現地要望時の
み照明点灯を実施した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

引き続き一般廃棄物全体の削減を図るため、啓蒙活動、及びペーパー
レス化の推進などを行い、総廃棄量の削減に取り組んだ。

2-4 設備導入 照明設備 施設内数ヵ所においてLED化を実施した。

2-4 設備導入 照明設備
継続して館内・館外各所の照明の一部をタイマーで管理。事務所のエリ
ア毎の消灯推進を実施した。

株式会社グリーンループ 4,674 4,305 92.1% 3,169 67.8% ★ 97.9% 66.5% 2-4 設備導入 熱利用設備 導入予定の設備の比較検討と現状調査を実施した。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
COOLチャレンジに協賛し、社員や訪問者（特に会社見学の一般参加
者）にエコチャレンジ活動をアピールした     

2 運用対策 運転管理
工場内設備全体の稼働負荷状況監視システムを導入した。
IoT活用によりオンタイムでのデマンド監視状況の共有を実現した。

3 設備導入 照明設備 事務所棟および工場内の対応未実施個所の蛍光灯をLEDに交換した。

3-4 設備導入 熱利用設備 計画年度内での実施に向けて、導入計画の社内検討の実施を開始

栗田工業株式会社　静岡事業所 ★ 2,717 2,635 97.0% 2,483 91.4% 2-3 設備導入 電気使用設備 進相ｺﾝﾃﾞﾝｻの設置

2-4 設備導入 照明設備 LED照明への更新

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 未実施

ケイ・アイ化成株式会社 ★ 8,282 8,017 96.8% 9,099 109.9% 2 設備導入 照明設備 第6部門照明ＬＥＤ化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 スチーム配管修理

3 設備導入 電気使用設備 工業用水用ポンプ更新、制御見直し 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

植樹実施

4 設備導入 照明設備 第3部門照明ＬＥＤ化 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

廃熱回収方法の検討

ＫＪ特殊紙株式会社  富士工場 22,319 21,649 97.0% 22,435 100.5% ★ 97.0% 97.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備 令和4年9月にISO更新審査を受審し、認証更新。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

ﾌﾞﾅ林創造事業に参加した(家族含め参加者4名)。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

第6回更新審査実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
収集したｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞｰﾀを使用して、過去実績と比較できるようにｸﾞﾗﾌ化
し、会議等で共有している。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

参加見合わせ。

2-4 運用対策 保守及び点検
ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑは年次点検、半年点検でﾒﾝﾃﾅﾝｽを実施。
ﾎﾞｲﾗｰは水質管理を徹底する。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

春・秋に清掃実施。

2-4 運用対策 排熱の回収利用 ｺｰｼﾞｪﾈ排ｶﾞｽ温度、ﾄﾞﾚﾝ回収とも、引き続き適正な値で運用する。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

ﾌﾞﾅ林創造事業に参加した(家族含め参加者4名)。

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化 生産計画の段階で効率の悪い操業を回避する様に周知した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

参加者3名。
毎月記録を付けることで、従業員の意識向上につなげた。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 叩解機の条件を見直し、品種によって運転から停止へ変更。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

段ﾎﾞｰﾙが良く出る職場に周知

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 特になし。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

環境Newsを発行

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要器具撤去、消灯による省ｴﾈ 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

各部署ﾁｪｯｸ表にて毎月点検実施

2-4 設備導入 熱利用設備 特になし

2-4 設備導入 電気使用設備 空調機の更新を進め、2台実施

2-4 設備導入 電気使用設備 切替時の乾燥ﾊﾟｰﾄﾌｧﾝの回転数を下げて電力削減

2-4 設備導入 電気使用設備 特になし

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯、水銀灯器具からLED器具へ取替中

2-4 設備導入 照明設備 LED人感ｾﾝｻ付き器具導入中

ケンコーマヨネーズ株式会社　静岡富士山工場 10,001 11,321 113.2% 9,159 91.6% ★ 98.9% 96.9% 2-4 運用対策 運転管理
生産終了後に真空ポンプの運転停止を行い、夜間の無駄な運転を無く
すことで温室効果ガスの排出を低減すると共に、電気使用量の削減も
実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
工場内一部の照明（蛍光管）LED蛍光管へ変更した。随時蛍光管を入
れ替えを継続中。

2-4 設備導入 照明設備 工場内渡り廊下の照明機器全てLED照明に変更を実施する。

コアレックス信栄株式会社 48,835 47,770 97.8% 36,896 75.6% ★ 97.9% 90.9% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

原質精選設備のSSｾﾊﾟﾚｰﾀｰ、ｽｸﾘｰﾝ等の運転台数を削減すると共に、
抄紙機の紙切れ、ﾛｽﾀｲﾑの削減を進めた。また、原料ﾀﾜｰのﾚﾍﾞﾙを確
保して原質設備を停止する節電時間の目標を高くし、省ｴﾈﾙｷﾞｰを推進
した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

紙ｺﾞﾐの回収は継続している、工場見学の受け入れはｺﾛﾅ禍で一定期
間中止していたが、ｺﾛﾅの感染も少なくなった2022年1月から再開した。
また紙祭りは中止したが、昨年と同様に土日の2日間工場を解放し、紙
ﾌｪｱとして様々なｲﾍﾞﾝﾄを実施した。
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2-4 運用対策 保守及び点検
燃焼設備、ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾌｧﾝ、配管等の点検は1日1回実施している、また煤
塵､ｽｹｰﾙ等の除去、電熱面の掃除等はﾏｼﾝの定期修理に合わせて継
続実施している。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
製造するﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰの坪量を下げ原料消費量をできるだけ少なくす
るように取り組んでいる、また自社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの長尺製品を新たに開発し、
輸送時や倉庫保管時のCO2の削減を推進している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日々電力、蒸気の使用で発生するCO2量を計算すると共に電力、蒸
気、原油換算原単位の日々の変化がすぐにわかるようｸﾞﾗﾌ化して周知
した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
加工工程のISO活動の目的、目標として取り組みを継続し、更に高い目
標を設定してﾁｬﾚﾝｼﾞしている。

2-4 設備導入 電気使用設備
負荷変動の大きい電動機にはｲﾝﾊﾞｰﾀｰを設置して電力使用量が生産
量に対して適性な値になるよう継続管理している。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

継続してﾉｰﾊﾟﾚｯﾄ化を行うための技術の確立を進めている。

2-4 設備導入 電気使用設備
主要設備の電流値を継続して把握し、過剰電流にならないように継続し
て管理すると共に保全管理を強化し、異常の早期把握を徹底した。

株式会社小糸製作所　相良工場 16,342 15,693 96.0% 12,686 77.6% ★ 97.0% 103.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備
・年度目標展開時にｴﾈﾙｷﾞｰ・CO2削減部会内で教育実施。
・新入社員教育にて地球温暖化防止に対する当社取組み等の教育実
施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場周辺の清掃活動を実施。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
・月度のエネルギー別使用量、CO2排出量を職場別に管理、各月目標
は過去の季節変動等を考慮した値を設定し管理。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

工場周辺自治会との懇談会、工場見学を実施。

2-4 設備導入 照明設備 ・フロア蛍光灯照明のLED化を推進。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の社内メール便活用、裏紙利用の推進を継続実施。

2-4 設備導入 空気調和設備 ・老朽化更新に合わせた空調機更新を順次行い省エネ化。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

省電力のLEDヘッドランプ販売拡大により自動車燃費向上に貢献。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・コンプレッサー台数制御による運転、エアー漏れ対策実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・高効率変圧器への更新

株式会社小糸製作所　静岡工場 21,177 20,336 96.0% 20,122 95.0% ★ 97.0% 71.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備
・年度目標展開時にｴﾈﾙｷﾞｰ・CO2削減部会内で教育実施。
・新入社員教育にて地球温暖化防止に対する当社取組み等の教育実
施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

環境月間取組みとして三保海岸清掃活動への参加を社内展開。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
・月度のエネルギー別使用量、CO2排出量を職場別に管理、各月目標
は過去の季節変動等を考慮した値を設定し管理。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

事業所の子供参観会を継続実施。

2-4 設備導入 照明設備 ・フロア蛍光灯照明のLED化を推進。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の社内メール便活用、裏紙利用の推進を継続実施。

2-4 設備導入 空気調和設備 ・老朽化更新に合わせた空調機更新を順次行い省エネ化。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

省電力のLEDヘッドランプ販売拡大により自動車燃費向上に貢献。

2-4 設備導入 熱利用設備 ・一部熱利用設備等への断熱対策を実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・コンプレッサー台数制御による運転、エアー漏れ対策実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・高効率変圧器への更新

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化 ・生産変動・蒸気負荷に対応した効率的運転

株式会社小糸製作所　榛原工場 29,575 28,401 96.0% 25,441 86.0% ★ 97.0% 106.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備
・年度目標展開時にｴﾈﾙｷﾞｰ・CO2削減部会内で教育実施。
・新入社員教育にて地球温暖化防止に対する当社取組み等の教育実
施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

事業所見学会実施、工場敷地内において、地元小学生のどんぐり拾い
実施。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
・月度のエネルギー別使用量、CO2排出量を職場別に管理、各月目標
は過去の季節変動等を考慮した値を設定し管理。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

従来逆有償廃棄物としてリサイクル処理していた樹脂材を、分別収集方
法見直しによる有価売却化を維持。

2-4 設備導入 照明設備 ・フロア蛍光灯照明のLED化を推進。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の社内メール便活用、裏紙利用の推進を継続実施。

2-4 設備導入 空気調和設備 ・老朽化更新に合わせた空調機更新を順次行い省エネ化。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

省電力のLEDヘッドランプ販売拡大により自動車燃費向上に貢献。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・樹脂成形機を油圧駆動式から電動式の導入等省エネ化。

2-4 設備導入 電気使用設備
・コンプレッサーの更新による省エネ化。
・コンプレッサー台数制御による運転、エアー漏れ対策実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 ・高効率変圧器への更新

興亜工業株式会社 238,200 248,382 104.3% 230,570 96.8% ★ 97.0% 95.9% 2-4 設備導入 54575 175995 0.738853904

2-4 設備導入 照明設備 LED照明への変更

航空自衛隊浜松基地 16,870 16,364 97.0% 7,942 47.1% ★ 97.0% 45.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギー消費量を月ごとに管理し数値、グラフ等で過去の実績と比較
したエネルギーの消費動向等を把握した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 浜名湖クリーン作戦に参加し、舘山寺海岸周辺の清掃活動を実施 2-4 緑の募金 緑の羽根２００本の募金を浜松市緑化推進本部へ寄付

2-4 運用対策 運転管理
複数設置のボイラーを負荷に応じて稼働台数を制御し効率的な運用と
した。

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー及び圧力容器を定期的に整備し良好な状態に維持するととも
にボイラーの燃焼調整を専門業者に委託して良好な燃料状態に維持し
た。

2 設備導入 燃焼設備 炉筒煙管ボイラーから小型貫流ボイラーへ換装

2 設備導入 燃焼設備 炉筒煙管ボイラーから小型貫流ボイラーへ換装

2 設備導入 燃焼設備 炉筒煙管ボイラーから小型貫流ボイラーへ換装

2-4 設備導入 熱利用設備 機械室内の蒸気配管に熱伝導率の低い断熱材を取り付けた。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 設置後２０年以上経過した変圧器等を更新した。

興国インテック株式会社　大浜工場 4,672 4,625 99.0% 4,124 88.3% ★ 99.0% 92.3% 2 設備導入 燃料の選択 ボイラーの燃転を進めた。(A重油→都市ガス)

2 設備導入 熱利用設備 成形プレスの加熱方法を蒸気式からヒーター式に変更

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 工場の給排気のモーターにインバーターを設置

興国インテック株式会社　蒲原工場 3,429 3,345 97.6% 2,828 82.5% ★ 99.0% 77.6% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 製造工程をへんこうすることにより、ミキシングロールを２台撤去した。 2 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

社員に１時間の省エネに関する講義を実施した。（6/4）

4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調室内の熱源と排気装置に囲いをし、空調の効率を高めた。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

合同酒精株式会社　清水工場 14,924 25,426 170.4% 21,400 143.4% ★ 97.0% 86.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備 省エネ法に則した使用エネルギーの管理と省エネルギーの取り組み

2-4 運用対策 運転管理 ポンプのインバーター調整による電力量の削減

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラーメーカーによる保守点検により、良好な状態を維持した

2 設備導入 電気使用設備 計装動力用の空気圧縮機を最新の省エネタイプに更新した

2-3 設備導入 照明設備 事務所棟の照明器具を蛍光灯からLEDに更新した

興和株式会社　富士工場 ★ 7,029 6,930 98.6% 5,574 79.3% 2-4 設備導入 照明設備
アHf蛍光ランプHIDランプLED照明等の省エネルギー設備を採用するこ
と（令和2年度）

2-4 設備導入 空気調和設備
エ効率の高い熱源設備を使用した蓄熱式ヒートポンプシステム
（令和2年度）

2-4 設備導入 電気使用設備 ア電動機は高効率の物を採用すること。

コーニングジャパン株式会社　静岡工場 ★ 44,949 1,418 3.2% 526 1.2% 2-4 運用対策 運転管理
稼働時間、稼働状況をモニターし、運転効率向上を運転管理をした。
定期点検を確実に実施し、エネルギー効率向上の確保に努めた。

学校法人国際医療福祉大学　熱海病院 ★ 3,297 3,231 98.0% 3,136 95.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 中央監視ﾓﾆﾀｰで日々の数値をチェックした。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 主に廊下で可能な部分は消灯を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 作業が終了した時点で電源を切ることを徹底した。

2-4 設備導入 燃焼設備 燃焼制御装置を設置しなかった。

2-4 設備導入 燃焼設備 燃焼制御装置を設置しなかった。

2-4 設備導入 電気使用設備 回転数制御装置を設置しなかった。

2-4 設備導入 空気調和設備 空気調和設備の管理を行った。

国立遺伝学研究所 6,130 6,038 98.5% 5,626 91.8% ★ 98.5% 90.4% 2-4 設備導入 照明設備
研究実験W棟(東棟)1～3階、研究実験R棟(東棟)1・2・4階をLED照明に
更新した。

2-4 設備導入 空気調和設備
研究実験C棟(西棟)5階及び動物飼育実験棟1～2階の空調設備を更新
した。

独立行政法人国立印刷局静岡工場 ★ 2,389 2,362 98.9% 3,282 137.4% 2 設備導入 照明設備
照明器具のLEDへの更新として、2年度実施済数に加え、37台の室内照
明及び3台の外灯を完了した。

五條製紙株式会社 19,001 18,600 97.9% 17,062 89.8% ★ 95.0% 98.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001認証に関する継続的な教育活動 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

新入社員教育等による継続的な啓蒙活動 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001認証継続

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 月次報告によるエネルギー使用量の把握 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

新入社員教育等による継続的な啓蒙活動 2-4 森林認証制度 FSC認証継続

2-4 運用対策 運転管理 抄紙機給水ポンプのソフトスタート化による負荷削減

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラー定期点検及び巡回による蒸気漏洩部早期発見・補修

2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比の日常管理を着実に実行

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度に関する啓蒙活動

2-4 運用対策 排熱の回収利用 計画年度未到来

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 デマンド警報の活用による機器の稼働調整

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 抄紙機ポンプのINV化による負荷低減措置

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要照明消灯の励行

2-4 設備導入 燃焼設備 計画年度未到来

2-4 設備導入 熱利用設備 配管断熱材老朽箇所の更新

2-4 設備導入 排熱回収設備 計画年度未到来

2-4 設備導入 電気使用設備 老朽電動機のトップランナー適合品への更新

2-4 設備導入 空気調和設備 地下水熱ヒートポンプ空調機の有効活用

2-4 設備導入 照明設備 各所LED照明化

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 計画年度未到来

御殿場テトラパック合同会社　御殿場工場 12,952 12,693 98.0% 11,990 92.6% ★ 97.0% 103.8% 2 設備導入 電気使用設備 製造設備(LAM25,SLT59)のインバータ更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
令和4年度TPM活動実施
生産効率の向上

3 設備導入 照明設備 工場敷地内の蛍光灯照明をLEDタイプへ更新

2-3 設備導入 電気使用設備
製造設備(LAM25)の
モーターを高効率タイプに更新

4 設備導入 空気調和設備
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温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策
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御殿場プレミアム･アウトレット ★ 7,849 7,829 99.7% 9,856 125.6% 2-4 設備導入 照明設備 省ｴﾈﾙｷﾞｰ型設備（LED照明）に一部更新した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
新規増床部設置のEHPに対し、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ設定を実施（ﾃﾅﾝﾄ様区画90%、共
用部60%）
※21年2月より実施

古山精機株式会社 2,577 3,200 124.2% 2,327 90.3% ★ 93.9% 97.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001更新 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001更新

2-4 運用対策 運転管理 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの稼動調整など

2-4 運用対策 保守及び点検 5Sの実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房設備の温度設定は従来通り設定し実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 各部署で照度チェック

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 各部署の事務5Ｓ管理の中で実施

2-4 設備導入 電気使用設備 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの稼動調整など

サウスポット静岡管理組合 3,432 3,000 87.4% 2,789 81.3% ★ 90.3% 81.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 省エネ報告会を実施（エネルギー消費時系列の把握）

2-4 運用対策 運転管理 総合的に運転管理を実施

2-4 運用対策 保守及び点検 定期点検の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 5月～10月外気温度に対応して温水ﾎﾟﾝﾌﾟ、電気温水器の停止

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時間帯の消灯

2-4 設備導入 照明設備 直管蛍光灯のLED化を実施

2-4 設備導入 熱利用設備 省エネ熱源更新実施

サッポロビール株式会社　静岡工場 ★ 20,873 20,247 97.0% 17,064 81.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日々の帳票での使用量確認、毎月のエネルギー使用状況のチェック、
原動機効率管理等

2-4 ふじのくにしずおか次世代エネルギーパーク 実施ナシ

2-4 運用対策 運転管理
日々の稼働状況、原動機効率管理から高効率運転につながる調整を
実施

2-4 運用対策 保守及び点検 計画保全の実施

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯、蛍光灯をLED灯へ更新

3 設備導入 電気使用設備 炭酸ガス製造設備内液化冷凍機の更新

株式会社サニーメイズ 3,347 2,901 86.7% 2,901 86.7% ★ 91.9% 91.9% 2-4 運用対策 運転管理 時間当りの処理量を上げることにより月間の稼働時間の短縮を行う。

2-4 運用対策 保守及び点検
月初に外気吸気フィルター及び乾燥機フィルター清掃をする。電動設備
Vベルトの点検を行う。

2 運用対策 排熱の回収利用 隣接するグループ会社の温排水を活用する。

3 設備導入 電気使用設備 2021年度に変圧器の更新を行うため、容量の再考を行う。

3-4 設備導入 電気使用設備 モーターを更新するときは高効率のものを採用する。

3-4 設備導入 電気使用設備 大型篩機更新の際にインバータを導入する。

3-4 設備導入 空気調和設備 エアコンの温度管理

2-4 運用対策 推進体制の整備 社内で省エネ勉強会を行う。

株式会社サンエー化研　掛川工場 4,715 5,500 116.6% 3,979 84.4% ★ 91.2% 113.2% 2 設備導入 照明設備 照明設備63台LEDに交換

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 消灯出来る部屋の電気を巡回中に消灯させた

3 設備導入 照明設備 照明設備82台LEDに交換

3 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 PC等の不要時はｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝさせた

4 設備導入 照明設備 照明設備82台LEDに交換

4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 PC等の不要時はｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝさせた

株式会社サンエー化研　袋井工場 6,730 6,528 97.0% 5,885 87.4% ★ 97.0% 82.6% 2 設備導入 空気調和設備 GHPｴｱｺﾝ（20馬力4台）をEHP省ｴﾈｴｱｺﾝに更新。

2 設備導入 照明設備 LED照明へ156台交換を実施。

3 設備導入 空気調和設備 EHPｴｱｺﾝ3台をEHP省ｴﾈｴｱｺﾝに更新。

3 設備導入 照明設備 LED照明へ46台交換を実施。

4 設備導入 空気調和設備 ｴｱｺﾝ1台を省ｴﾈｴｱｺﾝに更新予定が翌年へ延期。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

4 設備導入 照明設備 LED照明へ38台交換を実施。

株式会社三協　日の出工場 3,307 4,000 121.0% 3,252 98.3% ★ 115.7% 94.0% 2-3 運用対策 保守及び点検 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 井水汲み上げポンプ5.5kW運用方法見直し 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他

2-3 設備導入 燃料の選択 A重油ボイラー6台を都市ガスボイラー4台へ更新 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2-3 設備導入 空気調和設備 第1工場間接部門エアコン更新

2-4 運用対策 保守及び点検

2-3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 第3工場セントラル空調休日運転モード追加

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 第2工場側蒸気ドレン回収タンク付帯の送水ポンプ制御追加

2-4 設備導入 電気使用設備 圧空コンプレッサーの更新

三恵株式会社 6,979 6,158 88.2% 6,158 88.2% ★ 93.2% 93.2% 2 設備導入 電気使用設備
550ton 3台
450ton 1台
850ton 1台

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

工程内での廃プラリサイクル使用を徹底 4725 1433 0.205330277

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 EMSによる管理

三甲株式会社　東海工場 ★ 41,471 42,500 102.5% 36,484 88.0% 2-4 運用対策 運転管理
稼働機台を選定し、フル稼働機台と完全停止機台とに分け、完全停止
機台は電源遮断し電力削減を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 冷却水の水質調査を実施し、効率よく熱量削減を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 手元にスイッチを設けて都度消灯するように実施。

2-4 設備導入 照明設備 一部、ＬＥＤ照明へ切換え実施。

2-4 設備導入 照明設備 不必要な時間帯は消灯するようタイマー設定を一部使用実施。

株式会社三光 9,086 9,000 99.1% 9,384 103.3% ★ 96.5% 6.9% 2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比と燃料比の調整 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内の情報共有は出来る限りメール等でペーパーレス化した。

2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001に準じてマニュアル化されておりマニュアルの再徹底 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

可能な限り裏紙、使用済封筒を使用した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な照明をなくし適宜、消灯を行った。

2-4 設備導入 照明設備 一部LED照明へと変更した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な照明をなくし適宜、消灯を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜行った。

サンビック株式会社　細江工場 2,866 2,830 98.7% 3,403 118.7% ★ 97.5% 119.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備
月1回の経営会議を利用し報告を行う。(環境パフォーマンス・改善提案
等)

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 社内通達により周知、徹底する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 表示・看板等により周知、徹底する。

2-4 設備導入 電気使用設備 実施事項無し。

2-4 設備導入 照明設備 実施事項無し。

山陽色素株式会社　東海工場 7,907 7,200 91.1% 4,343 54.9% ★ 136.8% 116.6% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 随時対応 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
法人会クリーン作戦参加
（2022年7月,2023年1月）

2-4 設備導入 照明設備
屋内水銀灯及び蛍光灯の
LED化

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 随時対応

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 随時対応

2-3 運用対策 運転管理
エアー配管をループ化し、コンプレッサーの
台数制御

2-3 設備導入 電気使用設備 受電設備新設

2-3 設備導入 電気使用設備 受電設備更新

三和電子サーキット株式会社　東海工場 3,309 3,380 102.1% 2,931 88.6% ★ 96.6% 122.7% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ライン空運転防止、停止までの時間見直しを一部実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
台数制御・電動機清掃等による効率改善対策は継続実施中　インバー
ターによる流量調整排水処理関連で実施

2-4 運用対策 運転管理
稼働状況改善対策
生産量減少に伴い稼働ラインを限定し対応
稼働効率低下防止の為停止時間を設定し集中した稼働を推進

2-4 設備導入 照明設備
24時間点灯部よりLED化ほぼ完了
計画的にLED化を推進中
更新いおいてはLED化を基本として運用中

2-4 運用対策 保守及び点検
電動機の定期清掃継続実施中　季節の変わり目の凝縮器の清掃・５S
の日を設けﾌｨﾙﾀｰ類の定期清掃を実施中

株式会社 GSユアサ エナジー 27,324 25,635 93.8% 25,920 94.9% ★ 97.0% 101.3% 2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラー定期点検時に、水質・スケール状態を適正に管理実施した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。
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2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 集塵機点検時に、電動機の運転状態確認を実施した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 定期的に照度測定を実施し、照明器具の間引き、消灯を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の詳細分類により再生可能な資源の再利用を徹底する

2-4 設備導入 燃焼設備 乾燥機点検時に、燃焼状態を適正に管理実施した。

2 設備導入 熱利用設備 鉛溶解炉壁面に遮熱塗装を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備 老朽化したエアコンプレッサーを、高効率コンプレッサーに更新した。

3 設備導入 電気使用設備 構内高圧変電所更新に伴い、高効率変圧器に更新した。

2-4 設備導入 照明設備 照明を蛍光灯からLEDに交換した。

株式会社　Ｊ－オイルミルズ静岡事業所 ★ 68,217 68,000 99.7% 64,796 95.0% 2-4 設備導入 燃焼設備
バーナーの改善により植物廃油を混合する事が出来、負荷に応じて混
合比率を変えながら燃料比率を調整した

2-4 運用対策 運転管理
省エネ対策を軸に照明のLED化及びこまめな動作管理をする事で、電
力削減に努めた

ジェイカムアグリ株式会社　富士工場 13,968 13,549 97.0% 12,715 91.0% ★ 97.0% 94.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
プラント毎にエネルギー管理目標を設定し、毎月エネルギー使用状況を
数値化及びグラブ化し明確化した

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

６月近隣区長による環境パトロールに参加 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ＩＳＯの目標及びレビューを従業員に周知

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備の定期点検、運転状況の管理を実施。機器故障の原因を追究し再
発防止対策を実施

2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

環境ＩＳＯの目標に省エネの数値目標を設定し、毎月省エネ推進状況を
報告

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

生産、物流関係で発生する廃棄物を有価化し廃棄物の削減を実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン使用機器に対し、検知器を用いた点検を実施し冷媒の漏洩の早
期発見を実施。　R22使用機器は更新に合わせ、温暖化係数の小さい
冷媒使用機器に更新

シェブロンジャパン株式会社　御前崎事業場 5,936 5,735 96.6% 5,569 93.8% ★ 92.5% 98.9% 2-4 運用対策 運転管理 月次会議を通じて、運用状況を把握し、問題点の早期

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月次でエネルギー使用状況を把握し、問題点を把握。効果的な運用を
検討した。

2-4 設備導入 照明設備 建屋内照明をLEDに更新

2-4 設備導入 電気使用設備 スチームトラップの点検を行い、不良個所の交換を実施

2-4 設備導入 排熱回収設備 主蒸気ヘッダー部のコントロールバルブ化

四国化工機株式会社　御殿場食品工場 9,914 9,616 97.0% 9,300 93.8% ★ 97.0% 104.2% 2 設備導入 電気使用設備

2 運用対策 運転管理
冷凍機運転設定見直し
夜間運転台数調整（3→2台）

3-4 設備導入 排熱回収設備
蒸気漏れ修繕
保温材巻付

3-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 アキュームレータ廃止によるボイラー蒸気圧力設定調整

四国化工機株式会社　富士小山食品工場 3,652 3,615 99.0% 2,927 80.1% ★ 98.0% 99.4% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 機器のメンテナンス計画を立案しそれに基づいて保守点検を行う。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

今まで紙で提出してきた書類をPC内で完結できるようなシステムの導
入。

2-4 運用対策 運転管理 台数制御装置を用いて適正管理を行う。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期自主検査およびほう法定検査を実施する。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的にメンテナンスを実施する。

2-4 運用対策 燃焼合理化 モニタンリングし適正管理を行う。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照度測定を定期的に行い、必要な照度になるよう対応する。一部LED
化出来ていなかった場所もLED化していく。

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率モーターを採用する。

2-4 設備導入 電気使用設備 インバーターを活用する。

四国パック株式会社 2,471 2,450 99.2% 2,908 117.7% ★ 95.8% 99.2% 2-4 設備導入 照明設備 工場内の照明の一部を蛍光灯からLED照明に交換した。

2 設備導入 電気使用設備 令和2年に更新しました。

株式会社静岡伊勢丹 ★ 2,957 2,867 97.0% 2,631 89.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備 時間外照明の削減、事務所やトイレに省エネへの協力を掲示。

2-4 設備導入 照明設備 事務所・店内装飾照明一部LED照明に変更

2-4 運用対策 運転管理
空調設備を中心に細かな運転管理、台数制御を行う。LED照明導入に
よる空調負荷の減少。

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率機器の導入

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
店内はスケジュールによる細かい照明管理、事務所は、不要な照明の
消灯を行う。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務所内での不在時の消灯、PCの省エネモード対応

独立行政法人国立病院機構静岡医療センター ★ 4,385 4,341 99.0% 3,767 85.9% 2-4 運用対策 運転管理 熱源設備の運転にあたり手動制御を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
5～9月をクールビズ期間とし、空調の温度設定を28℃とするよう呼びか
けを行った。

静岡液酸株式会社 ★ 7,516 7,365 98.0% 7,258 96.6% 2 設備導入 空気調和設備
省ｴﾈ最新機種の空調機導入                           
VSU工場　令和2年度実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
充填所分析室　令和3年度度実施

2 運用対策 保守及び点検
原料空気圧縮機吸入口の高性能ﾌｨﾙﾀｰ交換、冷却塔ｽｹｰﾙ除去清掃　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和2年度実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年度実
施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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3 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 吸着設備の再生用ヒーターの設定を見直しを行う。

3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ管理、空調ﾌｨﾙﾀｰ定期清掃、外気取入れ、設定温度管理による
負荷軽減

2-4 設備導入 照明設備
屋外LED照明の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充填所　令和2年
度実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋外外灯　令和3年度
実施　

2-4 設備導入 排熱回収設備 加温用ﾋｰﾀｰ、排熱回収器の設備更新

3-4 設備導入 熱利用設備 冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ、熱交換器の設備更新

3-4 運用対策 運転管理
・ﾛｰﾘｰ車への充填時において放出によるロスを削減。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ﾌﾟﾗﾝﾄ低負荷時の液化回路の効率化操業

株式会社静岡銀行　静銀草薙センター ★ 5,363 5,202 97.0% 5,345 99.7% 2-4 運用対策 保守及び点検 空調設備点検及びフィルター清掃・交換について実施した。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

計画どおり実施。
2020年度は261本の植樹と森林整備活動を実施した。静岡県内5会場で
296名参加(うち静岡銀行グループの参加会員は71名)

2-4
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

計画した内容を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

計画どおり実施。
応募総数約400作品の中から、最優秀賞1名、優秀賞13名、学校賞2校
の選考を行い、受賞校を訪問し賞揚。

2-4 ふじのくに森の町内会 計画した内容を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

計画どおり実施。
約6,000名が受講。

2-4 森づくり県民大作戦 計画した内容を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

計画どおり実施。
2020年度は、本部の文書発生量を2011年度比で▲50％削減。

静岡県大井川広域水道企業団　右岸増圧ポンプ場 5,632 6,086 108.1% 5,337 94.8% ★ 100.0% 97.3% 2-4 運用対策 運転管理 送水量に応じた効率的なポンプ設備の運用を行った。

静岡県狩野川流域下水道狩野川西部浄化センター 3,983 3,992 100.2% 4,050 101.7% ★ 101.3% 103.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
下水処理場各棟の月別消費電力、電力原単位を集計してグラフを作成
し、過去実績から比較できるよう管理した。

2-4 運用対策 運転管理

非常用発電設備については、オーバーロードにならないように運転管理
した。
ポンプや送風機については、稼働台数の調整、負荷の適正配分し、負
荷や制御の状況に応じ運転管理を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
空調機器については出入水温度等の管理値設定、不要時は停止、ポ
ンプの運転台数制御、定格値内運転を行った。
給湯設備については、適正な温度管理をし、不要時は使用を控えた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜調光を行い、過剰又は不要の照明を無くした。

2-4 設備導入 照明設備
更新した非常照明器具には、一部の器具を除き省エネルギー型設備を
採用した。

静岡県企業局寺谷取水場 2,988 2,843 95.1% 3,521 117.8% ★ 97.1% 140.4% 2-4 設備導入 照明設備
未実施のため無し。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施のため無し。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 始業時間前など、職員が少人数の際に、一部のみ照明を点灯した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒、裏紙、チューブファイル等の再利用を積極的に行い、両
面印刷を基本とした。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 夕方、休日前に事務用機器の電源を切り、省電力モードに設定した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

設置している空調機の定期点検の実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度を政府推奨設定値程度とした。

2-4 運用対策 運転管理 送水量、原水濁度により、機器の適正選択を一部行った。

静岡県企業局ふじさん工業用水道取水ポンプ場 2,111 2,052 97.2% 2,454 116.2% ★ 97.5% 124.4% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器および設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

再利用できる資源は積極的に再利用する、印刷物は両面コピー、両面
印刷を基本とした。

2-4 運用対策 運転管理 予備機を用いて負荷の適正配分を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調設定温度を適正に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
ポンプの稼働台数を原則１台とし、起動停止回数を減らし電動機の負荷
を低減した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備の点灯時間を必要最小限とした

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務用機器は適宜電源を切った。

2-4 設備導入 電気使用設備

静岡県企業局ふじさん工業用水道富士川浄水場 6,523 6,317 96.8% 7,804 119.6% ★ 97.1% 128.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等の把握を行った。 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器および設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

再利用できる資源は積極的に再利用する、印刷物は両面コピー、両面
印刷を基本とした。

2-4 運用対策 運転管理 予備機を用いて負荷の適正配分を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調設定温度を適正に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
ポンプの稼働台数を原則１台とし、起動停止回数を減らし電動機の負荷
を低減した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適宜照明設備の電源を切った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務用機器は適宜電源を切った。

2-4 設備導入 電気使用設備

静岡県企業局柿田川工業用水道堂庭取水ポンプ場 3,861 3,738 96.8% 3,644 94.4% ★ 97.1% 97.9% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理を適正に行い、消費動向等把握を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙を積極的に活用した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 計画的に機器及び設備の保守を実施した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調機の定期的な点検を実施し、冷媒の漏洩の恐れがないようにメン
テナンスを行った。
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2-4 運用対策 運転管理 予備機がある場合は、運転管理を毎週行い負荷の適正配分を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 基本的に政府の推奨する夏場28度、冬場20度に設定して対応した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備は、適宜消灯を行うことにより過剰又は不要な照明をなくし
た。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モード
の設定を行った。

静岡県コンベンションアーツセンター 3,637 3,600 99.0% 3,386 93.1% ★ 99.0% 94.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備
毎月、省エネ推進委員会を開催し、省エネに関する情報交換等を行って
いる。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒･裏紙の積極的な活用、プラスティックごみ、リサイクル紙
等の分別を徹底し、廃棄量の削減を図った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱媒体による熱量の過剰な供給をなくすよう、熱媒体の温度、圧力及び
量を最適に設定する様コントロールを行っている。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務室等では政府の推奨する設定温度を勘案し、設定している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視にて、機器や設備の保守状況、運転時間、運転特性値等を比
較検討し、館内巡視等で、機器や設備の劣化状況、保守時期等を把握
している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
前項と同じく、中央監視･館内巡視等を行い、系統的に年・季節・月・週・
日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、数値、グラフ等で過去の実
績と比較したエネルギーの消費動向等が把握している。

2-4 運用対策 保守及び点検

日常･週間･月間点検を行い、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着し
たばいじん及びスケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮
機及び熱交換器のスケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部
分の補修、照明器具及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保
守及び点検を行い、良好な状態を維持すべく努力している。

2-4 運用対策 運転管理

設備は、中央監視及び館内巡回等により、負荷の状況に応じ、高効率
の運転が維持できるよう運転管理を行っている。設備が複数の設備で
構成されているため、総合的なエネルギー効率を向上させるよう、負荷
の状態に応じ、稼働台数の調整、稼動機器の選択又は負荷の適正配
分を行っている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備は、照度の適正化を図るとともに、不要箇所のランプ取外し(間
引き)、点灯時間の見直し等で減光又は消灯を行うことにより、過剰又は
不要な照明をなくしている。

静岡県庁 ★ 4,777 4,538 95.0% 4,834 101.2% 2-4 設備導入 照明設備 照明を一部LED機器に更新した。

2 設備導入 燃焼設備 実績無し。

2-4 設備導入 空気調和設備 実績無し。

2-4 運用対策 運転管理

静岡県立こども病院 3,610 3,502 97.0% 4,200 116.3% ★ 97.0% 116.3% 2-4 設備導入 照明設備
長時間点灯系統を優先的にLED照明へ更新を行った。
R4年度実績20灯更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類配布をメール化や両面印刷等を促す呼びかけを行った 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
職員にふじのくにCOOLチャレンジに参加を促す
職員に「クルポ」への参加を促す

2-4 運用対策 燃料の選択
ボイラーの燃料は、CO2排出係数の少ない都市ガスをなるべく使用し
た。

2-4 設備導入 空気調和設備
空調熱源高出力ポンプのインバータ化及び既存インバータのエコチュー
ニングを計画した。

静岡県立静岡がんセンター 17,455 17,100 98.0% 17,805 102.0% ★ 98.0% 98.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギーの使用量をグラフ化(年度・月)した。

2-4 運用対策 運転管理 ポンプ(台数制御・インバーター制御）運転の効率化。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラー水の管理（清缶剤の使用）

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
中央監視室のオペレーターによるボイラー及び怜温水発生装置の台数
制御

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度の適正化を図ると共に、点灯・消灯の管理を実施した。

2-4 設備導入 燃焼設備 設定圧力になると燃料の使用量を自動的に調整する機能を活用した。

2-4 設備導入 空気調和設備 冷水ポンプに変揚程制御を使用している。

2-4 設備導入 照明設備 約700台の照明器具をＬＥＤ照明に更新した。

静岡県立総合病院 10,000 9,961 99.6% 10,324 103.2% ★ 99.6% 103.2% 2-3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 本館熱源更新 2-4 緑の募金 緑の募金運動

静岡県立大学 ★ 5,541 5,320 96.0% 5,114 92.3% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
施設管理業務委託業者への指示を徹底するとともに利用者に対しても
周知を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

３か月に１回目視による定期点検を行った。

2-4 設備導入 照明設備
文系学部棟共用部及び薬学部棟動物実験センターの蛍光灯をＬＥＤ照
明に更新した。

2-4 設備導入 照明設備
国際関係学部棟、経営情報学部棟及び薬学部棟のトイレ改修工事にお
いて、人感センサーを設置した。

3-4 設備導入 空気調和設備
薬学部棟動物実験センターにおいて空気調和設備を高効率機器に更
新した。

静岡県済生会総合病院 5,729 5,557 97.0% 5,210 90.9% ★ 97.0% 90.9% 2-4 運用対策 保守及び点検
日常点検及び日常作業にて設備の状態を把握し、保守及び点検を実
施した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション21中間審査

2-4 運用対策 運転管理 空調設備とガスコージェネレーション設備の運転内容の見直し

2-4 設備導入 照明設備 一部LED照明の採用

2-4 設備導入 空気調和設備 計画年度未達成

静清浄化センター ★ 4,141 4,100 99.0% 3,203 77.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、市職員及び委託職員に対して地球
温顔か防止に関する研修を行い、意識レベルの向上を図った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

小学生や一般来場者の見学を受付、浄化センター及び環境について説
明をし、環境意識の向上を図った。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月、エネルギー管理報告書の確認を行うことにより、各機器の消費エ
ネルギーを把握した。

2-4 運用対策 運転管理
稼働台数の調整、稼働機器の選択等を行い、負荷の状況に応じた運転
を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 日常点検、日常作業にて設備の保守及び点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房温度は、政府が推奨する温度に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備は適宜消灯を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 パソコン等が不要時には電源タップから電源の切断を行った。

高松浄化センター ★ 3,384 3,384 100.0% 2,631 77.7% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、推進員を設置し、環境に対する教
育を行い、所属員の意識レベルの向上を図った。

3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
主ポンプ等の場内設備に関して稼働台数を調整し、無駄な電力を抑え
るようにした。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺の清掃美化活動を実施し、地域との調和を図った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時には消灯を実施した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 プリンタを省エネモードにて使用した。

2-4 設備導入 電気使用設備 進相コンデンサを活用し、力率を99％以上に維持した。

2-4 設備導入 照明設備 照明をLEDに変更した。

中島浄化センター ★ 9,777 9,679 99.0% 8,330 85.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、市職員及び委託職員に対して地球
温暖化防止に関する研修を行い、意識レベルの向上を図った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 下水道施設課として、地区の河川・海岸美化運動へ参加した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日報、月報、年報等にてエネルギー管理を行った。また、月報や年報で
は前月比や昨年同月比を記載し、エネルギーの消費動向等が把握でき
るようにしている。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

小学生や一般の方の見学を受付け、浄化センター及び環境について説
明し、環境意識の向上を図った。

2-4 運用対策 運転管理
稼働台数の調整、稼働機器の選択等を行い、負荷の状況に応じた運転
管理を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 日常点検、日常作業にて設備の保守及び点検を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
流体の状況に合わせた流体機械の運転(台数制御、回転数制御など)を
行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 政府ガ推奨する設定温度を勘案し、作業環境に適した温度設定とした。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
主ポンプ等の場内設備に関して稼働台数を調整し、無駄な電力を抑え
るようにした。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 プリンタを省エネモードに設定し使用した。

静岡市西ケ谷清掃工場 ★ 11,688 11,421 97.7% 10,530 90.1% 2-4 設備導入 排熱回収設備
夏季は、外気温の上昇によりタービン発電機の排気蒸気の冷却が十分
にできず発電効率が悪くなるため、冷却できるよう低圧蒸気復水器にミ
ストクーラーを運転した。

地方独立行政法人　静岡市立静岡病院 7,906 7,669 97.0% 7,892 99.8% ★ 91.6% 2-4 設備導入 照明設備
蛍光ランプをLED照明に更新
R2～4年度合計で156台実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

書類配布をメール化、書類全般の電子化や両面印刷等を促す呼びか
けを行った

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

職員にふじのくにCOOLチャレンジに参加を促す
職員に「クルポ」への参加を促す

2-4 設備導入 空気調和設備 既存空調熱源ポンプインバータのエコチューニングを実施

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーの法定点検整備を行った。
フィルターの清掃を行った。
照明不点器具交換を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
人が常時いない場所について自動点灯・自動消灯のものへ照明を変更
する。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器

静岡市立清水病院 ★ 5,494 5,439 99.0% 4,404 80.2% 2-4 設備導入 照明設備 院内の照明器具の一部をLED照明器具に交換した。

株式会社静岡新聞社 ★ 6,805 6,600 97.0% 5,998 88.1% 2-4 設備導入 空気調和設備 全熱交換器の更新を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 CT版をすべて回収し、CTP版のリサイクル材として使用。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 活動内容を記事として取り上げ読者、視聴者に周知した。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯やハロゲン電球の照明器具をLEDに更新を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 設備を更新したことで製造過程で排出される廃液を削減した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明更新に際して照度の適正化を実施。館内巡回時に不要個所の消
灯を行っています。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 不良新聞を回収して古紙として再利用。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度を社内告知して在館者に意識づけを行った。 3-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
CTP版をのサイズを小さくすることで生産に伴うCO2削減と廃棄物の削
減が実施できた

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月のエネルギー使用状況をまとめ、過去の使用実績と比較し、増減
幅の大きい項目については原因特定を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備台帳の整理を行い、各機器の状況をこれまで以上に正確に把握で
きるようにした。

2-4 運用対策 運転管理 蒸気配管の漏れ箇所修理、負荷に応じて台数制御を行った。

静岡赤十字病院 ★ 4,428 4,335 97.9% 4,261 96.2% 2-3 設備導入 照明設備 2号館の蛍光ランプを一部LEDに交換

4 設備導入 照明設備
ア　Ｈｆ蛍光ランプ、ＨＩＤランプ、ＬＥＤ照明等の省エネルギー型設備を採
用すること。

静岡ターミナルビル ★ 3,226 3,250 100.7% 2,620 81.2% 3 設備導入 空気調和設備 送風機、排風機19台の更新、送風機電動機6台の更新を実施した。

3 運用対策 運転管理
熱源の起動時間をずらして予冷運転するなどして、運転台数の最適化
を進め省エネルギーを推し進めた。

2 運用対策 保守及び点検 吸収式冷温水発生器の冷却水チューブを薬液洗浄を実施
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3 運用対策 保守及び点検
高効率な運転を維持できるよう抽気装置、フロート弁の交換を実施し
た。

4 運用対策 保守及び点検

国立大学法人　静岡大学　静岡キャンパス 4,015 3,954 98.5% 699 17.4% ★ 98.5% 17.4% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 なし 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

静岡市主催の「環境大学」に協力し、カリキュラムの作成や講師の派遣
を行った。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 なし 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

古紙回収パンフレットの配布やポスターの掲示を行い、教職員・学生に
広く古紙分別回収を呼びかけた。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 なし

2-4 設備導入 熱利用設備 なし

3 設備導入 電気使用設備 なし

3 設備導入 電気使用設備 なし

2-3 設備導入 空気調和設備 なし

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 なし

国立大学法人　静岡大学　浜松キャンパス 5,018 4,995 99.5% 1,104 22.0% ★ 99.5% 22.0% 2-4 設備導入 熱利用設備 なし 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

静岡市主催の「環境大学」に協力し、カリキュラムの作成や講師の派遣
を行った。

3 設備導入 電気使用設備 なし 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

古紙回収パンフレットの配布やポスターの掲示を行い、教職員・学生に
広く古紙分別回収を呼びかけた。

2-4 設備導入 照明設備 なし

2-4 設備導入 照明設備 なし

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 なし

静岡ミツウロコフーズ株式会社　庵原工場 ★ 17,498 16,600 94.9% 16,045 91.7% 2 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ﾎﾞｲﾗｰ更新に伴い、ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀの使用を停止（R2年度実施済） 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
環境保全推進協力会の活動として、三保海岸などで行われる清掃活動
に参加する。

2 運用対策 抵抗等電気損失防止 適用負荷休止に伴う440V500kVAﾄﾗﾝｽの運用停止（R2年度実施済） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
製品原料より発生する、茶粕・コーヒー粕等の廃棄物を肥料・飼料等に
する事により、資源の有効利用を図る。

2 設備導入 燃焼設備
老朽化したﾎﾞｲﾗｰの更新、6t×4台→2t×11台にすることにより負荷変
動の影響を受けにくくする（R2年度実施済）

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

専門業者の定期点検を行うことにより、熱変換効率の向上ならびに冷
媒の漏洩の防止を図る。

2-4 設備導入 熱利用設備 断熱保温ｼﾞｬｹｯﾄの施工(R2年度：2箇所実施) (R3年度：1箇所実施)

2-4 設備導入 照明設備 HIDﾗﾝﾌﾟ・蛍光灯をLED照明器具に更新

静岡ミツウロコフーズ株式会社　興津工場 ★ 7,767 7,600 97.8% 7,378 95.0% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明設備LED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 インバータ導入し出力調整 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

更に分別を細分化しリサイクルの徹底

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 日常点検を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 清掃活動に参加

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度の確認

静岡森紙業株式会社浜松事業所 4,261 4,218 99.0% 3,661 85.9% ★ 97.5% 89.1% 2 設備導入 電気使用設備

キ　エアコンプレッサーの設置に際しては、小型化・分散配置によるエネ
ルギーの使用の合理化を検討すること。また、圧力の低いエアーの用
途には、エアーコンプレッサーによる高圧エアーを減圧して使用せず、
低圧用のブロワー又はファンを利用すること。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

「エコアクション21」の認証・登録事業所として継続的に省エネを図る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は
消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくすこと。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は
消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくすこと。

2-4 設備導入 空気調和設備
イ　適切な台数分割及び台数制御、部分負荷運転時に効率の高い機
器又は蓄熱システム等、負荷変動に応じ効率の高い運転が可能となる
システムを採用すること。

株式会社資生堂　掛川工場 14,919 15,042 100.8% 6,390 42.8% ★ 100.8% 68.7% 2-4 設備導入 照明設備 LED照明器具への更新 4475.1 1914.9 0.128353107

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電装置導入

2-4 設備導入 電気使用設備 運転時間見直し、モータ更新

2-3 設備導入 空気調和設備 運転時間の見直し、インバーター制御追加

志田紙工株式会社 ★ 3,399 3,500 103.0% 4,284 126.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備
コロナ禍の為、朝礼で従業員教育していたか゛今回は通路に掲示し周
知した

2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

ISO14001活動にて部門毎実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 月次で集計している

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務所　冷房設定27℃

2-4 設備導入 照明設備 ISO14001活動にて実施

4 設備導入 電気使用設備 成型機更新

シノムラ化学工業株式会社　静岡工場 ★ 4,211 4,124 97.9% 3,748 89.0% 2 運用対策 推進体制の整備 ISO14001認証取得からｴｺｱｸｼｮﾝ21認証取得へ目標の切替を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙として使用した紙は再資源化の為、古紙として分別を行った。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション21

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 使用量を当年と昨年以前と比較し動向を把握した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

ﾌﾛﾝ法に則り、点検を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 排熱ﾎﾞｲﾗｰの定期清掃を実施した。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 電動力応用設備は、使用時のみ電源投入を実施した。

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務所及び休憩所等、使用しない時は消灯した。

4 設備導入 熱利用設備 無し。

3 設備導入 電気使用設備
1996年製コンプレッサーをインバータ機へ更新するため、2022年度更新
予算を組み更新を行った。

4 設備導入 照明設備 照明設備の更新のため、更新予算を組み順次更新を行った。

芝浦機械株式会社　沼津工場 17,704 38,873 219.6% 16,313 92.1% ★ 98.1% 105.5% 2 設備導入 空気調和設備
ビルマルチ空調機更新（5階建屋）
3～5階工事完了

3-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山植樹ボランティアに参加

2 設備導入 電気使用設備
変圧機の更新
2021年実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

緑のカーテン設置

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 使用電力量のデマンド監視。調整依頼時に電力抑制 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 近隣公園清掃活動

3 設備導入 空気調和設備
ターボ冷凍機更新
2021年6月工事完了

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 ライトダウンキャンペーン参加

3-4 設備導入 空気調和設備
循環水・冷却水のラッキングおよび保温材改善
2022年度2件実施

2-4 運用対策 保守及び点検

空気調和機熱交換器の清掃（26台）

暖房機煙道の清掃
（24台）

2-4 設備導入 電気使用設備

標準モーターを高効率モーターに変更
（１台）
オイルコン更新
（１台）

島田市田代環境プラザ 4,967 4,576 92.1% 4,930 99.3% ★ 97.0% 103.2% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月毎のエネルギー使用量を項目ごとで数値化したことでエネルギーの
消費動向の把握に努めた。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

田代環境プラザ施設見学者1,103人に対し環境保全の向上に関する意
識啓発を行った。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

グリーン購入やノーカーデーの実施等を通して啓発活動を行った。

2-4 運用対策 燃焼合理化 運転状況に応じ最適な空気比を模索し運転管理を行った。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 近隣小学校の伊太小周辺の清掃活動を職員８名にて年１回実施した。 2-4 緑の募金 緑の募金への寄付を行った。

3 設備導入 熱利用設備
使用により損傷した溶融炉内部について、形状測定し耐火材をパッチン
グすることで形状を改善した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

専門業者により定期点検を実施し空調機器の適切な管理を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備

島田市立総合医療センター 5,457 5,293 97.0% 4,070 74.6% ★ 97.0% 66.1% 2-3 運用対策 運転管理
院内の空調負荷の動向をみながら外調機の熱源機器（チラー）の稼働
台数を調整する。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組 その他 救急センターの南側窓にスイートピーを栽培した。

清水エル・エヌ・ジー株式会社 18,229 18,960 104.0% 16,116 88.4% ★ 99.4% 80.3% 2-3 設備導入 照明設備
構内の照明を水銀灯からＬＥＤ照明に変更した。
また、一般照明の間引き対応等を実施した。

2-4 運用対策 運転管理
払出ポンプ能力変更に伴う追起動の抑制および2.5Mバックアップ使用
時の7M№1海水ポンプ電力量の削減。更に、中圧BOG圧縮機の吐出圧
力下げ及び、高圧BOG圧縮機の一時停止による電力削減を実施した。

清水谷津浄水場 ★ 3,451 3,444 99.8% 2,773 80.4% 2-4 設備導入 照明設備
照明設備において、既存照明器具よりも省エネルギーの機器に更新し
た。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房は室温28℃、暖房は室温18℃を目安に温度設定した。

シミックＣＭＯ株式会社　静岡工場 12,130 10,750 88.6% 13,019 107.3% ★ 99.5% 94.2% 2-4 設備導入 照明設備
第一製剤棟エリアを中心に旧タイプ蛍光灯（Low Frequency）の一括
LED対応化を実施。（7Mwh/年削減）この他に、故障照明器具は、LED
器具に順次変更実施。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステム推進組織である環境推進委員会を通しての
社員への省エネ推進の啓蒙を継続

2-4 設備導入 電気使用設備
既存ファンモータの効率改善対策（HFD化、16.6Mwh/年削減）と真空ポ
ンプの運用見直し（不要機器の休止、66Mwh/年削減）を実施。
省エネ対策として来期の設備予算化を達成。

2-4 運用対策 推進体制の整備
新規の廃棄物業者を開拓し、従来、焼却処分であった廃棄物の一部に
ついてリサイクル化を達成。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 オンデマンド管理による夏季ピーク電力の削減を継続実施

2-4 運用対策 運転管理
夏季吸収式冷凍機活用によるピークカット運用の実践
太陽光発電システムの活用

ジヤトコ株式会社 掛川地区 ★ 3,367 3,266 97.0% 1,664 49.4% 4 設備導入 照明設備 照明の一部を前倒しでLED化 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

空圧機の運転制御の見直しを提案 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 LED化に代わり間引きを実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 本社側で企画する各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動へ参加。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 生産計画に合わせて設備の運転停止を見直しした。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 本社側で企画する各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動へ参加。

ジヤトコ株式会社 蒲原地区 ★ 4,743 4,601 97.0% 2,450 51.7% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 設備の生産性向上（出来高向上）を図った。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実
施する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。

3-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 高温水ﾎﾞｲﾗｰの運転見直しを実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 付近を流れる河川の清掃を実施。

4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 他地区で実施している洗浄機の常温化を実施した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 本社が企画した社外のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に参加。

ジヤトコ株式会社 富士第1地区 ★ 51,192 49,657 97.0% 35,427 69.2% 2-4 設備導入 照明設備 事務所の照明をLED化。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実
施する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。

4 設備導入 照明設備 工場照明のLED化 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社会貢献活動、田宿川の清掃&稚魚放流の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 洗浄機の常温化 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 社外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を企画、実行する。

ジヤトコ株式会社 富士宮地区 ★ 27,757 26,925 97.0% 15,023 54.1% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 工場照明のLED化 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実
施する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱処理炉の燃料削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社会貢献活動、富士山ｸﾘｰﾝ作戦への参加

ジヤトコ株式会社 本社･富士地区 ★ 115,617 112,149 97.0% 87,061 75.3% 2 設備導入 照明設備 一部の工場でLED化実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

社内少ｴﾈ診断ﾁｰﾑで検討、発掘したｱｲﾃﾑの提案、実行のｻﾎﾟｰﾄを実
施する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を組織し削減目標を部署ごとに設定、活動する。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 洗浄機の常温化を実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ他社が持っているｱｲﾃﾑを共有、検討、実行する。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社会貢献活動、田宿川の清掃&稚魚放流の実施



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

3 設備導入 電気使用設備 冷却水設備のインバーター化を計画。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
社外の社会貢献活動へ積極的に参加している。又、社内でも社会貢献
活動を企画、実行している。

3 運用対策 抵抗等電気損失防止 ｴｱｰ送気圧力を下げる。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 加工ﾗｲﾝの非稼動ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

ジャパンコンポジット株式会社　清水工場 4,554 4,417 97.0% 4,269 93.7% ★ 97.0% 100.7% 2-4 運用対策 保守及び点検 スチームトラップの修繕 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃材の中で固形燃料の原料として使用できるものは、業者に引き取って
もらっている。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ボイラーの節約運転 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 年3回、工場周辺の構外清掃を実施した。

2-4 設備導入 照明設備
M1,M2,K6のLED化

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

省エネ効果のある製品について、研究本部にて検討を実施し、製品化
に繋げている。

2-4 設備導入 空気調和設備 M1,M2合成室,M2-2Fのエアコン更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙を積極的に再利用している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エアー漏れの修繕
エアーコンプレッサーの更新

4 設備導入 熱利用設備 蒸留釜の断熱材を貼り直し、断熱性向上

4 設備導入 熱利用設備 ガス燃焼設備への空気取り入れ用の開口部の調整

順天堂大学医学部附属静岡病院 7,345 8,700 118.4% 7,883 107.3% ★ 97.0% 88.5% 2-4 設備導入 照明設備
院内外来、各病棟共用部照明をLEDに更新

2-4 運用対策 推進体制の整備 節電の貼紙を貼り、便座の温度を切り対応

3 運用対策 保守及び点検
前年実績データを参考に、当日の測定値を基準として随時運用をコント
ロールした。

昭和パックス株式会社　掛川工場 2,249 2,226 99.0% 2,262 100.6% ★ 99.0% 104.2% 2-4 設備導入 電気使用設備
新規の取組はなし。既に発注済の往診計画はあるが、納期が長いため
来年初頭の実施になる見通し。

2-4 設備導入 照明設備
事務所共用部の蛍光灯、フィルム二次加工場の水銀灯をLED照明に変
更

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
新規の取組はなし。
従来通りの方法で管理を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
今まで悪くなってから交換していた部品に対し交換時期の設定をし、設
備劣化による稼働停止防止に取り組む。

白石工業株式会社　不二工場 10,546 10,303 97.7% 6,748 64.0% ★ 78.9% 102.3% 2-4 運用対策 排熱の回収利用 令和2年6月より、乾燥機の排熱回収利用を開始した。継続実施中。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 昨年度より継続して副産物の販売を実施した（実績：328.75トン／年） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

品質・環境目標の進捗管理

2-4 運用対策 保守及び点検 熟成塔の熱効率向上を目的とした設備改善を実施した。継続実施中。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済みの封筒、裏紙の再利用を継続実施中

2-4 設備導入 熱利用設備
令和3年1月より、小型貫流ボイラ（新規）の運転を開始した。継続実施
中。

2-4 設備導入 燃焼設備 新規乾燥炉導入予定だったが未実施

新静岡セノバ ★ 3,014 2,923 97.0% 2,687 89.2% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎日の日報上で当日のエネルギー使用状況と昨年の状況を比較する
ようにした

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 特に無し。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 劣化した機器の更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

業務上の資料を可能な限り電子ファイルでの共有とした

2-4 運用対策 運転管理
熱源機器（冷温水ポンプ、水冷チラー）の効率的な組み合わせでの運転
を実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

日常での温度確認や運転状態の確認、定期点検を通じて早期での機
器故障や冷媒漏れ発見を図った

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 室内温度を細かく確認し、冷暖房温度を調整した

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
午前に井戸ポンプを手動で運転し、予め水槽に水を貯めておき、午後
に自動でポンプが運転しないようにして、ピークカットを図った

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 熱源用冷温温水搬送ポンプの手動での台数制御の実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明点灯・消灯スケジュールの適切な管理と
一部照明の間引き点灯

2-4 設備導入 照明設備 照明器具の更新時はLED照明器具を採用した

新東海製紙株式会社　島田工場 78,065 78,500 100.6% 76,298 97.7% ★ 101.1% 97.8% 2 設備導入 照明設備 LED化 -115415 191713 2.455812464

3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 未実施

4 設備導入 熱利用設備 未実施

新橋製紙株式会社 6,217 6,320 101.7% 5,255 84.5% ★ 98.4% 83.7% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ボイラーのヘッダー圧減圧

2-4 設備導入 照明設備
照明器具のLED化
(２工場側の実施)

2-4 運用対策 保守及び点検 軟水器の樹脂交換

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 定期的な設備メンテナンスによる交換

株式会社スギヤマ　富士工場 3,834 3,719 97.0% 3,703 96.6% ★ 97.0% 93.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムに則り、省エネ活動を推進をおこなった。
ISO14001内部監査、定期審査による維持をおこなった。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

12月に省エネ診断を依頼し、省エネ化に向けた推進活動をおこなった。

2-4 設備導入 電気使用設備 更新時は高効率のモータの採用を徹底した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロンの漏洩点検により漏洩無きことを定期的に確認した

株式会社杉山製作所　静岡事業所 ★ 4,311 4,267 99.0% 3,269 75.8% 2-4 設備導入 照明設備 2-4
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温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策
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2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

コンプレッサーの負荷を軽減し電力削減目的でエア漏れ改善、設備に
付与されているエアノズル径縮小、不要に吐出しているエアを制御し必
要に応じ吐出するよう制御を着手。
1課　日中、夜勤の負荷率を比較し
夜勤のコンプレッサー稼働を
3台→2台へ変更。

4 設備導入 電気使用設備

スズキ株式会社　磐田工場 34,995 33,339 95.3% 30,855 88.2% ★ 97.0% 92.7% 2 設備導入 熱利用設備 計画通りにヒートポンプシステムの空調を導入できた。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

書類の社内承認システム(決済箱システム)によりペーパーレス化を推
進した。

2 設備導入 照明設備 計画通りに蛍光灯のLED化ができた。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

法令に基づき、定期点検を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備 一部のポンプについてインバータ化を図った 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

コロナ過により、今年度の開催がなく、参加ができなかった。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 計画通りに、毎月クリーン作戦を実施できた。

スズキ株式会社  大須賀工場 44,632 40,798 91.4% 40,204 90.1% ★ 97.0% 95.1% 2-4 設備導入 空気調和設備
空調機2台更新
1台新設　そのうち2台はﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾁﾗｰを導入し、蒸気ﾚｽを図った

3-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

ノンフロンタイプに61台更新しました。

2-3 設備導入 電気使用設備

2-3 設備導入 電気使用設備

2-3 設備導入 燃料の選択

2-4 設備導入 電気使用設備 事務所変電設備の更新を実施しました。

2 設備導入 熱利用設備

3-4 設備導入 燃焼設備 アルミ溶解炉2基の燃焼ブロワー分割化工事を実施しました。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱処理炉のまとめ生産を実施しました。

スズキ株式会社　湖西工場 100,562 92,706 92.2% 99,977 99.4% ★ 97.0% 102.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 温室効果ガスの排出目標を定め、省エネに取り組みました。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

新型コロナウイルス感染症対策として、工場見学会は中止となりまし
た。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 省エネWGを通して、各グループに冷暖房の運転基準を周知しました。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
管理職、衛生部会員、構内協力企業にて工場周辺道路等の清掃活動
を３回/年実施しました。

2-4 設備導入 空気調和設備
廃熱ボイラーで発生する蒸気の有効利用を実施し、貫流ボイラーの運
転台数を削減しました。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒、裏紙等は個人情報の取り扱いに注意しつつ、積極的に
活用しました。

2-4 設備導入 照明設備 工場照明のLED化を一部実施しました。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

計画的に定期点検を行い、冷媒漏洩などの不具合を確認しています。

スズキ株式会社  相良工場 98,522 135,638 137.7% 93,988 95.4% ★ 97.0% 106.4% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯からLED照明への取替を行った 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率型電動機に取替を行った 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 その他 各グループに環境情報を公開し情報を共有しました。

2-4 設備導入 電気使用設備 加熱装置の電気加熱化を進めた。

2-4 設備導入 空気調和設備 空冷式ヒートポンプシステム導入

スズキ株式会社　
スズキ塾引佐研修センター

3,004 2,900 96.5% 2,599 86.5% ★ 97.2% 88.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月単位で日々のエネルギー使用量を把握し、エネルギー消費原単位の
試算と要因分析を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

決裁ワークフローのシステムを利用し紙文書の回覧、電子データでの保
管を推進した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
台帳で導入年度と耐用年数、老朽更新時期等を管理している。
定期的に専門業者の保守を受けている。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

封筒の再利用は行っているが裏紙の使用は情報セキュリティの観点で
廃止した。その分、使い捨てにならない繰り返し使用できる袋やコンテ
ナなどを導入した。

2-4 運用対策 運転管理
電力監視システムで各設備の稼働状況を管理しつつ、空調はSmart-
Dashを連携させることで、状況に応じて自動でONとOFFを制御してい
る。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期的な点検を実施した。

2-4 運用対策 保守及び点検
照明設備について、
毎月の照度測定と年１回の清掃により適切な照度を維持した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
温湿度状況を見つつ設定温度を変更し、Smart-Dashに任せて自動的な
On-OFFを制御した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 毎月の照度測定を実施し、適切な照度を確保した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
プリンター、シュレッダー等は、未使用時主電源OFFを徹底した。
ディスプレイは、省電力モードを活用している。

スズキ株式会社　浜松工場 13,645 17,252 126.4% 13,142 96.3% ★ 97.0% 82.2% 2-3 運用対策 推進体制の整備
EMS組織及び省エネ部会による省エネ活動実績の報告と各Gr月礼での
自覚教育により体制整備を行いました。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内メール便で使用する封筒を使用可能な旧封筒を活用することで紙
の廃棄物発生量を削減した。

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
常時稼働している設備の運用見直しを行い間欠運転化による電力の削
減を実施しました。

2-3 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
環境マネジメントシステムで工場周辺の清掃活動実施計画を立案、実
施しました。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法対応マニュアルに基づき対象設備の管理を実施しま
した。

スズキ株式会社　竜洋コース ★ 3,056 2,966 97.1% 1,533 50.2% 2-4 運用対策 運転管理
長期連休時、各サブ変台の一次電源を停止させ待機電力の削減を行っ
た。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

支障を来す自然災害もなく予定通り栽培を行った。

2-4 設備導入 照明設備
事業所内の非常照明更新工事の際、HF蛍光灯からＬＥＤ照明へ変更を
行った

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

上長と他部門への承認が必要な書類は決裁箱（電子承認）を活用し
ペーパーレス化を行った。

2-4 運用対策 運転管理
社内でルール化されたエアコン運転基準（温度、湿度、エアコンの設定
温度）が遵守されているか定期パトロール（１回/月）を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒の活用を行った。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月末、電気使用量を集計し月別電気使用量をグラフにまとめ省エネ
取組み効果の確認を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検表の点検項目に基づいて点検を実施し不具合箇所の早期発
見と早期改善を行った。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
各サブ変台の日常点検を点検記録表に基づき１回/月実施し不具合箇
所を早期発見と早期改善を行った。

スズキ株式会社　本社 20,135 21,658 107.6% 18,822 93.5% ★ 97.0% 86.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
ホームページにデータ掲載済み。ISO14001の活動で部門ごとに啓蒙活
動を実施。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2022年4月16日実施した。参加人数は45人、計32本植樹した。 2 ふじのくにCOOLチャレンジ 計画通り、協賛金・景品提供による事業支援を行った。

2-4 運用対策 運転管理 本社の環境動力設備の点検を行い効率良い運転を維持管理する。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

取り組みなし。 2 緑の募金 計画通り、寄付を行った。

2-4 設備導入 燃料の選択 当該年度の取り組みなし。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 定期的に「スズキマナーアップ活動」を実施した。のべ891名が参加。

2 設備導入 照明設備 本社No.1、2、3実験棟、電波暗室棟の照明についてLED化を推進。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

「スズキの地球環境への取り組み」をテーマに、オンラインでのリモート
講義を12月14日(常葉大学)及び12月20日(静岡産業大学）に実施した。

2-4 運用対策 推進体制の整備 2023年1月に本社拠点におけるISO14001認証を取得。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

はまなこ環境ネットワークの案内に基づき、10月8日に開催された”浜名
湖の水をきれいにする会”主催の「浜名湖の環境を調査する体験学習
会」の社内案内を行い、参加者へ環境問題に関する意識付けを行っ
た。

2-4 設備導入 電気使用設備 インバータ設備や、高効率モータを導入した。(継続実施） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内ホームページの行動基準に紙使用の削減を掲載。

2-4 運用対策 推進体制の整備
新入社員への教育に加え、オンデマンド方式にて実施し、2,939名に対
して教育を行った

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内ホームページの行動基準に裏紙の再利用を掲載。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月本社の使用エネルギーを把握し、効率良くエネルギーが使用され
ているか確認する。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検を実施して冷媒漏えいの予防を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調設備の定期点検にて、フィルターの目詰まり除去他の保守作業を
実施した。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

燃費の改善や軽量化の技術を盛り込んだ四輪車を製品化し、新モデル
を7月および8月に発売、その他にも仕様の変更や追加を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 行動基準にてブラインド活用について記載した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

販売店における愛車無料点検、大感謝祭、大決算セール等のキャン
ペーンを通じて四輪車の販売促進を図った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 行動基準にて空調温度管理の徹底を周知した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 取り組みなし。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
増築部分の事務所では照度による調光式照明を採用した。また更新の
際には過剰な照度とならない仕様とした。

2-4 設備導入 電気使用設備 非稼働日の消灯は実施したが、運転停止は行わなかった。

2-4 設備導入 空気調和設備 新築・増築部分の事務所や、空調更新ではエリア分割式空調とした。

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 新規設置の給湯設備は省エネ型のものを設置。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯の老朽更新時・一部増設時には、LED照明を設置。

2-4 設備導入 照明設備 増築部分の事務所では照度による調光式照明を使用。

株式会社スズキ部品製造　遠州精工工場 7,222 7,005 97.0% 6,812 94.3% ★ 97.0% 85.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 大型モーターのインバーター化実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 未実施

2 設備導入 空気調和設備 未実施

株式会社スズキ部品製造　スズキ精密工場 28,140 27,296 97.0% 26,929 95.7% ★ 97.0% 84.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分別化により、売却、又はリサイクル化を実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

トップマネジメントによる省エネ推進活動の展開

2-4 設備導入 照明設備 事業所内の蛍光灯・水銀灯のLED化を実施

2-4 設備導入 電気使用設備 変電設備の更新に併せて低損失ﾄﾗﾝｽの導入を決定

株式会社スズキ部品製造　浜松工場 12,900 12,513 97.0% 12,261 95.0% ★ 97.0% 82.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001-2015年版を移行審査にて取得 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

工場から排出される廃棄物の分別しリサイクル処理（外部業者）を行う。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ホームページの事業紹介欄に環境方針を記載

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 品質不良対策の実施により、再加工時のエネルギーを削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメントシステム等を構築する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 エアー圧力の変更

2-4 運用対策 燃焼合理化 未実施

2 設備導入 空気調和設備 熱源設備の温度設定変更

4 設備導入 電気使用設備 冷却塔、冷却ﾎﾟﾝﾌﾟの圧力変更

4 設備導入 照明設備 人感ｾﾝｻｰの設置

スタンレー電気株式会社　浜松製作所 6,751 6,548 97.0% 5,874 87.0% ★ 97.0% 89.3% 3-4 設備導入 照明設備 生産エリア蛍光灯のＬＥＤ化工事 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 2022.6.5　弊社より11名参加

3-4 設備導入 電気使用設備 試験室用コンプレッサー設置（小型機の分散配置） 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 夜間及び週末不要時のコンプレッサー停止 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
週末及び長期休暇中の省エネ（ＣＴポンプの不要時の停止・エアハンの
停止）

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検の実施

株式会社スニック　浜北トリム工場 3,484 3,470 99.6% 3,116 89.4% ★ 97.0% 97.4% 2-4 運用対策 運転管理
デマンド管理を実施、負荷基準に対し超過リスクがある場合、設備稼働
調整を実施した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
定期的な金型・設備保守、金型改修を実施し、工程内不良削減に取り
組んだ。
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事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的にエネルギー管理を実施し、過去の実績と比較、省エネ部会で
各部署に展開し省エネに努めた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
省エネ部会を毎月実施、具体的な省エネ取り組み事項を話し合い実行
した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備ごとに始業前点検、月次点検、年次点検を実施、設備の特性に合
わせて必要な保守を実施できた。

株式会社スニック　竜洋シート工場 ★ 4,462 4,328 97.0% 4,039 90.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 金型の使用数データ採りと定期洗浄の実施 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

車両用シート生産用接着装置を新規導入する事により、エネルギー使
用量の削減を図る。

2-4 運用対策 運転管理 生産数に応じたライン編成管理の実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

コンプレッサー老朽更新のよる熱効率向上と容量適正化を図る。

2-4 運用対策 保守及び点検 機器・設備のPM点検実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

新機種ウレタン発泡型の型放熱温度の低減（保温）を図る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不在時のこまめな消灯の実施。休憩時の消灯。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

省エネ部会の開催

2 設備導入 電気使用設備 コンプレッサー老朽更新のよる熱効率向上。

2-4 設備導入 電気使用設備 自動販売機のタイマー設定による休日運転停止。

2-4 設備導入 照明設備 老朽更新計画の策定と仕様検討

2-4 設備導入 照明設備 レイアウト変更・新設時のLED照明採用。

住電装プラテック株式会社　駒門事業所 2,918 2,812 96.4% 2,211 75.8% ★ 97.0% 75.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ＩＳＯ１４００１に基づくＥＭＳにて生産数量原単位１％/年削減を目標とし
た省エネの推進

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施

2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサの台数制御運転及びポンプのインバータ制御 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

会議資料、手順書類のペーパレス化。

2-4 設備導入 照明設備 照明のＬＥＤ化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調メーカー点検実施による故障の早期発見

2-4 設備導入 電気使用設備 フロア毎のコンプレッサ設定圧力適正化

2-4 設備導入 空気調和設備 ゾーン空調の活用による空調容量の圧縮

2-4 設備導入 電気使用設備 自動力調設備活用による力率100%の順守

住電装プラテック株式会社　本社工場 7,477 7,351 98.3% 5,322 71.2% ★ 97.0% 79.0% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ＩＳＯ１４００１に基づくＥＭＳにて生産数量原単位１％/年削減を目標とし
た省エネの推進

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施

2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサの台数制御運転及びポンプのインバータ制御 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

会議資料、手順書類のペーパレス化。

2-4 設備導入 照明設備 照明のＬＥＤ化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

空調メーカー点検の実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 フロア毎のコンプレッサ設定圧力適正化

2-4 設備導入 空気調和設備 未実施

2-4 設備導入 電気使用設備 変圧器更新による損失の低減

住友ベークライト株式会社　静岡工場 ★ 32,607 32,379 99.3% 31,156 95.6% 2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 井戸ポンプ運転・停止のカレンダタイマ化等 4440 26716 0.819333272

2 設備導入 電気使用設備 高効率ポンプ・モーター更新

3 運用対策 電気使用設備 大流量ポンプ更新・INV設置

3 設備導入 電気使用設備 変圧器更新

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 用役ポンプの更新

4 設備導入 空気調和設備 空調機更新

住友理工株式会社　富士裾野製作所 12,637 12,030 95.2% 3,572 28.3% ★ 95.2% 59.1% 29-31 設備導入 照明設備
8月に第3駐車場でLED器具3本の交換を行った
4月に合併処理のばっ気の運転時間の短縮を行った

29-31 設備導入 電気使用設備 2月に補助金を利用して排熱を利用したコンプレッサーを更新した

29 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

駿河健康ランド ★ 5,354 5,193 97.0% 3,727 69.6% 2-4 設備導入 照明設備 交換が必要となったタイミングで高効率機器に交換している。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日常管理の温度や電流値の確認により設備の劣化状況を把握してい
る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務室PCは不在時には電源を切る。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務室照明は不在時には消灯する。お客様立入箇所は不要な照明を
消灯する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 送水圧力を適正に保つようインバータ出力、調節弁の設定を行う。

株式会社駿河生産プラットフォーム 3,597 4,815 133.9% 143 4.0% ★ 96.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001(2015年版)に基づいた活動を実施

2-4 運用対策 推進体制の整備 Webセミナーを利用した教育を実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 環境パフォーマンスKPI管理（月単位）を継続実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・エアコンの設定温度管理
・昼休みの消灯
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2-4 運用対策 運転管理 作業工程を集約した、自社開発設備の導入

3-4 設備導入 照明設備 -

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 -

スルガ東洋株式会社 ★ 4,096 4,000 97.7% 3,896 95.1% 2 設備導入 空気調和設備 自然冷媒空調機更新

2 設備導入 照明設備 LED照明への変更

2 設備導入 電気使用設備 エレベーター更新、インバーター制御のモーターへ更新

3 設備導入 空気調和設備 荷捌防熱工事

4 設備導入 空気調和設備 荷捌空調機更新

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 空調機運転の管理

西遠浄化センター ★ 11,949 11,136 93.2% 7,398 61.9% 2 設備導入 空気調和設備 散気装置を高効率化 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

省エネ委員会を開催し、各省エネ案を実行した 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

省エネ委員会を開催し、各省エネ案を実行した

2 運用対策 運転管理 汚水ポンプの稼働台数を調整した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

下水道教室をウェブで開催して市民への負荷低減を啓発した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 退室時の消灯を徹底した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

ふれあいイベントをウェブで開催して市民への負荷低減を啓発した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 会社設定の省エネモードによるPC運用とした 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 天竜川クリーン作戦、ウェルカメクリーン作戦に参加した。

3-4 設備導入 電気使用設備 散気装置を高効率化

3 設備導入 空気調和設備 散気装置を高効率化

株式会社生産日本社　生産本部　浜北工場 2,939 2,939 100.0% 3,091 105.2% ★ 97.1% 110.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 環境事務局員の選任と環境事務責任者の任命。 2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他
温室効果ガス排出抑制素材配合製品を作成販売継続中であり、更に
新製品の開発中である。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション21の取組は実施出来ていた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 個人個人の意識の向上により、実現できている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明や設備の更新と共に工場全体の残業時間の削減を努力している。

2-4 設備導入 照明設備 倉庫LED化、遮熱塗装等の設備更新による効果は限定的である。

2-4 設備導入 空気調和設備 更新時期の古いものから順に更新をしている。

社会福祉法人聖隷福祉事業団　総合病院 聖隷浜松病院 10,704 10,382 97.0% 10,891 101.7% ★ 100.7% 105.6% 2-4 設備導入 空気調和設備 B棟空調熱源の冷温水ポンプのインバーター化

2-4 設備導入 照明設備 病棟ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝを中心に照明のLED化を実施。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視装置等で日々エネルギー使用状況を確認し、空調機器の運転
時間管理等を実施。

聖隷三方原病院 7,824 7,590 97.0% 8,470 108.3% ★ 97.0% 108.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
機器や設備の保守状況、運転時間、運転特性値等を比較検討し、機器
や設備の劣化状況、保守時期等を把握した。

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
系統的に年・季節・月・週・日・時間単位等でエネルギー管理を実施し、
数値、グラフ等で過去の実績と比較したエネルギーの消費動向等を把
握した。

2-4 運用対策 運転管理

設備は、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理
を行うこと。特に、設備が複数の設備で構成されている場合は、総合的
なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応じ、稼働台数の調
整、稼動機器の選択又は負荷の適正配分を行った。

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の
除去、空調設備フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器の
スケールの除去を実施した。

2-4 運用対策 排熱の回収利用

排ガスの排熱は排ガス温度又は排熱回収率について、蒸気ドレンの排
熱は蒸気ドレンの温度、量及び性状について、加熱された固体若しくは
流体が有する顕熱、潜熱、圧力、可燃性成分等は回収を行う範囲につ
いて、それぞれ最適に設定して回収利用を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
負荷の軽減を行うとともに、運転時間、室内の温・湿度、換気回数等を
使用状況等に応じて最適に設定した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 自動制御、INVによる負荷に応じた適正運転を行った。

2-4 設備導入 照明設備
スポット的なＬＥＤ照明改修工事を実施。

積水ハウス株式会社　静岡工場 10,405 12,998 124.9% 9,174 88.2% ★ 90.7% 94.5% 2-4 設備導入 照明設備
事務所棟１階、第1第2ﾊﾟﾈﾙ工場・鉄枠工場・第2、第3ﾔｰﾄﾞ照明のＬＥＤ
化

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

学校からの受け入れは
①横地小学校　16名
②浜松工業高校　41名

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

計画通り活動

2-4 設備導入 空気調和設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
①海岸清掃　計232名
②海岸防災林　計14名
③時の寿の森　計92名

2-4 設備導入 電気使用設備
鉄工№6コンプレッサー更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

・使用済み封筒の再利用実施
・鉄製品の原材料歩留り向上を環境目的に取り入れて活動

2-4 運用対策 推進体制の整備
・3月にISO14001従業員研修を実施
・毎月各部署と省エネ打ち合わせを実施

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

積水ハウスオーナ電気創設に伴い電力供給事業者を2021年4月より大
阪瓦斯に変更。
R3年報告用基礎排出係数は以下の通りです。
中部電力  0.406
大阪瓦斯　0.426
t-CO2/千kwh増加していますが、
大阪瓦斯とメニューA
0 t-CO2/千kwhで契約。電力は１００％を再生可能エネルギーを使用に
より、電気エネルギーの二酸化炭素排出量は、実質 0 t-CO2/千kwhと
なっています。

綜研化学株式会社　浜岡事業所 3,725 4,225 113.4% 4,083 109.6% ★ 97.0% 109.0% 2-4 設備導入 空気調和設備 高効率恒温高湿度設備の導入

3-4 設備導入 空気調和設備 ファンコイル/コンベクター型　空調設備の導入



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2 設備導入 照明設備 蛍光灯・水銀灯をＬＥＤ照明に更新

ｿﾆｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ&ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 ★ 5,625 4,687 83.3% 4,400 78.2% 2-4 設備導入 照明設備 毎年エリア毎に照明のLED化を計画し実行している 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

春・冬と２回花の苗植えを実施しました。（合計500本）

2 設備導入 空気調和設備
旧型（R22）のエアコン更新及び老朽化しつつあるエアコン更新を毎年計
画し実施している

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

こさい緑化フェアについては、湖西市へパッションフルーツの苗を提供
し、食物を通して環境意識を高めてもらいました。

2-4 運用対策 推進体制の整備 リモートワークの推進を呼びかけ励行している 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 周辺のクリーンアップ活動実施しました。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

株式会社ソミック石川　鶴見工場 21,379 20,737 97.0% 17,083 79.9% ★ 97.0% 98.9% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 全変台見える化完了

2-4 運用対策 推進体制の整備 月に一回省エネパトロールを実施

2-4 設備導入 照明設備 計画通り実施完了

2-4 設備導入 照明設備 更新箇所事前調査により、人感センサーや照明の間引きを実施

2-4 設備導入 電気使用設備 計画通り古い機器やエネルギー消費率が高い設備の更新を実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 前年から実施している寄せ止めによる炉や設備の停止を実施

株式会社ソミック石川　古川工場 5,056 4,900 96.9% 4,250 84.1% ★ 99.0% 93.6% 2-4 設備導入 照明設備
蛍光灯照明をLED照明に更新（135台）
非常灯防犯灯をLED照明に更新（16台）

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明の一括SW化による消し忘れ防止

3-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
GHPエアコン更新
（3台）

3-4 運用対策 エネルギーデータ管理
塗装機・21変台の
エネルギーの見える化

3-4 設備導入 照明設備

3-4 運用対策 運転管理
GHPエアコン更新
(運用改善と同様)

大王パッケージ株式会社 2,876 3,100 107.8% 2,576 89.6% ★ 98.9% 91.6% 2-4 運用対策 推進体制の整備 IMS(統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ)の維持･継続 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

・ﾀﾞｲﾚｸﾄFAXｿﾌﾄ導入による受信FAXﾃﾞｰﾀの自動振分け、FAX機からの
ﾃﾞｰﾀ送信によるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化
・EDI受注ｼｽﾃﾑの導入による受注ﾃﾞｰﾀの取り込み作業の効率化

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの維持向上

2-4 運用対策 運転管理 生産性向上、異常停止削減 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

過剰包装に対する企画提案営業により製品材質の軽量化、省資源活
動推進

2-4 森林認証制度 森林認証材や製品の利用

2-4 運用対策 保守及び点検 定期保全活動と外注ﾒﾝﾃﾅﾝｽによる設備の維持管理 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

高卒ｲﾝﾀｰｼｯﾌﾟの実施当社ｸﾞﾙｰﾌﾟにおけるSDGsへの取組みを共有

2-4 運用対策 燃焼合理化 ﾎﾞｲﾗｰ3基 4回/年の燃焼調整を実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 夏季･冬季用の圧力(蒸気･ﾎﾞｲﾗｰ)設定の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 夏季･冬季用の圧力(蒸気･ﾎﾞｲﾗｰ)設定の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 圧力設定によるﾎﾞｲﾗｰ運転台数(3台)の制御

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等

ﾀﾞｲｵｰﾍﾟｰﾊﾟｰﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ株式会社 島田事業所 32,644 32,423 99.3% 32,564 99.8% ★ 96.5% 102.2% 2-4 設備導入 照明設備
蛍光灯器具のLED照明化
非常照明のLEDﾀｲﾌﾟへの置き換え
外灯のLED化実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

省エネに関する社員教育実施
ｴｱｰ漏れ削減によるﾒﾘｯﾄの説明

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 地球温暖化対策アプリ「クルポ」の説明を実施

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率モーターへの置換えを実施

2-4 運用対策 推進体制の整備 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑによる活動を実施

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的に、ボイラーの水質管理、ﾌｨﾙﾀｰの目詰りの除去、蒸気その他
の熱媒体の漏えい部分の補修、設備の保守及び点検を実施。

ﾀﾞｲｵｰﾍﾟｰﾊﾟｰﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ株式会社　富士事業所 8,663 8,829 101.9% 8,697 100.4% ★ 96.2% 99.6% 2-4 運用対策 保守及び点検
照明器具のLED化
ﾌｨﾙﾀｰ等の定期ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

ﾓﾊﾞｲﾙ型のﾊﾟｿｺﾝの増設

3-4 設備導入 電気使用設備 ﾓｰﾀｰの更新を計画して、高効率ﾀｲﾌﾟに交換を実施。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

通い袋の活用

3-4 設備導入 電気使用設備 設備ﾌﾛｰの見直し

3-4 設備導入 電気使用設備 設備ﾌﾛｰの見直し

大興製紙株式会社　本社工場 70,429 68,316 97.0% 74,828 106.2% ★ 97.0% 116.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2022年、2023年 6月実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

 外部審査（インターテック）実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2022年、2023年 4月みどりの日に参加

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 廃プラ固形化設備稼働。通常運転中。

タイコエレクトロニクスジャパン合同会社　掛川工場 13,743 13,331 97.0% 11,909 86.7% ★ 93.6% 76.4% 2 設備導入 排熱回収設備
ヒートリサイクルシステムを導入。Cell Miniめっきラインの電気ヒーターを
使用せず昇温システムを導入した。

2 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

森林保全のため、草取りやゴミ拾いなどの活動を実施する。

2 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの台数制御システムを導入する。

2 運用対策 推進体制の整備
社内の省エネを円滑に進めるため、省エネ部会を設置し、全社で省エネ
活動を進める組織体制を整備した。

3 設備導入 照明設備
金型倉庫の照明をメタルハライドランプから投光型のLED照明に変更を
行った。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

3 運用対策 抵抗等電気損失防止
コンプレッサーのリプレイスに合わせて高効率コンプレッサーの導入を
行った。

3 運用対策 運転管理 コンプレッサーの台数制御システムを導入する。

4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
金型倉庫に人感センサー及び照明スイッチを設置し、不使用時は消灯
できるようにする。

4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
サイロ室照明に3路スイッチを増設し、サイロ室が無人の時は照明を消
灯できるようにする。

ダイトーケミックス株式会社　静岡工場 9,729 9,334 95.9% 10,541 108.3% ★ 96.8% 86.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞを監視し目標電力を超えないように調整を実施。夏場に電力使
用量の周知を行った

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

福利厚生施設に緑のエコカーテンを実施

2-4 運用対策 運転管理 ｲﾝﾊﾞｰﾀｰﾀｲﾌﾟのｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰを導入し、ｺﾝﾌﾟﾚｻｰの台数を削減した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

9割はﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を行ってきたが、本年度は未実施

2-4 運用対策 保守及び点検
日常点検に基づきﾎﾞｲﾗｰの保守を実施
蒸気の漏洩部分についても補修を実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

年2回のｴｱｺﾝ簡易点検を実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
事務所のｴｱｺﾝについては冷房28℃以上、暖房20℃以下の設定で継続
運用実施。不要時のｴｱｺﾝ停止を実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 夏場に廃液焼却炉の白煙防止ﾌｧﾝを停止

2-4 設備導入 電気使用設備 ﾁﾗｰﾕﾆｯﾄ3台をｲﾝﾊﾞｰﾀｰﾀｲﾌﾟに更新実施

2-4 設備導入 照明設備 新規に導入した照明はLEDを採用、また水銀灯10灯をLED照明に変更

2-4 設備導入 電気使用設備
ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰで高効率ﾓｰﾀｰを導入

大二製紙株式会社 9,360 11,800 126.1% 8,871 94.8% ★ 97.3% 84.2% 2 運用対策 運転管理 3

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 省エネ意識の啓蒙

4 運用対策 運転管理 実施されていません

大日精化工業株式会社 ★ 15,440 14,981 97.0% 16,113 104.4% 2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事業所の建屋内照明の一部を省エネモードに運転の変更 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

磐田市環境課の依頼で、間伐作業に参加いたしました（2023.3.16） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

法令順守、用水削減、廃棄物削減等の目標展開活動 7902 8211 0.531800518

2 設備導入 電気使用設備 電動機の更新の案件については、高効率モーターの採用を実施。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
近隣農業用水の清掃、草刈りを実施しました（2023.3）。

また、事業所周辺土手のごみ拾いを実施しました（2022.6）。

2 運用対策 運転管理
ボイラ等、負荷状態に応じ稼働台数制御を実施している。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 実績なし

2-4 運用対策 保守及び点検 各設備において適正に保守点検を実施。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺のごみ拾いを２週に１度実施しました。

4 設備導入 排熱回収設備 ボイラーのブロー水の排熱利用を実施。

4 運用対策 運転管理 生産を行う製品の製造処方の変更

大日製紙株式会社 56,148 55,278 98.5% 42,343 75.4% ★ 99.1% 86.4% 2-4 設備導入 電気使用設備 省エネベルト　バンドーHFD導入 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

2007年5月に所得。以降継続中。環境マニュアルを基に年度毎にエネ
ルギー低減に向けた目標を設定し、達成に向けて活動した。

2 設備導入 熱利用設備 ボイラー過熱器管の復旧によりエネルギーロスを低減した

2 設備導入 電気使用設備 配管や使用先の空気漏れを削減

2-4 設備導入 照明設備 稼働時間が長く大型の照明から順次導入をおこなった。

2-4 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びス
ケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器の
スケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分の補修、照明器具
及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保守及び点検を行い、
良好な状態に維持した。

2-4 運用対策 運転管理
負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理を行った。
特に、総合的なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応じ、
稼働台数の調整、稼動機器の負荷の適正配分を行った。

3 設備導入 電気使用設備
電気室の空調設備更新し、所要出力に見合った容量のものを配置し
た。

太洋紙業株式会社 9,548 9,738 102.0% 9,266 97.0% ★ 96.9% 99.8% 2-4 運用対策 運転管理 令和4年度は、調成工程スクリーン設備保全を定期的に実施。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

令和４年は、細分別のチェックを実施し、管理の徹底を図った。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

令和４年度もISO14001認証の継続

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
①事務所内全照明をLED照明に変更
②FAX等の事務機器は節電モードに設定

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での緑化等環境保全となる行動を呼びか
け、行動につなげること。

3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
冷暖房設備の設定温度は室温が28℃になるように設定し冬は室温が
20℃になるように設定した。

3-4 設備導入 電気使用設備
洗浄機３台のギア―ドモーターを、高効率モーター使用のギア―ドモー
ターに更新

3-4 運用対策 保守及び点検
令和４年度は、ボイラーメーカーによる設備点検を実施し、不具合個所
を修理する等の設備保全に努めた。

4 設備導入 照明設備

大和製罐株式会社　大井川工場 23,602 22,255 94.3% 23,797 100.8% ★ 99.7% 108.5% 2-3 設備導入 燃焼設備 ２年度  蒸気ボイラー更新

2-4 設備導入 電気使用設備

大和製罐株式会社　清水工場 12,228 11,740 96.0% 10,944 89.5% ★ 97.5% 110.8% 2-4 運用対策 運転管理
現状のコンプレッサー台数制御では夜間及び休日の運転において電力
の無駄が発生するため、その時間帯の運転号機を手動設定して電力の
削減を図った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 社員により工場近隣のごみ拾いを実施した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備の運転状況に応じて蒸気圧の設定値を切り替えるコントロールを
追加し、都市ガス使用量データの推移を監視した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の積極利用を行い、ＯＡ用紙の新規購入量の削減を行った。

大和鍛工株式会社 3,648 2,736 75.0% 3,306 90.6% ★ 100.0% 89.9% 2 運用対策 エネルギーデータ管理 使用エネルギーのリアルタイム見える化行った。
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2 設備導入 空気調和設備
コンプレッサの使用状況・デマンドコントローラー・生産稼働状況の相関
を見て最適化に向け動き出すことができた。

2 設備導入 照明設備 当年度は未実施となった。

2-4 運用対策 運転管理
デマンドコントローラー監視による鍛造設備稼働分析の取り組みを開始
できた。

高尾丸王製紙株式会社　本社工場 ★ 22,429 21,756 97.0% 24,550 109.5% 2-4 設備導入 電気使用設備 50kVA電灯ﾄﾗﾝｽを高効率に交換した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

従業員全員に２回の省エネ教育を行った 2-4 森林認証制度 FSCの認定の延長が承認された

2-4 設備導入 照明設備 工場内の400w水銀灯12灯を135WLEDﾗﾝﾌﾟに交換した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

リサイクルボックスに多くの故紙が収集出来原料として使用している

2-4 運用対策 運転管理
製品品目による機器の運転の見直しを品質の保持を計りながら行っ
た。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 燃焼合理化
複数台の貫流ボイラーの運転を蒸気圧力が適正になるように調整して
いる

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
2週間に1日実施する停止日に、使用していない清水を通常の排水処理
ラインをショートカットして、排水する

高尾丸王製紙株式会社　本社工場 ★ 22,429 21,756 97.0% 24,550 109.5% 2-4 設備導入 電気使用設備 50kVA電灯ﾄﾗﾝｽを高効率に交換した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

従業員全員に２回の省エネ教育を行った 2-4 森林認証制度 FSCの認定の延長が承認された

2-4 設備導入 照明設備 工場内の400w水銀灯12灯を135WLEDﾗﾝﾌﾟに交換した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

リサイクルボックスに多くの故紙が収集出来原料として使用している

2-4 運用対策 運転管理
製品品目による機器の運転の見直しを品質の保持を計りながら行っ
た。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 燃焼合理化
複数台の貫流ボイラーの運転を蒸気圧力が適正になるように調整して
いる

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
2週間に1日実施する停止日に、使用していない清水を通常の排水処理
ラインをショートカットして、排水する

株式会社タカギセイコー浜北工場 3,375 2 0.1% 2,889 85.6% ★ 0.1% 81.7% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
生産設備(ブロー成形機関連)の未稼働時に電熱ヒーター回路に関して
温度を下げる保温制御又は電源OFFを多様した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 継続的な不良低減活動実施（部署別に活動） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

目標管理値を設定し毎月の環境委員会にて確認

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 大型床置式パッケージエアコンに関して設定温度を制限して使用中 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 塗装設備の効率的生産を行い稼動時間を削減する。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な個所の蛍光灯器具、水銀灯照明など回路OFFとしました。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月データーを取りまとめ各部署へ報告

2-4 設備導入 照明設備 照明器具に関してはLED照明器具へ移行

3-4 運用対策 燃焼合理化
塗装給気バーナー、乾燥炉の定期メンテナンス実施、蒸気ボイラーの
新規更新

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月データーを取りまとめ各部署へ報告

株式会社タカギセイコー浜松工場 2,632 2 0.1% 1,640 62.3% ★ 0.1% 64.2% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
生産設備(射出成形機関連)の電熱ヒーター回路に関して内部タイマー
を使用しこまめにOFFとした。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 継続的な不良低減活動実施（部署別に活動） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

目標管理値を設定し毎月の環境委員会にて確認

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 大型床置式パッケージエアコンに関して設定温度を制限して使用中

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な蛍光灯器具、水銀灯照明など回路OFFとしました。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電力会社の供給ソフトにより電力使用量を把握できるようにした。

2-4 設備導入 照明設備 照明器具に関してはLED照明器具へ移行

3-4 設備導入 電気使用設備 インバーター制御装置の導入、油圧器から電動機への変更

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月データーを取りまとめ各部署へ報告

高砂香料工業株式会社　磐田工場 17,407 17,059 98.0% 14,117 81.1% ★ 98.0% 121.7% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯約20灯以上をLED照明に更新した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 月に1回の河川清掃を引き続き実施した。 2-4
磐田市環境保全推進協議会・中遠地域地下水利用対策協議会の地下
水涵養事業に参画。

268.6 13848.4 0.795565003

2-4 設備導入 電気使用設備 設備更新の際は、高効率タイプの機器への切替を行った。

2-4 運用対策 推進体制の整備 節エネルギー教育の実施を各部署で実施した。

2-4 運用対策 運転管理 効率的な燃焼運転となるよう運転管理を常時実施した。

2-4 運用対策 燃焼合理化 季節毎に、ボイラーの燃焼調整を行い空気比の調整を実施。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
使用の無い時間帯の細かな機器の停止やデマンド管理で使用量の削
減を図った。

高砂フードプロダクツ株式会社 4,780 5,000 104.6% 4,913 102.8% ★ 98.8% 108.1% 2-4 設備導入 照明設備 照明のＬＥＤ化を実施。

2 設備導入 排熱回収設備
ボイラーのエコノマイザーの運用は続けているが、新たに廃熱回収・有
効利用が実施でなかった。

2 設備導入 電気使用設備 受電設備の更新を図り、無負荷損、電気ロスの削減を実施。

3 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等
ルーフファンを7基省エネタイプに変更。固定エネルギーの削減を図っ
た。

4 設備導入 空気調和設備 空調の運用見直しを実施し効率運転を行った。

田子浦パルプ株式会社　本社工場 4,103 4,020 98.0% 3,076 75.0% ★ 95.4% 96.7% 2 運用対策 推進体制の整備
エネルギーの使用の合理化に関する管理標準策定済み。
省エネルギー方針、省エネルギー目標達成計画と併せて従業員に周
知。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

本年度は中止 2-4 緑の募金 R4年10月10,000円寄付

2-3 運用対策 エネルギーデータ管理 ガス及び電力合計の時間単位消費量、月単位原単位の記録を実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
両面印刷・裏面利用の励行
廃段ボール・その他紙ゴミは分別して再生紙業者に処理委託
その他廃プラ・金属ゴミは分別して処分業者に処理委託
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2-4 運用対策 運転管理
製品需給バランスの変動により生産量調整を行う際、抄紙機を低速運
転することなく、最高速運転又は全停止する操業形態に変更

2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他
①ラインの稼働状況を社内LANで監視するシステムは完成し、記録を保
管している
②新商品の試作品を複数市場投入し、市場の反応を確認している

2 設備導入 電気使用設備
8h×270日/年稼働している加工機8台について、可変速モーターをイン
バーター化、ルーツブロアに節電停止回路を設ける

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

令和4年10月14日納入業者による年次点検実施
異常がないことを確認済み

2 設備導入 排熱回収設備
ボイラ給水タンクに循環ポンプを設置し、タンク内の水温を均一化するこ
とにより、給水温度を高く保つ

3 設備導入 熱利用設備
抄紙機に供給する蒸気圧力の制御を現状の空気式から電気式に更新
し、PIC制御で緻密に管理する

2-4 設備導入 照明設備 事務所・加工ライン局部照明蛍光灯器具をLED化

千歳産業株式会社 3,066 3,062 99.9% 2,534 82.6% ★ 97.0% 2 設備導入 照明設備 照度を確認し必要に応じて照明のLED化を図る

3 設備導入 電気使用設備 モータ－の高効率化

3-4 設備導入 空気調和設備 パッケージエアコンを採用し区画ごとに制御できる空調へ更新

中遠クリーンセンター ★ 7,199 7,127 99.0% 6,890 95.7% 2-4 運用対策 運転管理
高効率な施設の運用及びバイオマス由来の燃料の活用等によりCO2の
削減に努める。

中外製薬株式会社　富士御殿場研究所 ★ 9,956 9,662 97.0% 9,240 92.8% 2-4 設備導入 空気調和設備 新しいシステムの導入を行うことができなかった 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境委員会を通じて(温室効果ガス排出抑制含)省エネルギー活動の推
進を行った

4271.2431 4968.7569 0.499071605

2-4 設備導入 照明設備 老朽化に伴う照明更新の際は高効率の照明器具を採用

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
環境委員会にて政府推奨設定温度を勘案した部屋毎の設定値を決め
て運用を行った

2-4 運用対策 運転管理
ボイラーについて、集中管理システムにより高効率を維持した運転管理
を実施

中外製薬工業株式会社　藤枝工場 ★ 22,609 22,383 99.0% 22,466 99.4% 2 設備導入 熱利用設備 蒸気主管スチームトラップ26か所を高効率タイプへ交換。2021年03月。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
事業所近隣の瀬戸川において令和4年12月6日に従業員2名が清掃活
動を行った。

2 設備導入 コージェネレーション設備
2020年12月にコージェネレーション設備(5MWガスエンジン発電機，
800URT吸収式冷凍機，2.3t排ガスボイラ)を設置，2021年01月から運用
開始。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

各部署のｺﾋﾟｰ用紙使用量の見える化および、使用量削減の呼びかけ
を行い以下の通り、前年比減となった。
令和2年：6.5%減
令和3年：11.8%減
令和4年：16.8%減

3 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 なし。

中東遠総合医療センター 6,231 6,230 100.0% 6,284 100.9% ★ 93.2% 108.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 使用量を数値として把握し管理を行った 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
温熱源の季節による供給温度の変更、蒸気の消費機器にあわせた圧
力調整

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 給湯温度の調整

2-4 設備導入 照明設備 改修部分について、LED照明を採用した。

中部ハム株式会社 ★ 4,011 4,800 119.7% 3,989 99.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 動燃費進捗管理シートにて消費動向の把握

2-4 運用対策 保守及び点検 日常点検表への確認事項の織り込み

2-4 設備導入 照明設備 LED照明への更新

2-4 設備導入 電気使用設備 設備投資計画への織り込み

株式会社ツムラ　静岡工場 18,768 18,854 100.5% 16,630 88.6% ★ 90.9% 72.6% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 外気条件に応じた空調省エネ設定及び停止運用実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

①コロナ緊急事態宣言発令により（2回/年）の開催とし143名参加
②20名参加
③コロナ緊急事態宣言発令により参加人数制限3名参加
④追加（令和4年）
藤枝市　小石川法面清掃（2回/年）59名参加

3-4 設備導入 照明設備 水銀灯、蛍光灯照明をLED照明に更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

目標に対し186,081枚削減

鶴見製紙株式会社　沼津工場 17,100 14,000 81.9% 14,342 83.9% ★ 81.7% 88.9% 2-3 設備導入 熱利用設備 令和3年1月スチールヤンキードライヤーに入れ替え。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

工場見学を積極的に受け入れ、FSC認証マーク製品に表示し森林資源
保護をアピール。

2-4 設備導入 電気使用設備 工場内,外Hf蛍光灯、水銀灯をLED照明に交換。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 その他

2-4 運用対策 運転管理
数値管理を目的としたデータ取り適正な負荷で運転できるよう取り組
み。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

対策通り実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

ＴＨＫリズム株式会社　浜松工場 8,125 13,912 171.2% 7,132 87.8% ★ 92.4% 72.8% 2-3 設備導入 照明設備 昨年未実施分LED66灯を実施 2 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 2021年2月より太陽光発電開始（1830ｋｗ） 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

コロナが落ち着いたため省エネ発表会を再開した

2-4 運用対策 推進体制の整備 ZOOMによる環境セミナーに参加 2 エネルギー起源以外の削減取組 その他

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 24時間監視パソコンで電力量を監視

2-4 運用対策 推進体制の整備

2-4 運用対策 保守及び点検 ZMP契約で毎月　　メーカー訪問および　定期点検を実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 熱処理炉の空気比測定

3-4 設備導入 空気調和設備 エアコンを導入



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策
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（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

株式会社赤沢温泉郷 ★ 3,403 3,301 97.0% 2,890 84.9% 2 運用対策 運転管理 委託設備会社に依頼し、定期的な管理をした。

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 徐々にLED照明に切り替えを行った。不要な機器を取り外した。

2 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
お店の開店準備や閉店後の業務時間は運転をOFFにした。極力、空調
運転をせず、窓・ドアを開ける回数を増やした。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 お店の営業時間を短縮し、設備機器への負担を和らげた。

2-4 設備導入 照明設備 徐々にではあるが、LED照明に切り替えをしている。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 お店の営業時間を短縮し、設備機器への負担を和らげた。

3-4 運用対策 保守及び点検
委託設備会社による、定期的な管理とフィルター洗浄などは実施できて
いる。

3-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 委託設備会社に依頼し、定期的な管理をした。

ＴＤＫ株式会社　静岡工場 ★ 24,778 18,441 74.4% 19,123 77.2% 2-3 運用対策 燃焼合理化
生産設備の集約からガス炉投入能力の向上による原単位改善と焼成
炉の完全停止

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

人事総務課にて近隣小学校にマグネットを利用した工作教室を計画し
ていたが、コロナ禍の影響で中止しました。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（ISO１４００１　EMS２０１５）外部審査実施。認証取
得。

2-3 設備導入 照明設備 工場内水銀灯、室内照明のＬＥＤ変更 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

高特性・小型化製品の開発によるCO2排出量削減に貢献する。

2 設備導入 空気調和設備 加工工程空調機省ｴﾈﾀｲﾌﾟ更新 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

全社にて省ｴﾈﾙｷﾞｰｻﾐｯﾄ会議を計画。

3-4 運用対策 燃焼合理化 素材工程の纏め生産による電力、LNG使用量の削減

3-4 運用対策 燃焼合理化 焼成工程の軽量匣鉢導入による電力、LNG使用量の削減

4 運用対策 運転管理 K材ﾘﾕｰｽ量増加に伴う材料工程ｴﾈﾙｷﾞｰ削減

4 運用対策 運転管理 品質改善によるｽﾗﾘｰﾀﾝｸ計画停止

帝人株式会社　三島事業所 123,651 130,000 105.1% 130,424 105.5% ★ 98.2% 90.4% 2 設備導入 電気使用設備 インバーターの導入 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
定期的な工場周辺の清掃や環境月間の河川清掃などを実施することで
ごみの分別・リサイクルにより、温室効果ガス排出を抑制する。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

定期的な内部監査や環境委員会での温室効果ガス排出量や排出原単
位の推移を報告し、削減を推進。

2 設備導入 照明設備 LED照明の導入 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内便の封筒再利用、コピー機の両面・縮小印刷や裏紙使用など資源
の再活用に努めている。

3 設備導入 電気使用設備 モーター更新では高効率モーターを採用

3 設備導入 排熱回収設備

2 設備導入 排熱回収設備

2-4 運用対策 推進体制の整備 環境マネジメントシステムの運用と環境委員会の活動により排出抑制

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理

2-4 運用対策 運転管理
工場負荷に応じて発電設備の最適運用を継続することで総合的なエネ
ルギー効率を向上

テイボー株式会社　都田技術センター 9,253 11,534 124.7% 7,421 80.2% ★ 97.0% 61.0% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
エアブローの断続化
ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ台数制御

2-4 設備導入 電気使用設備 電動機にｲﾝﾊﾞｰﾀを設置して周波数制御を実施

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯器具をLEDに変更

2-4 設備導入 空気調和設備 生産設備への新型ﾁﾗｰの導入

2 設備導入 熱利用設備 新型装置導入を行うことで省エネ

株式会社テクノフローワン　藤枝第二工場 3,215 3,000 93.3% 3,387 105.3% ★ 93.3% 122.8% 2-4 設備導入 空気調和設備 業者と相談し費用対効果を検討 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

客先への提出書類をFAX・郵送からメール提出に変更。
電子職印、電子届出の大幅活用。
社内書類はデータでのやり取り推進。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境に関する方針、目標、計画等を定め、これを実行・記録し、その実
行状況を点検して方針等を見直す一連の手続き実施

2-4 設備導入 空気調和設備 チラー更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

間接部門において、使用済み封筒・裏紙の積極的な活用推進。

2-4 設備導入 電気使用設備 DCモーターをACモーターに変更を予定していたが、方向性を変更 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

毎月１回改善提案の提出推進。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

３カ月に１回の自主点検を実施。機器により業者の定期点検も実施。

テルモ株式会社　愛鷹工場　 28,274 28,505 100.8% 25,248 89.3% ★ 84.6% 79.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
・エネルギー毎のデータ集計
・毎月のエネルギー集計表の作成

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

富士山森づくりにおいて、春・秋の2回、従業員による植林・剪定・草刈り
を実施

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度
新入社員はエコドライブ意識醸成後自家用車での通勤許可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
近距離の従業員については、徒歩または自転車通勤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
外部講師による交通安全講習会実施（年2回）

2-4 運用対策 保守及び点検

・１回/日のボイラ水質検査実施
・蒸気トラップの点検及び補修
・照明器具の清掃
・保温劣化、未保温部の保温施工

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

ライトダウンキャンペ－ンにて、ノ－残業デ－とし家庭でも積極的な消灯
を実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ・不要部の蛍光灯、LEDの間引き 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
環境施策へ積極参加　：本社開催エコチャレンジ
全社参加率：56.3％（昨年37.8％）
6,920本の木相当のCO2削減に貢献　　　　　　　　

2-4 設備導入 照明設備 ・照明器具のLED化

2-4 設備導入 照明設備
・照明点灯範囲の見直し
・人感センサー化

テルモ株式会社　富士宮工場 47,204 47,002 99.6% 42,712 90.5% ★ 86.0% 88.7% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境推進委員会を開催し、事業所の温室効果ガス排出量及び抑制対
策の進捗を確認した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 本社開催エコチャレンジに参加する。 2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度
通勤距離が1.5km以下の従業員は徒歩又は自転車通勤。
新富士駅・富士駅～事業所間でシャトルバスを運行。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空気調和設備の運転設定の最適化を行う。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山森づくり活動5月、12月に実施する。

2-3 設備導入 熱利用設備 小型貫流ボイラー2t/h2台を3t/h1台へ更新した。

2-4 設備導入 電気使用設備 空調関係のモーター12台を高効率モーターへ更新した。

2-4 設備導入 照明設備
一般作業区域の照明器具1,907台及び街灯12台をLED器具へ更新す
る。

2-4 設備導入 照明設備
不必要な場所及び時間帯の消灯のため人感センサー又はタイマーを設
置する。

天間特殊製紙株式会社　本社工場 37,117 38,850 104.7% 36,242 97.6% ★ 99.0% 65.7% 2 設備導入 照明設備
令和2年12月、工場内照明設備の一部を水銀灯からLED照明に変更し
た。

3 設備導入 電気使用設備
令和3年9月、排水処理設備の一部のポンプ及び電動機の容量を見直
し、小型のものと入替設置した。

4 設備導入 熱利用設備
令和4年8月、乾燥工程における熱風発生装置を高効率のものに更新し
た。

天龍製鋸株式会社　本社工場 4,033 3,525 87.4% 3,740 92.7% ★ 97.1% 104.6% 2-4 運用対策 運転管理 総合的なエネルギ管理の為の教育 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

基幹システムの更新

2-4 設備導入 空気調和設備 一部に実施

東海精機株式会社　浅羽工場 4,586 3,976 86.7% 3,097 67.5% ★ 96.4% 94.1% 2-4 運用対策 運転管理 工場ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ消費電力の低減 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

磐田市環境課事業参加
　・植栽
　・間伐

2-4 運用対策 推進体制の整備 工場全体で省エネ、CNに対しての教育を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺道路、公園内の清掃を年2回実施

3-4 設備導入 照明設備 照明設備を蛍光灯からLEDに変更

2-3 運用対策 保守及び点検 設備のｴｱｰ漏洩対策

2-3 運用対策 熱の動力等変換合理化

東海精機株式会社　磐田工場 12,639 12,184 96.4% 10,039 79.4% ★ 96.4% 96.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備
2021年度の環境目的・環境目標を掲げ、環境委員会と環境推進者会議
にて進捗をフォロー

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

磐田市環境課事業参加
　・植栽
　・間伐

2-4 運用対策 保守及び点検 蒸気配管の点検 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺道路、公園内の清掃を実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電力量の測定エリアを増やし細分化して、月毎に計測を開始

2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサーの台数運転を見直し。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 設備の予防保全に力を入れて取り組み

東海精機株式会社 本社工場 17,251 16,629 96.4% 14,543 84.3% ★ 96.4% 94.1% 2-4 運用対策 運転管理 稼働台数の調整 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 運用対策 燃焼合理化 ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ清掃による冷却効率の向上 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2-4 設備導入 電気使用設備
ｾｷ折り装置のｻｰﾎﾞ化
新廃液装置稼働

東海染工株式会社　浜松事業所 7,766 7,280 93.7% 6,625 85.3% ★ 97.0% 103.1% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等

2-4 設備導入 照明設備 照明設備を交換する場合は原則ＬＥＤ等にしている

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
データロガーを導入し細かい箇所ごとのエネルギー使用実態が把握で
きるようにしている

2-4 運用対策 運転管理
コンデンサの自動台数制御を導入し、適切に力率管理を行いエネル
ギー効率の向上に努めている

2-4 運用対策 燃焼合理化
バイオマスボイラーの燃料であるチップの水分量を計測し燃焼合理化
に努めている

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的にボイラーや電気設備の保守点検を行い良好な状態の維持に
努めている

東海大学　清水キャンパス 1,940 1,610 83.0% 1,770 91.2% ★ 83.0% 91.2% 2-4 設備導入 空気調和設備 一部の建物の空調設備を更新した。

3-4 設備導入 照明設備 一部の建物の照明をLEDにした。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 一部の建物の空調設備は、一括温度設定管理を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
教職員に省エネ協力の依頼し、設定温度やオンオフの徹底を行った。ま
た、一部ではあるが、エアコンのクリーニングを実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務端末PCのスタンバイモード導入、及びプリンター等の帰宅時の電
源オフの徹底の実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 人感センサーの導入、および巡回の際の消灯の実施。

東海明治株式会社 4,904 4,757 97.0% 2,843 58.0% ★ 97.0% 376.7% 2-3 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
製品冷蔵庫冷凍機のブラインタンク成層タンク化による冷凍機運転効率
向上

2-4 設備導入 電気使用設備
・排水ブロアーモーターの高効率化への更新
・殺菌機 遠心分離機運転見直し
・サージタンク用陽圧ブロアー間欠運転化

2-4 設備導入 電気使用設備 2020年度実施済み

2-4 設備導入 照明設備 未実施

2 設備導入 空気調和設備 2021年度実施済み



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 2021年度実施済み

2 運用対策 保守及び点検 2021年度実施済み

東海旅客鉄道株式会社 総合研修センター
★ 2,750 2,750 100.0% 2,719 98.9% 2-4 運用対策 運転管理

・温水発生機においては、４基ある機器の運転時間の均一を行うため
自動交互運転を行っている。
・夏季において、手動にてターボ冷凍機と空冷チラーの機器の選択及び
台数制御を行いデマンドオーバーを回避する管理を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の使用が定着したため、更にデータ上での確認をする等して、ペー
パーレス化に努めた。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度は、政府の推奨する設定温度を勘案して設定を周知した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

各箇所のごみ箱に分類を明示した。
分別できていない箇所があった場合は、個別に指導をした。

2-4 設備導入 空気調和設備
蓄熱システム（氷蓄熱）にて運用し、負荷変動に応じて冷暖熱源機器
（温水発生機・空冷チラー・ターボ冷凍機）の運転を台数制御した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
施設内の人数や季節に応じて、複数ある浴室の大浴場への湯張りを一
部停止した。

2-4 設備導入 空気調和設備
空気調和機の一部と冷水・温水・冷却ポンプを回転制御装置（インバー
ター）にて運転を実施した。

2-4 設備導入 照明設備
各階通路照明を間引きし、季節に合わせた消灯時間の設定をし必要最
低限の場所のみ照明を使用するようにした。

東罐興業株式会社　静岡工場 8,776 8,700 99.1% 8,642 98.5% ★ 98.2% 112.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備 社外講習会への参加 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
全従業員対象で工場外周清掃を実施した
1回目⇒5/6
2回目⇒10/4

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
ｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞｰﾀの
社内周知の実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出漏洩法に基づき、対象設備の3ヶ月/回や1年/回の点検を実
施した

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 設備の維持管理の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
生産現場空調機の
維持管理

2-4 設備導入 照明設備 ＬＥＤ照明変更の推進

2-4 設備導入 燃焼設備
VOC処理設備更新計画
による燃料削減仕様の
検討

東急ハーヴェストクラブ熱海伊豆山 ★ 3,589 3,500 97.5% 3,251 90.6% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 保守点検計画に基づいた運転管理を行った。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

施設において植栽保守管理を徹底することにより、緑地を保全する緑
豊かな施設づくりを行う。

2-4 運用対策 運転管理 適宜、機械設備の運転台数及び運転時間の見直しを行った。

2-4 運用対策 保守及び点検 保守管理マニュアルの更新。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
全体ミーティング時、省エネ対策についてセクション毎のマニュアルを周
知した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 計画年度未到来

3-4 設備導入 電気使用設備 計画年度未到来

3-4 設備導入 照明設備 計画年度未到来

東京応化工業株式会社　御殿場工場 2,964 3,325 112.2% 3,093 104.4% ★ 100.0% 83.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備 環境マネジメントシステムに基づき活動を実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

3か月ごとの点検実施

2-4 運用対策 推進体制の整備 環境マネジメントシステムに基づき教育の実施

2-4 運用対策 保守及び点検 日常点検及び専門業者による定期点検実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 必要以上に冷暖房を使用しないように注意喚起

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 蛍光灯の間引き及びLED照明への切り替え

2-4 設備導入 空気調和設備 空調機器入れ替え

東京製紙株式会社 24,138 23,421 97.0% 24,115 99.9% ★ 97.0% 105.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
電気、蒸気使用量及び生産高をまとめた動力使用明細書を毎月作成し
た。

2-4 運用対策 保守及び点検
定期保全計画に従った保守及び点検を実施し、各現場への報告を行っ
た。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯

空調温度
夏季 28℃
冬期 20℃
を徹底した。
省エネパトロールを実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要照明の撤去。過剰照明の間引きを行う。

2-4 設備導入 熱利用設備 熱関係の更新工事は行わなかった。

2-4 設備導入 電気使用設備 新規及び更新に関しては、高効率モータを使用した。

2-4 設備導入 照明設備 新規導入及び更新の際はLED蛍光灯器具を導入した。

2-4 設備導入 照明設備
省エネパトロール指摘事項に対して、人感センサまたは明るさセンサ付
きLED蛍光灯器具を導入した。

東芝キヤリア株式会社　富士事業所 23,376 25,405 108.7% 22,775 97.4% ★ 102.5% 106.2% 2 設備導入 空気調和設備 高効率空調機へ更新 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山麓において､４月に従業員内の「ecoｽﾀｲﾙﾘｰﾀﾞｰ」を中心に植樹
活動を実施した。

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度 ７月に自動車通勤環境配慮計画実績報告書の届出を実施した。

2 設備導入 電気使用設備 開発部門の構内試験室統廃合 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

無し 2-4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）
富士山麓において､４月に従業員内の「ecoｽﾀｲﾙﾘｰﾀﾞｰ」を中心に植樹
活動を実施した。

2 設備導入 電気使用設備 高効率設備へ更新 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
毎月１０日を「トーシバデー」として、近隣道路の清掃活動を行い、地域
の美化に貢献している。

3 設備導入 電気使用設備 開発部門の構内試験室統廃合 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

上述の植樹活動では、従業員並びにその家族にも参加を呼び掛け、多
くの方々の環境活動の参画につなげた。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

3 設備導入 照明設備
ＬＥＤ照明器具へ更新
※構内照明器具ＬＥＤ化更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

会議で使用する資料等は極力電子化し､またTV会議やTeams会議ｼｽﾃ
ﾑを有効に活用している。

3 設備導入 電気使用設備 高効率設備へ更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒を社内郵便用に再利用したり、大量に出る裏紙を積極的に
活用し、廃棄量の削減を図っている。

3 設備導入 電気使用設備 高効率設備へ更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

工場内のリサイクルセンターで細分化された仕分けルールにより、廃棄
物の適切な分類を図っている。

4 設備導入 電気使用設備 開発･製造部門の設備を高効率機器へ更新 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

熱源機「ユニバーサルスマートＸ」を筆頭に、ビル・施設用空調機や、工
場用循環加温ヒートポンプ（ＣＡＯＮＳシリーズ）、店舗・オフィス用コール
ドチェーン機器、家庭用ヒートポンプ給湯機や換気機器等、大型施設か
ら家庭まで地球環境に配慮した製品を開発や製品化を行っている。

4 設備導入 電気使用設備 無し 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

同上の製品類を開発・製品化し提供する事により、温室効果ガスの排
出を低減する技術・製品の普及を行っている。

2-4 運用対策 推進体制の整備
ISO14001更新審査を受け､組織のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑは規格要求事項に適
合し有効に実施されていると判断された。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月ｴﾈﾙｷﾞｰ使用実績をまとめ、数値､ｸﾞﾗﾌ等で消費動向を把握してい
る。

2-4 運用対策 運転管理 台数制御運転等､ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い運転管理を実施している。

2-4 運用対策 保守及び点検
ﾎﾞｲﾗｰは定期点検を実施し､必要に応じて補修を行い､高効率運転を維
持している。

2-4 運用対策 燃焼合理化
ﾎﾞｲﾗｰの燃焼に際して､最適な空気比となるような運転管理を維持して
いる。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
製造現場では常に効率運転を意識し集約化を図り､蒸気ﾊﾞﾙﾌﾞは不要時
には閉止している。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調機の設定温度は事業所内に周知され､適正な運転管理している。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
台数制御運転等で損失を低減するよう管理し､不要時は停止を実施し
ている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
定期的に照度測定を実施し､過剰や不要な照明をなくし､最適な照明管
理を実施している。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事業所内で使用しているﾊﾟｿｺﾝ等は省電力ﾓｰﾄﾞの設定を義務付け､不
要時には電源が切れる等の措置が作動するようにしている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
夏季に事業所内のﾗｲﾄﾀﾞｳﾝ活動を実施し夜間の外灯及び執務場所の
消灯を積極的に行い、照明設備の消費電力量を抑制した。

東芝テック株式会社　静岡事業所 6,791 6,655 98.0% 6,165 90.8% ★ 97.0% 94.1% 3-4 設備導入 空気調和設備 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

3-4 設備導入 照明設備 旧型照明器具(689台）をLED照明（675台）に更新。

共同企業体　東部リサイクルセンター 3,294 3,180 96.5% 2,554 77.5% ★ 95.9% 114.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 日々の燃費、消費電力等を算出して管理を行った。

2 設備導入 電気使用設備 容量を小さくすることにより過度な供給が無くなり、燃費削減につながる

東洋水産株式会社　焼津工場 11,064 10,732 97.0% 10,007 90.4% ★ 97.0% 101.0% 2 運用対策 排熱の回収利用 冷凍麺2号ライン茹で釜の排熱回収

2 設備導入 燃焼設備 ボイラーの更新

2 設備導入 電気使用設備 エアーコンプレッサーの更新（インバーター仕様）

4 設備導入 照明設備 LED照明に交換

東洋製罐株式会社　静岡工場 21,940 21,282 97.0% 9,050 41.2% ★ 97.0% 68.0% 2 設備導入 燃焼設備 高効率吸収式冷凍機への更新（2020年5月稼動） 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 白井工業団地内清掃　（毎月実施）

2 設備導入 空気調和設備 倉庫棟空調設備更新（６台）

3 運用対策 エネルギーデータ管理 エアー漏れ調査器を活用してエアー漏れ箇所の改修実施

3 設備導入 空気調和設備 工場棟空調設備更新（５台）

4 設備導入 空気調和設備 令和3年度までに更新計画完了

4 設備導入 電気使用設備 高圧空気圧縮機から中圧空気圧縮機に変更

東洋製罐株式会社　静岡工場　富士川サテライト 4,248 4,120 97.0% 4,161 98.0% ★ 97.0% 89.5% 2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 搬送ラインのバイブレータ制御見直しによる電力削減

2 設備導入 照明設備 LED照明変更

3 設備導入 空気調和設備 工程監視システム機能追加による負荷稼動調整を計画

3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
非生産時に空調負荷を停止させ電力削減
(削減効果：0.0744％)

4 運用対策 エネルギーデータ管理 機器の予防保全を推進する

4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
高温エアーの温度を見直し電力削減

東洋電産株式会社　本社・岳南工場 3,168 3,073 97.0% 3,145 99.3% ★ 97.0% 92.7% 2-4 設備導入 電気使用設備 インバータ式に更新 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステムの外部認証普及は頭打ちとなっていたので
SDGｓについて確認した。

2-4 設備導入 燃焼設備 空気比の再点検

2-4 設備導入 燃焼設備 溶解室内圧の調整

東レ株式会社　三島工場 ★ 122,751 113,751 92.7% 109,135 88.9% 2 運用対策 運転管理
繊維空調設備で、空調機の電力･蒸気･冷却水、各用役量をPCに取り
込み、設備の見える化を行い設備運用の効率化を図る。

3-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

加盟団体の活動として、事業所近隣の楽寿園にて、5月に従業員28名
で花苗の植え付け作業への参加を予定したが、雨天により中止となっ
た。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2 設備導入 電気使用設備
動力圧空設備で、老朽化したﾚｼﾌﾟﾛ圧空機をｲﾝﾊﾞｰﾀｰｽｸﾘｭｰ圧空機に
更新し省ｴﾈを図る。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

近隣地域(長泉町)との協定｢環境創造型まちづくりにおける連携に関す
る協定書｣に基づき、工場から発生する温室効果ガス排出量の把握と
自家発、ボイラー等の安定稼働に努めた。また、ノーカーデーを推進し
(年２回)、温室効果ガス発生抑制活動を実施した(参加者数：　36名)。

2 運用対策 運転管理
動力窒素設備で、2台運用の窒素分離器を窒素使用量の削減により1
台運用として省ｴﾈを図る。

2-3 運用対策 保守及び点検
動力蒸気設備で、蒸気主管の保温強化やｽﾁｰﾑﾄﾗｯﾌﾟの整備強化によ
り放熱ﾛｽを削減し省ｴﾈを図る。

3-4 設備導入 空気調和設備
繊維空調設備で、老朽化とｵｰﾊﾞｰｽﾍﾟｯｸな設備を設備容量の最適化と
近代化更新により省ｴﾈを図る。

東レプラスチック精工株式会社　三島工場 5,258 5,155 98.0% 4,972 94.6% ★ 98.0% 97.0% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
各部署ごとの月単位でのエネルギー使用量をまとめ、過去のエネル
ギー使用量と比較できるよう運用している

2 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

熱風乾燥機更新を実施した(既存設備より省エネタイプを選定)

2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムにてエネルギー原単位1%改善を目標に各部
署前年前月比1%未満の場合改善フォローを実施している

2-3 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

温水槽ガス燃料削減装置を導入した

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー設備の定期点検の実施により都度対応、照明器具は、LED照
明器具に交換した。

3 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

押出機高効率モータへ更新45kW

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 生産時のみの電動機運転を基本として徹底している 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

照明器具ＬＥＤ器具に更新した
令和2年度更新台数83台
令和3年度更新台数84台
令和4年度更新台数102台

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務所不在時及び昼休憩時の消灯、PC画面のタイマー設定により電
源を切ることを徹底した。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

エアコン更新
令和2年度
8馬力 1台
15馬力⇒10馬力 1台
令和3年度は更新なし
令和4年度
4馬力　1台
8馬力　1台

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
給湯器は、7月～10月までは原則停止。その他期間は、タイマー設定し
夜間は停止設定した。

4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

太陽光発電設備容量30kWの導入

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房設定温度28℃、暖房設定温度20℃を基本に運用した。 4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

125T油圧射出成形機→125T電動射出成形機へ
更新

2-4 設備導入 照明設備
LED照明器具への更新時、頻繁に立ち入りいない場所については人感
センサー及び人感センサー付き器具を設置した。

株式会社ＴＯＫＡＩコミュニケーションズ
焼津第一ビル・焼津第二ビル

3,962 3,840 96.9% 3,608 91.1% ★ 96.9% 104.5% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
【2021年度実施済み】
サーバー室用ＵＰＳの稼働台数の最適化
（7台体制から4台体制に減数）

2-4 設備導入 空気調和設備
【継続実施】
サーバー室用エアコンのＡＩ自動制御

2-4 設備導入 空気調和設備
【2022年度実施済み】
事務所用エアコンのＡＩ自動制御

2-4 設備導入 照明設備
【2022年度実施済み】
LED照明への更新

株式会社トープラ　東海工場 ★ 8,624 8,300 96.2% 6,678 77.4% 2 設備導入 照明設備

めっき3号機水銀灯
8台LED化
CO2排出量削減5.7t
めっき1号機水銀灯
2台LED化

2 設備導入 照明設備
各部署蛍光灯、食堂等のHF蛍光ﾗﾝﾌﾟ交換
50台 残318台

3 設備導入 照明設備 令和4年実施に変更。　　トラックヤード水銀灯交換8台更新

3 設備導入 照明設備
各部署蛍光灯、食堂等のHF蛍光ﾗﾝﾌﾟ交換
69台 残249台

4 設備導入 照明設備
各部署蛍光灯、食堂等のHF蛍光ﾗﾝﾌﾟ交換
249台

4 設備導入 照明設備 事務所エアコン更新（事務所、現場事務所）

トーホー工業株式会社　トウカイ工場 2,264 2,195 97.0% 2,238 98.9% ★ 94.4% 99.5% 2 運用対策 排熱の回収利用 金型の定期清掃を実施、異物付着による熱効率低下を防止した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 企業11社105名が参加

2-3 運用対策 運転管理 コンプレッサー更新を実施。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラ性能検査前清掃にてスケールや煤の除去。

2-4 運用対策 燃焼合理化 ボイラ性能検査の整備に合わせて燃焼調整を実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 休憩時間をシフトすることで機械停止の削減。　　

2-4 設備導入 照明設備 なし

トーヨーカラー株式会社　富士製造所 ★ 27,382 26,569 97.0% 27,532 100.5% 3 設備導入 熱利用設備 ボイラー蒸気の漏れ等、ヘッダーの点検強化 2 地域や社員の家庭への普及啓発 その他 隔月で定期的に実施。巡視等でムダ取りをおこなった。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001(2015年版）に即した製造所内規則の改定

4 設備導入 熱利用設備 乾燥設備の移設時に小型化し、エネルギーを削減

4 設備導入 熱利用設備 空調設備を省エネタイプに更新

4 設備導入 照明設備 工場の照明をＬＥＤに更新

4 設備導入 電気使用設備 変電所設備を更新を実施し受変電の効率を向上

4 設備導入 照明設備 工場の照明をＬＥＤに更新

DOWAサーモエンジニアリング株式会社　浜松工場 4,359 4,493 103.1% 3,738 85.8% ★ 116.4% 116.2% 4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月のエネルギー使用量、及び処理重量を確認し、エネルギー原単位
の目標未達原因の調査と改善実施

4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
①工場、及び工場駐車場周辺の5S活動
（2021年10月実施）
②顧客5S活動（浜名湖周辺）への参画

4 運用対策 運転管理
①処理炉の認定追加による、効率化
②週末寄せ止めによる、設備計画停止の実施

4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

産業廃棄物の分別に関する教育実施によるルールの徹底
（総務課より全従業員へ教育）

4 運用対策 保守及び点検 洗浄機フィルター、及び洗浄機点検による熱交換器の汚れ除去



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

4 設備導入 電気使用設備

4 設備導入 照明設備 工場天井ライトのLED化

4 設備導入 空気調和設備

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用

ＤＯＷＡメタニクス株式会社 21,239 22,662 106.7% 19,299 90.9% ★ 97.0% 90.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 焼鈍炉の１週間の温調回数を減らし、温調ロスの削減を図った 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 当年度地域クリーン作戦は未実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001継続運用

2-3 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 焼鈍炉熱処理条件の統一化を推進し、温調ロスの削減を図った 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済みコピー紙の再利用を推進 3-4 森づくり県民大作戦 左記により見送り

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 職場の基準温度を冷房28℃、暖房20℃に設定し、啓蒙を図った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

R2年度より業者による空調機器の稼働開始前定期点検、清掃を開始

2-4 設備導入 熱利用設備 焼鈍炉に輻射熱の低減効果のある塗装を実施

4 設備導入 電気使用設備 変台変圧器更新時に省エネタイプを選定

2-4 設備導入 空気調和設備 建屋水銀灯・ﾅﾄﾘｳﾑ灯、蛍光灯　→LED化推進

ＤＯＷＡメタル株式会社 44,368 43,418 97.9% 44,067 99.3% ★ 98.6% 97.4% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光ランプのLED照明へ更新を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 一部設備ファンに高効率電動機採用した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 設備毎に月毎エネルギー原単位比較し、増減原因を把握した。

2-4 設備導入 電気使用設備 照明器具の光源点検及び交換を一斉連休毎に実施した。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期点検によるエアー漏れ箇所等の改修を実施した。

特種東海エコロジー株式会社　本社・工場 29,101 29,082 99.9% 26,429 90.8% ★ 99.0% 101.1% 2-4 設備導入 照明設備
LED化を対象としていた工場内、倉庫内の水銀灯、蛍光灯が令和3年度
に完了し、省エネのためユーティリティ設備の更新等を行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

実施なし

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 一部実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
令和2年度にCO2排出量3,310トンをJクレジットの認証を受け、移転し
た。

特種東海製紙株式会社 ★ 40,079 39,670 99.0% 37,869 94.5% 2-4 設備導入 照明設備
・加工2号機、天井照明LED化工事
・11・12号機抄紙照明器具LED化工事

ドコモ静岡ビル 4,264 4,000 93.8% 4,638 108.8% ★ 93.8% 92.7% 2-4 運用対策 保守及び点検
空調装置において、シーズン前の室外機洗浄および室内機フィルタ交
換による夏季の使用電力の抑制を行った。

図書印刷株式会社　沼津工場 9,445 9,162 97.0% 9,253 98.0% ★ 97.0% 92.7% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明の消灯をこまめに実施したり、必要照度低い所の照明を間引きし
た。

2-4 運用対策 保守及び点検
各種フィルターの定期的な清掃及び交換を実施。又、熱交換器の整備
を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 ブラインドの管理を行い、負荷の軽減を図った。

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 実績なし。

2-4 設備導入 電気使用設備
新規設備導入及び更新の際は、高効率の電動機を採用することができ
た。

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等
変電室の排気ファンを常時運転から、温度制御による、自動運転へ改
修を行った。

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯からLEDランプへの更新を進めている。

2-4 設備導入 照明設備 実績なし。

株式会社トップ　静岡工場 ★ 2,915 2,828 97.0% 3,256 111.7% 2-4 運用対策 運転管理
印刷機の稼働状況を常に確認し、効率的な機械の運転や無駄のない
印刷予定の管理を行う。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

左記計画を日々行っている。

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的に機械のメンテナンスを行う。社員で施せない場合の修理等は
業者に任せ、常に良好な状態で運転する。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

左記計画を日々行っている。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 夏は冷房27℃、冬は20℃で設定した。

2-4 運用対策 排熱の回収利用 印刷機から出る排熱の一部を循環再利用する設備を導入した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
複合機は省電力モードで稼働。各個人で使用するパソコンについて省
電力モードにするよう呼びかける。

数式会社巴川製紙所　静岡事業所 ★ 44,875 43,700 97.4% 35,051 78.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー管理

2-4 設備導入 熱利用設備 既設ボイラーの給水加温を実施した

2-4 運用対策 燃焼合理化
年1回の燃焼調整を実施し夏季・冬季のボイラーの空気比を適切に設
定した

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 中間負荷になる井戸ポンプ等にはインバータ制御を採用した

2-4 設備導入 排熱回収設備
抄紙機の乾燥用蒸気のドレンの熱量でボイラー給水を加熱し排熱を回
収した

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化
コージェネ発電設備の運転範囲を毎月検討し負荷が軽くなる場合には
停止する基準を定め運転管理した

2-4 設備導入 空気調和設備 －
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2-4 設備導入 照明設備 通常型蛍光灯、白熱灯をＬＥＤ照明に交換した

トヨタ自動車株式会社　東富士研究所 43,628 42,000 96.3% 37,043 84.9% ★ 97.0% 120.8% 2-4 設備導入 空気調和設備
・排気ファン更新
・空調機更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
買電において、単位電力量当たりの二酸化炭
素排出量が小さい電力メニューを優先的に選択
して使用すること。

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度 ｅラーニング、講演会等によるエコドライブの教育 22410 14633 0.335403869

2-4 設備導入 照明設備
・照明LED化
・誘導灯LED化

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での緑化等環境保全となる行動を呼びか
け、行動につなげること。

2-4 設備導入 熱利用設備 ・冷凍設備の電動化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

・簡易及び定期点検の実施
・行程管理票によるフロン回収破壊

2-4 設備導入 電気使用設備

2-4 設備導入 電気使用設備 重油式冷凍機・蒸気を使用する大型冷凍機から切り離し

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
・保温による遮熱
・ノズル形状変更
・設定温度変更

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止

豊田合成株式会社　森町工場 25,273 23,757 94.0% 21,064 83.3% ★ 94.0% 91.5% 2 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 厚生棟温水供給用給湯設備のﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ化

2-3 運用対策 運転管理
工業用冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟをｲﾝﾊﾞｰﾀｰ化することにより、休日及び長期休暇中
において周波数制御を掛け運転。

2 設備導入 空気調和設備
工場内空調設備への外部制御基盤にて改造
高負荷時を抑制

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電を設置

4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 2棟BAM-27工程の冷水用ﾁﾗｰを、ﾋｰﾄポンプ式ﾁﾗｰに更新

トヨタ自動車東日本株式会社　東富士総合センター ★ 4,524 4,388 97.0% 3,505 77.5% 2 設備導入 照明設備 屋上駐車場LED化

3 運用対策 運転管理 非稼働時の制御盤電源ＯＦＦによる待機電力の削減

4 運用対策 運転管理 サーバールームの最適空調化

株式会社虎屋　御殿場工場 3,733 4,157 111.4% 3,951 105.8% ★ 108.2% 95.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ISO14001(2015年版)に対応し、通常業務の効率向上が環境活動に寄
与すると位置づけたシステム・マニュアル類を整備。外部の審査機関に
よる2015年版の更新審査を受け、認証を継続することができた。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2022年10月5日に魚の放流会が実施され、2名参加。全体で約200匹の
アマゴを河川に放流した。協会主催の地域清掃活動にも2名参加した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

2015年版への対応が外部機関によって審査され、認証が更新された。

2-4 運用対策 推進体制の整備
工場内全体環境教育の研修ビデオを作成し、全社員向けに啓蒙を行っ
た。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

新型コロナウイルス感染症流行の影響により、中止。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 設備課によるエネルギーデータ管理 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
2022年7月18日にボランティアによる地域の清掃活動を実施。59名が参
加し、約13kmを清掃した。

2-4 運用対策 運転管理 設備課によるユーティリティー設備の運転管理 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

パッケージ変更等が発生した際には、可能な限り自然切替とし、旧在庫
を使いきれるようにした。

2-4 運用対策 保守及び点検 設備課による保守点検 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

汚れが少なく単一素材のビニール類や、一斗缶や機器等の金属類は、
分別して有価売却を行った。

2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比の調整 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
生産時に副産物として発生する小豆の皮の飼料化を進め、廃棄物の削
減に繋がった。
製造過程で生じる食品ロスは基準年度比で72.7%と削減された。

2-4 運用対策 排熱の回収利用 ホットウェルタンクによる排熱回収 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

法律に基づき、対象機器の簡易点検を四半期毎に実施。適切な管理を
行った。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 自動デマンド調整

2 設備導入 電気使用設備 増築棟の設備容量の選定

2-4 設備導入 空気調和設備 給気ファン・排気ファンの台数制御

2-4 設備導入 空気調和設備 給気ファンのインバータ制御

2-4 設備導入 照明設備 LED導入

内外化成株式会社　小笠工場 2,980 3,050 102.3% 2,803 94.1% ★ 95.2% 90.9% 2 設備導入 照明設備 照明95％LED化完了。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

Ｒ４年度はＲ２２冷媒機を４基更新。Ｒ２２冷媒を使用した空調の全廃完
了。冷凍機は年１回のフロン漏洩点検でメーカーによるマシンチェックを
継続実施。

2-3 ふじのくにCOOLチャレンジ 関連イベントの紹介。

2-4 設備導入 空気調和設備
Ｒ２２空調機を最新の省エネタイプの空調に更新。用途上空調区画の変
更は不可である。

2-3 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

産廃コンテナの定期巡回を実施し、普通可燃ゴミの混入が無いか、確
認を行う取り組みを実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 新設設備は主にINV駆動の機器を採用(搬送C/V関係) 2-3 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

新クルポアプリの紹介、ポイントによる賞品等の紹介。

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 一部設備の運転方法を変更。常時運転→必要時のみ運転。

2-3 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 こまめな消灯の継続的な呼び掛け。

2-4 運用対策 推進体制の整備
地球温暖化の影響と思われる実例を紹介しながら、朝礼での呼び掛け
を継続的に実施。

株式会社長倉製作所　本社 10,000 9,500 95.0% 8,868 88.7% ★ 94.8% 112.4% 2-4 設備導入 電気使用設備 設備ごとに、どのようなデータが計測・収集可能か検証する。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

金型の形状改善などにより、プレス工程の短縮化と金型の寿命の改善
を図る。

2-4 設備導入 電気使用設備
工場内の変電所で変圧器を低損失型に順次交換する。特に25年以上
の設備を更新する。
総台数25基中の6基を対象とする。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
毎年夏に開催している社内の夏祭りの際に、会社の近隣の美化活動を
実施する。

2-4 設備導入 照明設備
工場建屋の水銀灯照明および事務所内の蛍光灯照明器具のLED照明
化を順次進める。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

多段化ATや、電気自動車などの電動車両に搭載される部品の開発を
進める。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱利用設備の保温効果(ジャケット等)を高め
放熱によるエネルギーロスを削減する。

2-4 運用対策 燃焼合理化
連続焼鈍炉の条件変更(サイクルタイム改善により都市ガス使用量の削
減を図る)

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明器具のLEDへの切り替えの際に、照度の適正化を考慮した照明の
配置を検討する。
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2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 パソコンの省電力設定を活用する。

2-4 設備導入 電気使用設備
自動販売機を、夜間のみに冷却を行うタイプのものに順次切り替えを行
う。

ナカジマ鋼管株式会社　天龍川製造所 2,623 2,491 95.0% 1,779 67.8% ★ 95.0% 118.3% 2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比を最適に設定した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器

南部化成株式会社　大井川事務所 3,416 3,136 91.8% 3,055 89.4% ★ 97.0% 94.5% 2-4 運用対策 運転管理 生産管理による立上時のヒートアップ時間の短縮

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 管理標準作成による空運転の防止　　　　　　

3-4 設備導入 電気使用設備 エアコン交換時省エネエアコンに交換

南部化成株式会社　裾野事業所 4,627 4,580 99.0% 3,969 85.8% ★ 97.0% 96.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 受電月報作成

2-4 運用対策 運転管理 コロナ禍の影響による減産に応じて、休業日を設定した

2-4 設備導入 電気使用設備 老朽設備の計画更新

南部化成株式会社　吉田事務所 2,855 2,877 100.8% 215 7.5% ★ 97.0% 2572.3% 2 運用対策 運転管理 工場内のエアコン温度管理

2-4 運用対策 運転管理 工場内のエアコン温度管理

西日本電信電話株式会社　電電ビル 4,120 4,057 98.5% 3,973 96.4% ★ 98.5% 96.4% 2-4 運用対策 保守及び点検
夏のシーズンイン前の定期的に空調装置のフィルター交換と室外機の
洗浄など設備の保守及び点検を行い良好な状態の維持に努めた

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

リモート会議によるペーパーレス化を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 駿府城公園での清掃活動を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 安部川流木クリーンまつりでの清掃活動を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

環境省「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」の公示はないが、独自施
策として、節目を感じさせる行事日に合わせイベントライトダウンを実
施。

ニチアス株式会社　袋井工場 32,132 31,168 97.0% 26,534 82.6% ★ 97.0% 69.3% 2-4 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びス
ケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器の
スケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分の補修等、設備の
保守及び点検を行い、良好な状態に維持した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙を積極的に活用した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
・暖房の設定温度は、政府の推奨する室温を勘案して設定した。冷房の
設定温度は、暑さ指数(ＷＢＧＴ)を基に設定した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の分類ごとに箱を設置している。また説明写真も付けている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜消灯を行うことによ
り、過剰又は不要な照明をなくした。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切に冷媒漏えい防止措置
を図った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モー
ドの設定を行った。

2 設備導入 空気調和設備 ・効率の高い空調設備等を採用した。

2 設備導入 燃焼設備 ・燃焼制御装置にて、空気比を管理した。

2-4 設備導入 照明設備 ・水銀灯や蛍光灯のＬＥＤ化を実施した。

ニチハ富士テック株式会社　本社富士工場 ★ 5,024 4,634 92.2% 3,888 77.4% 2-4 運用対策 燃焼合理化
乾燥設備での被加熱製品の充填率向上による都市ガス使用量削減の
実施。

2-4 運用対策 運転管理
空気コンプレッサのＩＮＶ化での負荷状態の調査による稼働台数の調整
開始。

2-4 運用対策 保守及び点検
熱風乾燥炉の炉壁からの放熱損出の改善及び空気コンプレッサからの
漏洩空気の改善などの実施。

株式会社ニチビ　静岡工場 4,614 4,568 99.0% 5,024 108.9% ★ 98.0% 85.4% 2 運用対策 推進体制の整備 環境管理委員会を年4回開催、毎月の報告、改善策等、実施している。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

藤枝市が主催する、環境関連事業のライトダウンキャンペーン、ノー
カーデーに参加した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

関連企業に取得を促した。

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器、照明等不要時に電源を切り、事務用機器は低電力モード
に設定。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
6月に河川愛護、美化運動として大井川土手沿い及び河川敷の清掃活
動の実施、工場内を流れる窪川の清掃活動を実施。月1回工場周辺パ
トロールと清掃を実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱媒体の温度、圧力及び量を最適に設定することができなかった。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

コピー用紙及び配布資料の削減と両面使用の実施。

3 設備導入 熱利用設備 工業炉の導入が完了している。現在、生産及び試運転等で調整中。

3 設備導入 電気使用設備 空気圧縮機、定速機1台をインバータ機へ更新。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 年・月で実施、数値、グラフ化等で把握。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLED蛍光灯に更新。

2-4 設備導入 電気使用設備 受電設備更新機器仕様決定。

日研フード株式会社 10,165 10,063 99.0% 9,527 93.7% ★ 98.1% 100.1% 2 設備導入 コージェネレーション設備 コージェネレーション設備(435kWh)増設。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステム(ISO14001)運用

2-3 設備導入 熱利用設備 コージェネレーション設備(435kWh)増設に伴う排熱温水利用。

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 焼却処理用ポリ等をRPF(固形燃料)処理委託割合増加

2-4 運用対策 推進体制の整備 環境マネジメントシステム継続運用(目標：電気使用量1.0％削減)

日清食品株式会社　静岡工場 ★ 38,298 38,298 100.0% 43,923 114.7% 3-4 設備導入 燃焼設備
従来より高効率の機器を使用する事により、エネルギー由来の二酸化
炭素排出量を削減

3-4 エネルギー起源以外の削減取組
買電において、単位電力量当たりの二酸化炭
素排出量が小さい電力メニューを優先的に選択
して使用すること。

CO2フリー電力(非化石証書)契約による、二酸化炭素排出量の削減 20277.630 23645.37 0.617404819

2-4 運用対策 排熱の回収利用
コージェネ発電機を効率的に運転し、ガス使用に対する蒸気発生量の
向上に努めた。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

フロン使用機器と比べ低電力の二酸化炭素冷凍機を使用
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2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
1,蛍光灯をLED照明に変更した。
2,人感センサーを用いて細目に照明を消す。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ＯＡ機器の待機電力削減

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電気・ガスの使用量を把握し、省エネに努めた。

2-4 運用対策 運転管理 生産時間外に設備(照明・エアコン・付帯施設　等)を停止させる。

2-4 運用対策 保守及び点検
蒸気配管・ドレントラップの定期的点検により、蒸気の余熱ロスを防い
だ。

日清紡テキスタイル株式会社　藤枝事業所 5,273 5,800 110.0% 3,266 61.9% ★ 90.4% 113.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 大阪支社と吉野川事業所とEMSを統合した。

2-4 運用対策 保守及び点検 計画通り実施している。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度測定を実施し、適正化を図っている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 すでに設定されている。

2-4 設備導入 照明設備

日清紡メカトロニクス株式会社　浜北精機事業所 10,136 10,000 98.7% 4,798 47.3% ★ 96.0% 51.7% 2 設備導入 電気使用設備 変電所更新により、変圧器4台をトップランナー2014変圧器に更新した。

2-4 設備導入 電気使用設備
事務棟給排気ファン及び工場棟空調機械室ファンのＩＮＶ化を実施し、室
温により回転数を自動制御するようにした。

3-4 設備導入 空気調和設備 組立室空調ファンにＩＮＶを設置し、室温と清浄度を自動制御化する。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
事務所エアコンを間引き運転するとともに、設定温度の見直しを実施し
た。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
75kw水冷コンプレッサー1台を停止し、同時稼働による圧力上昇、冷却
水使用を抑制するとともに電力ピークカットを実施する。

2-4 運用対策 推進体制の整備
実情の電力使用状況を鑑み、契約電力を2250kw⇒1900kwに減設する
とともに、環境委員会を通じ、各職場単位で可能な省エネ施策を実践し
た。

株式会社ニッセー　下江留工場 35,891 34,232 95.4% 35,710 99.5% ★ 95.4% 93.7% 2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の
除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のスケールを
除去した。

2-4 設備導入 排熱回収設備 蒸気配管の保温施工を実施した。

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯や蛍光灯のLED化を実施した。

株式会社ニッセー　第７工場 9,662 9,565 99.0% 7,684 79.5% ★ 99.0% 112.7% 2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の
除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のスケールを
除去した。

2-4 設備導入 排熱回収設備 コンプレッサー排熱利用式超高効率ボイラの導入。

日東工業株式会社　菊川工場 7,892 7,655 97.0% 7,265 92.1% ★ 97.0% 99.6% 2 設備導入 照明設備
パート3設備照明を蛍光灯器具からLED器具へ45台更新。誘導灯
LED115台更新

2 設備導入 電気使用設備
廃水処理場ブロワーポンプ更新（11kwINV32Hzを7.5kwINV52Hzへサイ
ズダウン）

2 設備導入 熱利用設備 塗装乾燥炉へ遮熱シートを施工し輻射熱を抑制

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯

2 設備導入 空気調和設備 3期建屋折半屋根の遮熱塗装を実施

3 設備導入 照明設備 第一工場誘導灯63台及び第三工場倉庫天井照明をLEDへ更新した

3 設備導入 照明設備 第三工場天井照明を更新した。

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用

4 設備導入 燃料の選択 ボイラー燃料のA重油、乾燥炉燃料のLPGをLNGへ燃料転換した。

日東富士製粉株式会社　静岡工場 5,004 4,855 97.0% 4,952 99.0% ★ 97.0% 96.3% 2-4 設備導入 照明設備 昨年度までにLED照明への更新完了 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

環境関連事業の行事に参加

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率モーターに更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

資源の再利用等により廃棄物量削減

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 場所毎の電気使用量を毎月確認し、増減理由を把握

ニットク株式会社 13,615 13,751 101.0% 15,051 110.5% ★ 99.0% 87.1% 2 設備導入 電気使用設備 1M/C高効率ファンポンプの導入

3 設備導入 電気使用設備 3M/C高効率ファンポンプの導入

3 設備導入 電気使用設備 3M/C熱風吸気/排気ファンの更新

4 設備導入 電気使用設備 3M/Cルーツブロアの更新（令和4年の計画を前倒し）

日本アルコール産業株式会社
アルコール事業本部　磐田工場

7,270 7,052 97.0% 9,063 124.7% ★ 97.0% 89.4% 2-4 設備導入 熱利用設備 熱交換器の仕様変更を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 蒸留塔の運転条件を変更した
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日本エスエルシー株式会社　引佐支所 ★ 3,547 3,547 100.0% 3,274 92.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備
省エネ推進のため省エネルギー委員会を設置し定期的な報告と改善等
について会議を実施した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

社内での省エネ活動は実施できたが、家庭への啓蒙活動は十分ではな
かった。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
総合的、主要機器系統別に休日を除く毎日データを収集および記録し
て月単位で集計した。朝礼時に従業員にも現状を報告し啓蒙活動を実
施した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

支障のない印刷物は裏紙を再利用した。資源となり得る廃棄物につい
ては分別し廃棄した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
主要設備については運転状況の記録と運転時間やエネルギー使用量
を記録および検討し、機械ごとの運転方法を検討し実施した。

2-4 運用対策 運転管理
天気予報等の情報から外気温度および湿度を考慮しながら最低限の機
器を運転するようにした。

2-4 運用対策 保守及び点検
主要機器は業者に定期的なメンテナンスを委託し、自社整備が可能な
機器については自社にて清掃等のメンテナンスを実施した。

2-4 運用対策 燃焼合理化 業者に委託した。

2-4 運用対策 排熱の回収利用 廃熱については可能な限り回収し熱減として使用した。

日本クッカリー株式会社　島田工場 ★ 3,932 3,814 97.0% 3,412 86.8% 2 設備導入 電気使用設備

2 設備導入 照明設備 LED化の推進

3 設備導入 熱利用設備 ボイラー設備入替

3 設備導入 照明設備

4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等

4 設備導入 照明設備

日本クレア株式会社　富士宮技術サービスセンター ★ 2,550 2,474 97.0% 2,520 98.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備 実施無し

2-4 設備導入 空気調和設備 実施無し

2-4 設備導入 照明設備 照明のLED化の推進

日本ケイカル株式会社 11,976 10,150 84.8% 10,294 86.0% ★ 99.0% 105.4% 2 運用対策 運転管理 負荷に合わせてポンプの台数制御を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

R4年のみ実施できなかった

2 設備導入 熱利用設備 R4年は実施せず 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

ケイ酸カルシウム保温材の廃材を用いた断熱パテの開発に着手

2-4 設備導入 電気使用設備 成型機の油圧ユニットを効率の良い油圧ユニットに更新した。

3-4 設備導入 空気調和設備 R4年に空調機の更新を実施

日本軽金属株式会社　蒲原製造所 ★ 30,386 29,474 97.0% 28,387 93.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを運用し、地球環境の保護などの社内教育を
実施した。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

緑地の維持及び保全活動を実施した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

従業員へ認識教育を行い、
意識レベルの向上を図った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明機器は適時に更新している。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
従業員の感染対策を優先し、活動を休止中であったが、2023年度内の
再開に向けて準備中である。

2-4 設備導入 空気調和設備 エアコンなどは適時に更新している。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 自社廃油焼却炉が正常運転できるよう維持・管理している。

2-4 設備導入 燃焼設備 F-２７稼働率が上がり、都市ガスへの燃燃転効果が確認できている。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

アルミの持つ環境性能を活かした製品開発、製造を行っている。

2-4 設備導入 電気使用設備 ポンプなどは適時に更新している。

2-4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの最適な条件の検討をした。

2-4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの最適な条件を把握するため、流量計を追加設置した。

2-4 設備導入 燃料の選択
二酸化炭素排出量の大きい重油炉のＦ-３６について、設備改造を行い
重油から都市ガスへと燃料転換した。

日本軽金属株式会社　清水工場 90,224 96,776 107.3% 85,693 95.0% ★ 97.0% 84.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備 環境管理委員会にて行政や全社ﾚﾍﾞﾙの削減目標等を周知させた。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

古紙回収実施。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 ｴﾈﾙｷﾞｰ種別ごとに使用実績を集計し、傾向管理等に利用した。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

焼結温度の低い製品の開発に着手した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 夏は28度、冬は20度で運用。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域の関連活動への参加。

2-4 運用対策 排熱の回収利用 蒸気ﾄﾞﾚﾝを給液加熱の熱源として利用した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

会議等のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化。

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化 場内負荷調整が可能な範囲で平坦化し、定格負荷で運用した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 不要機器の停止を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 一部実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ﾊﾟｿｺﾝなどOA機器は省電力ﾓｰﾄﾞ設定。

2-4 設備導入 熱利用設備 再溶解工程でPH化に伴い放熱面積削減を実施。

2-4 設備導入 排熱回収設備 余剰温水を利用して蒸気使用量を削減した。

2-4 設備導入 電気使用設備 更新機器（電動機など）はﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ品で対応。

2-4 設備導入 電気使用設備 一部ｲﾝﾊﾞｰﾀ化の検討を実施。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 電気使用設備 高温排ｶﾞｽには計測管理を実施している。

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯の更新で順次LED化を実施中。

日本形染株式会社 ★ 3,131 3,037 97.0% 2,449 78.2% 97.0% 126.1% 2-4 設備導入 電気使用設備
生地延ばし工場の天井換気ファンを商用からインバーター制御に改造
し、冬季は30Hz、夏季は50Hzで運転している。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラーの清掃は定期的に製造メーカーに依頼し実行している

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ライン停止時には、出来るだけ電源OFFを指示している。

2-4 設備導入 照明設備 随時、蛍光灯照明器具からLED照明器具に更新を進めている。

日本食品化工株式会社　富士工場 154,681 159,300 103.0% 152,155 98.4% ★ 99.4% 99.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
省エネ推進委員会の開催、並びに毎月の定例会議でエネルギー消費
動向を確認した。

2-4 緑の募金 計画通り実施

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラ清掃の実施。照明設備に於いてはLEDへの更新を進めた。

2-4 運用対策 排熱の回収利用
コジェネレーション設備の発生する熱が十分に利用されるよう負荷に応
じた運転監視を行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度は、管理者を選任して管理を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 発電所高圧コンデンサ更新。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休みの消灯、早帰りデー(週一回)を実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 昨年度は回転制御装置の設置を実施しなかった。

2-4 設備導入 照明設備 LED照明への更新を継続実施。

日本製紙株式会社 富士工場鈴川 ★ 2,974 2,886 97.0% 1,903 64.0% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・事務用機器は、不要時において適宜電源を切る
・低電力モードの設定を実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

R4年6月27日実施
10名参加

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
R4年6月21日実施
　10名参加

日本製紙株式会社 富士工場富士 ★ 22,692 22,208 97.9% 15,362 67.7% 2-4 運用対策 保守及び点検

・ボイラーの水質管理
・スケールの除去
・蒸気トラップの不良個所の交換、各バルブ、フランジからの蒸気漏れを
補修
・設備の保守及び点検等実施

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

R4年6月24日実施
10名参加

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

R4.9/13～9/15
ISO再認証審査実施

2-4 運用対策 燃焼合理化
・各燃料定期分析による性状の把握
・各燃料水分状況により燃料比率の調整
・石炭使用量の削減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

①R4年6月21日実施
　15名参加
②R4年6月8日実施
　11名参加
③未実施

2-4 設備導入 照明設備

・清掃
・光源の交換
・照明設備のＬＥＤ化
◎変圧器の電源切り離しによる省電力
◎軽負荷の電源供給場所変更による省電力

3-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

未実施

日本製紙株式会社　富士工場吉永 ★ 302,692 293,611 97.0% 270,838 89.5% 2-4 運用対策 運転管理
ﾄｯﾌﾟﾌｧｲﾅﾌﾟﾚｰﾄ高効率化
ｽｸﾘｰﾝ台数適正化による省電力
ﾎﾟﾝﾌﾟ性能回復によるﾌﾞﾛｰ工程時間短縮

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

9/13～9/15
ISO14001再認証審査実施

2-4 運用対策 排熱の回収利用
抄紙機ﾄﾞﾚﾈｰｼﾞ改造による省蒸気
低圧蒸気圧力低減による発電効率ｱｯﾌﾟ

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
抄紙機ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ適正化
ﾊﾟﾙﾊﾟ循環量見直しによる負荷低減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 6・9・12・3月に実施

2-4 設備導入 照明設備 照明更新による高効率化

日本製紙クレシア株式会社　興陽工場 ★ 48,932 47,464 97.0% 48,883 99.9% 2 運用対策 運転管理 サクションルーツプーリ径変更による電力削減 2 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2022年度　富士山麓ブナ林創造事業参加

2 運用対策 運転管理 抄紙電気室エアコン更新による電力削減

2 運用対策 運転管理 シングル系効率ＵＰによるユーティリティ改善

3 運用対策 運転管理 ブローク　トップファイナー停止

3 運用対策 排熱の回収利用 白水タンクの加温蒸気削減

4 運用対策 運転管理 FNマシンSD時不要機器停止による待機電力削減

4 運用対策 運転管理 #1.2包装機更新によるｴｱｰ使用量の削減

4 運用対策 運転管理 FNﾏｼﾝ　ｴｱﾚｲﾄﾞｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾀﾞﾝﾊﾟｰｴｱ漏れ対策

日本製紙パピリア株式会社　原田工場依田橋 4,931 4,784 97.0% 3,777 76.6% ★ 97.0% 103.6% 2-4 設備導入 電気使用設備 貫流ボイラーを更新して消費電力が低減した 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士市ブナ林植林事業に参加した 2-4 森林認証制度 森林認証（2022年度）

2-4 設備導入 照明設備 誘導灯のLED化　1件 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

近隣住民に対して工場の環境パフォーマンスの説明会を開催

2-4 設備導入 排熱回収設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域清掃活動へ参加した

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電気需要の管理（日報）、省エネ委員会の開催 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

環境月間取組
ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝ
e－ﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｴｺﾌｫﾄ　等

日本製紙パピリア株式会社　原田工場 37,571 36,443 97.0% 28,343 75.4% ★ 97.0% 87.4% 2-4 設備導入 電気使用設備
ｴｱｺﾝ更新（２台）
原動機ｲﾝﾊﾞｰﾀ化（1台）
トランス統廃合

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士市ブナ林植林事業に参加した 2-4 森林認証制度 森林認証（2022年度）

2-4 設備導入 照明設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

近隣住民に対して工場の環境パフォーマンスの説明会を開催

2-4 設備導入 排熱回収設備 ドレン回収タンク保温材改修により断熱性を向上 2-3 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域清掃活動へ参加した



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
蒸気及び電力量を部署別に把握し、ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位の推移把握を図っ
た。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

環境月間取組
ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝ
e－ﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｴｺﾌｫﾄ　等

2-4 運用対策 運転管理 生産設備の間欠運転、ボイラ効率の維持管理

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務所照明昼時間消灯

日本たばこ産業株式会社　東海工場 ★ 14,231 13,322 93.6% 7,131 50.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
省エネグループ検討会、地球環境委員会を組織し、毎月のエネルギー
実績を分析することでエネルギー消費動向を把握した。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

磐田市環境保全推進協議会主催の植樹/間伐作業へ継続して参画。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステム(ISO14001)の運用継続。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
設備保守手入れを年間でスケジューリングしているほか、エネルギー等
(水、廃棄物含む)の実績を毎月の目標と比較分析することで設備や機
器の異常・劣化の早期発見に繋げた。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場南側用水路の清掃を実施。

2-4 運用対策 運転管理
空調機や空気圧縮機における負荷変動に対応したインバータによる調
整運転、冷凍機・空気圧縮機の台数制御を実施。また、生産状況に応じ
た付帯設備の発停を実施。

2-4 運用対策 保守及び点検
設備保守手入れの年間スケジュールを立て計画的にメンテナンスを実
施した。突発でメンテナンスが必要になった際は都度対応した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
事務所・居室の空調機について、政府推奨の設定温度を勘案して設定
値を設け、設定値の変更制限をかけた。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 吸収式冷凍機を活用したピークカットを実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
OA機器の低電力モード設定、通路照明に人感センサーを使用し不要時
における消灯を実施。

2-4 設備導入 照明設備 製造現場の照明をLEDへ更新。

日本特殊塗料株式会社　静岡工場 3,789 3,790 100.0% 3,114 82.2% ★ 96.9% 103.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
社内の環境マネージメントシステムにより、運用している。ただし社内/
社外研修等については参加できなかった。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 清掃活動への参加を計画も参加できず。

2-4 運用対策 推進体制の整備 令和４年度エネルギー管理講習（資質向上講習）を受講。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

端材については、廃棄と再生の分別作業を実施継続。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
デマンドコントロールで月・週・曜日・時間単位でのデータ取りし最大値
平均値を半期単位でグラフ化。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 廃棄していた端材の一部を、原料へ再生を継続実施。

2-4 運用対策 運転管理
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙにて契約電力以上の使用を抑止し、設備毎に掛かる電
力量より日々の使用量を予測した算出表を用いて管理を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

7.5Kw以上50Kw未満の冷凍冷蔵機器については昨年業者が点検済
み。業務用冷凍空調機器については３ヶ月毎に簡易点検実施済み。

2-4 運用対策 保守及び点検
予熱設備の定期的、掃除/点検/メンテを実施及び、設備更新は、省エ
ネタイプを選定する。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
事務所内では実施できた。現場休憩室では休憩時間に急速に温度を
上下させる為、設定温度を変えていた。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
・電気ヒーターのＯＮ時間のタイマー調整を実施。
・中電節電ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへ参加。

2-4 設備導入 照明設備
照明器具のLED化を推進と、季節に合わせ、外灯等のＯＮ/ＯＦＦ時間の
タイマー調整を実施している。

日本ハムファクトリー株式会社　静岡工場 8,888 8,784 98.8% 7,758 87.3% ★ 98.0% 85.8% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視活用により保守・点検時間を明確化し整備を確実に行った。現
場の主要加工機械に関しては、時間基準で備品交換等メンテナンスを
行っている。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロンリークチェックを1回/月実施及び日々フロン量の点検実施する事
で異常の早期発見及び対応が出来た。
老朽化設備更新が計画通り実施出来た。

2-4 緑の募金 2022年度緑の羽根募金への寄付（10,000円）を行った。

2-4 運用対策 運転管理
中央監視活用による運転状況の把握及び稼働台数の調整を行った。
ボイラー燃料転換に伴いボイラー更新を行ったが台数制御装置を新た
に導入し運転の効率化を図った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

自然冷媒・アンモニア冷媒の検討。

2-4 運用対策 保守及び点検
空調フィルターの目詰まりは日々の点検にてマノメーターの値を確認す
る事で監視出来ている。また夏季対策として、冷凍機凝縮器の熱交換
部の清掃を行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内方針によりチェックシート類を中心に可能な物は電子化実施。

2-4 運用対策 燃焼合理化 季節毎（夏季・冬季）の空気比調整の実施。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
敷地周辺美化活動は1回/月実施。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
廃水処理曝気槽に導入したターボブロワーを活用し、ブロワー運転台数
を削減。

2-4 設備導入 電気使用設備
廃水処理曝気槽に導入したターボブロワーを活用し、ブロワー運転台数
を削減。

2-4 設備導入 空気調和設備
可能な箇所は実施済。

4 設備導入 燃料の選択 ボイラー燃料転換（重油から都市ガス）を実施。

日本プラスト株式会社　富士工場　1地区 ★ 2,136 2,000 93.6% 1,734 81.2% 2-4 設備導入 照明設備 照明設備のＬＥＤ化を行うことができなかった。 2 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 潤井川河川敷において、5月に社員約10名で清掃活動を実施した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001に適合する環境マネジメントシステムの実施、維持、継続的な
改善を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
昼休みや不在時の照明の消灯を徹底した。
また、照明設備の減灯を行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

「ふじさんネットワーク」に入会し、富士山周辺の清掃活動を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備 生産設備導入時、サーボモーターを採用した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

ハンドル芯金の不良品より鉄とマグネシウムを分別しリサイクル化を
行った。

2-4 運用対策 推進体制の整備
毎月、環境委員会を実施し、温室効果ガス排出抑制に繋がる活動の確
認を行った。

日本ペットフード株式会社　静岡工場 4,780 4,168 87.2% 3,952 82.7% ★ 86.9% 71.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
省エネ委員会にて省エネ対策の計画と実施状況の報告の体制整備を
行う。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

パソコンで作成した書類を書面化せずデーターによる送信若しくはメー
ル添付にてペーパーレス化をする。

2-4 運用対策 燃焼合理化 業者による空気比の調整を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
工程内発生原料廃棄物
を肥料用として引き渡し
をした。

2-4 設備導入 電気使用設備 更新時に高効率モーターを選定する。

2-4 設備導入 照明設備 照明器具更新時にをLEDを選定する。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
年・月・日単位でエネルギー使用量管理を実施し、年・月でグラフにして
エネルギーの消費動向が把握をする。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 稼働終了及び工場操業終了時に照明の消灯をする。

2-4 運用対策 排熱の回収利用 蒸気ドレン水を貫流ボイラー用水タンクに回収するようにする。

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー管理会社による水質管理、スケール除去の実施をする。
社員による蒸気漏洩補修を実施をする。
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日本ﾏｲｸﾛﾊﾞｲｵﾌｧｰﾏ株式会社　磐田事業場 5,347 5,000 93.5% 2,978 55.7% ★ 102.9% 64.4% 2 設備導入 空気調和設備 フロン機器の更新(冷媒R22→R32)、 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 公道、河川の草刈り、ゴミ拾いを実施した。（年5回、延べ80名参加）

3 設備導入 燃焼設備 ボイラーの更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

注文書の電子化、社内回覧書類の電子化、行政提出書類の電子申請
化

4 設備導入 熱利用設備
一部の蒸気配管に対し、サーモグラフィーカメラを用いて保温材の状態
確認を実施した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

対象設備の自主点検(3か月に1回)及び専門点検(年1回)を実施。設備
の維持・管理を実施した。

日本モレックス合同会社　静岡工場 11,464 10,750 93.8% 8,415 73.4% ★ 96.7% 132.0% 2 設備導入 電気使用設備 日立社製37KWコンプレッサー×2台の老朽更新を実施 4 エネルギー起源以外の削減取組
買電において、単位電力量当たりの二酸化炭
素排出量が小さい電力メニューを優先的に選択
して使用すること。

電気需給追加契約
5月～10月の使用電力量30％分のCO2フリー電気を購入
11月～3月の使用電力量100％分のCO2フリー電気を購入

4384 4031 0.35162247

3 設備導入 電気使用設備 IHI社製37KWコンプレッサー×2台の老朽更新を実施

2-3 設備導入 電気使用設備
既存系統調査及び図面化実施済み。
改修計画の仕様策定中

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
既存系統調査及び図面化実施済み。
改修計画の仕様策定中

2-4 設備導入 電気使用設備
既存系統調査及び図面化実施済み。
改修計画の仕様決定予算申請中。

2-4 設備導入 照明設備
駐車場外灯HIDランプ、工場内小部屋のHf蛍光ランプのLED化計画箇
所全ての機器更新を実施。

3 設備導入 電気使用設備
圧縮エアーレシーバータンク増設
（第2工場エアータンク 2.26m3×1基に、4.00m3×1基を増設）

日本理化製紙株式会社　　本社・草薙工場 2,544 2,648 104.1% 2,311 90.8% ★ 97.0% 107.6% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等

・7MC及び8MCの週末(土･日)空調機の停止の継続（H31年～）。　　　　　　　　　　　　　　　　
・高圧ﾎﾞｲﾗ-の運転台数の見直し3→2台に変更の継続(R3年～）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・低圧ﾎﾞｲﾗ-運転を見直しした（基本:空調運転時のみ）　　　　　　　　　　　　　　　
・7MC蓄熱燃焼脱臭装置の遠隔停止構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2-3 排出低減技術等の開発・普及 その他

・ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ装置におけるｼﾜ改善（ﾍﾟｰﾊﾟ-ﾛｰﾙ位置可変化）を実施した（ﾌ-
ﾄﾃｰﾌﾟ外注加工品対応）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ｶﾞ
ﾑﾃｰﾌﾟのｽﾘｯﾄ重なり対策として、ｾﾊﾟﾚ-ﾀ機能を有した設備（11･12号ｽﾘｯ
ﾀ-）に生産集約し重なり不良最小化した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

更新審査実施し、適合判定

2-4 運用対策 保守及び点検

・ﾎﾞｲﾗ-の点検（日常・月次・年次）をﾒｰｶ-と継続実施した。　　　　　　　　　　
・RTO装置の点検をﾒｰｶ-と実施した(燃焼ﾌﾞﾛﾜの羽根異音交換・着火電
磁弁交換・ｼﾘﾝﾀﾞ-電磁弁交換・ﾓｰﾀ-振動更新）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・7MC排気ﾌｧﾝﾓｰﾀ-用冷却ﾌｧﾝ羽根及び羽根側ﾍﾞﾘﾝｸ交換を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・7MC空調制御機器点検をﾒｰｶ-と実施した。　　　　　　　　　　　
・5MC陽圧ﾌｧﾝ(2基）をﾒｰｶ-と点検し、ﾌﾞﾛﾜ軸不良交換を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・7MC制御盤ｸｰﾗ-老朽更新(2台）

2-4 設備導入 照明設備
製造作業現場の未実施分（11基）の蛍光灯をLEDﾗﾝﾌﾟに変更した（R4年
12月）。　　　　　　　　　　　　　　　人感ｾﾝｻ-付LED化(3基）を実施した。

2-4 設備導入 排熱回収設備
蒸気・ｴｱ漏れ等28箇所の漏れを修理した。　　　　　　　　　　　　　　　
・工場内ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ・蒸気・水・ｴｱ配管点検を毎月実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備

・ｴｱｺﾝ室外機ﾌｨﾝ洗浄(5基）を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　
・5MC排気ﾌｨﾝ用ﾀﾞｸﾄ金網変更（網目：大）による負荷低減を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・電力記録計の更新を行い、各自が使用電力量をPCで把握できる様に
した(見える化）

沼津市立病院 ★ 5,465 5,424 99.2% 5,072 92.8% 2-4 設備導入 照明設備 一部蛍光灯をLED照明へ更新

沼津熔銅株式会社 11,896 11,600 97.5% 9,136 76.8% ★ 100.9% 99.0% 2 設備導入 照明設備 HID照明をLED照明へと更新した。

2-3 設備導入 熱利用設備 燃焼制御方法の改善が出来なかった。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 休日の制御盤電源断を可能な制御盤について実施した。

ネオファーマジャパン株式会社　袋井工場 ★ 8,178 8,014 98.0% 5,760 70.4% 2 設備導入 電気使用設備 高圧動力変圧器（#02棟 南）の更新を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

#11棟 チラー冷凍機（MA011-700-01）蒸発器のチューブの清掃 

2 運用対策 運転管理
冷凍機（ブライン）を生産状況に合わせた運転管理（運転・停止）を行っ
た。

3 設備導入 電気使用設備 高圧動力変圧器（#02棟 北）の更新を行った。

4 設備導入 電気使用設備 特高変圧器（#08棟）の更新ができなかった

2-4 設備導入 照明設備 照明器具の更新ができなかった。

ネスレ日本株式会社　島田工場 30,801 29,877 97.0% 34,387 111.6% ★ 97.0% 70.7% 2 設備導入 熱利用設備 製造設備を一部更新することで、漏れによる熱ロスを削減 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

定期点検、不具合箇所の修理を実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステムの運用実施 4227 30160 0.979188987

3-4 設備導入 熱利用設備 高効率ターボ冷凍機を導入することにより省エネ運転を実現 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

全部署で省エネルギー対策を実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギー原単位、コストの両面で昨対比を比較し、進捗に応じて追加
対策を実施

3-4 運用対策 運転管理 負荷の状態に応じて、冷凍機の稼働台数の調整を実施

2-4 運用対策 排熱の回収利用 排水処理で発生するメタンガスをボイラーの燃料に有効活用

3-4 運用対策 燃焼合理化 ボイラーの燃料の水分値の調整を実施

株式会社ノダ　清水事業所 24,937 23,717 95.1% 23,717 95.1% ★ 103.2% 96.8% 2-4 設備導入 照明設備 水銀灯ランプ器具　蛍光灯器具う順次　LED照明に入替実施

2-4 設備導入 電気使用設備 設備更新時に負荷に応じた回転数制御システムを取り入れた。　

2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサーのエアー漏れ調査を実施した。

2-4 運用対策 保守及び点検
点検日に汚れの多い蛍光灯器具の清掃を実施　　　工場稼働率の向上
の為　月例点検の計画的実施を行った。

3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 １１号倉庫、１３号倉庫の屋根上に太陽光発電設備を設置した。

株式会社ノダ　富士川事業所 9,425 9,590 101.8% 8,994 95.4% ★ 97.6% 95.3% 2-4 設備導入 電気使用設備 エアー漏れ修理

2-4 設備導入 照明設備 照明のLED化　水銀灯　62灯　　



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

3 運用対策 運転管理 変電設備のトランスの稼働台数を削減する

3 運用対策 運転管理 コンプレッサーの運転の削減

株式会社パイオラックス　富士工場 2,913 2,825 97.0% 2,464 84.6% ★ 97.0% 96.6% 2-4 設備導入 電気使用設備 新規設備導入にあたり高効率モーターの採用の実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域貢献活動の一環として近隣清掃実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

1回/年 外部審査
1回/半年 社内内部監査
1回/月 社内環境推進会議

2-4 運用対策 推進体制の整備

環境推進会議1回/月
内部監査2回/年
外部審査1回/年
他定期的に社内研修実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

工程不良低減活動
廃棄物基準書の見直し
(分別の徹底含む)

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 射出成型機、電気炉の設定温度の最適管理 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

社内集合教育の実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 政府の推奨する温度に設定を行い、設定変更防止管理を実施 2-4

榛原総合病院 ★ 3,505 3,400 97.0% 4,006 114.3% 2-4 運用対策 運転管理 負荷の状況により使用機器の選択と稼働機器の台数を調整。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
冷暖房の設定温度の厳守。会議室・更衣室の使用後、照明・冷暖房の
スイッチ切りの徹底。院内メールでの呼びかけ実施。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
空調設備は季節による外気導入。外気温、負荷変動を見て運転時間調
整の実施。

2-4 設備導入 照明設備 改修した部屋は蛍光灯からLEDを採用。

ハウス食品株式会社　静岡工場 11,801 10,597 89.8% 10,281 87.1% ★ 89.8% 112.9% 2 設備導入 空気調和設備
空調用冷凍設備を蒸気（都市ガス）吸収式冷凍機より、ノンフロン冷媒
を使用したターボ冷凍機へ更新したことでCO2発生量を抑制した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

コロナ禍により、プラント内の見学が中止となる。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステムによる継続的な改善実施

2 設備導入 電気使用設備
プラントの負荷及び季節に対応し、ターボ冷凍機をインバータによる適
切な運転できる様に運転システムを確立する。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

フロン使用設備の日常点検管理と簡易点検、定期点検の計画に沿った
実施。
冷凍機更新計画に沿った更新と温暖化係数を考慮した仕様決め。

2 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等
プラントで使用する洗浄温水の予備加熱をヒートポンプを設置し、温室
効果ガスの削減を図る。

2 設備導入 電気使用設備 特別高圧受電設備更新による変圧器効率アップを図る。

3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電システムを設置し、再生エネルギーの導入を図る。

2-4 設備導入 照明設備
照明設備の更新計画に沿った実施。
2022年度で全台更新完了予定。

2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステム及び省エネ法における原単位1％削減に向け
て活動を展開

パナソニック株式会社アプライアンス社
ランドリー・クリーナー事業部静岡工場

3,782 3,668 97.0% 3,539 93.6% ★ 97.0% 40.9% 2 設備導入 電気使用設備
大型プレス機（６００ｔ）の導入
設備更新による省エネ
交替制による時間短縮による照明・空調電力削減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

ISO14000活動により、省エネ啓蒙（エアコン設定温度・消灯など）・一般
環境教育での省エネ啓蒙を実施

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14000システムに基づく環境活動を計画通り実施（エネルギー管理・
省エネ施作管理・環境教育　等）

2 設備導入 空気調和設備
老朽化したエアコンの更新
機器の高効率化
高機能リモコンによるタイマー・温度の制御

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 飲料自販機コーナーを活用し、エコキャップ運動を推進

3 設備導入 空気調和設備
老朽化したエアコンの更新
機器の高効率化
高機能リモコンによるタイマー・温度の制御

4 設備導入 照明設備 蛍光灯照明器具・水銀灯照明器具からＬＥＤ照明器具への更新

パナック株式会社　富士宮工場 6,613 7,109 107.5% 5,480 82.9% ★ 97.7% 110.4% 2-4 設備導入 照明設備
順次LED照明への置換。
（切替数：1⇒22⇒42⇒62%）
※全数対比

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

分別・回収の徹底。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

管理文章の移行、社員教育（社外研修への参加）の実施。

2-4 設備導入 電気使用設備
メインの冷凍機として、省エネ性能の高いターボ冷凍機を稼動し、緊急
時に限りサブの吸収式冷凍機を稼動するよう、プログラムでの運転制御
を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 設備導入 排熱回収設備
廃熱を利用して発電を行う、マイクロガスタービンの常時稼動、メンテナ
ンスの実施により省エネ性能を維持した。

2-4 設備導入 電気使用設備
従来のレシプロ式を予備機とし、新たにスクリュー式（インバーター搭
載、エネルギー効率が1.4倍）を令和2年に導入、安定稼働の実施。

浜岡原子力発電所 ★ 143,036 143,000 100.0% 116,190 81.2% 2-4 設備導入 燃料の選択
プラント停止中と比較し、プラント再稼働後は、89.4%の温室効果ガスの
削減が見込めることから、早期再稼働を目指し、新規制基準対応等、各
種取り組みを進めている。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
「海と渚のクリーンアップの全国活動（全国一斉海浜清掃）」の活動の一
環として、6月に発電所従業員及び地域住民合わせて111人で、浜岡砂
丘の清掃（ゴミの総重量約130kg）を実施した。

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

会社規程に基づき、環境マネジメント指針を定めるとともに、中部電力
グループ環境基本方針の朝礼時における唱和等を通じた普及活動や
環境法令に関する教育資料による教育活動等を実施した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

「マイプラント家族交流会」と称し、11月に社員及びその家族合わせて
105人で、海岸清掃（2トントラック1台分）を実施した。

浜北工業株式会社　本社工場 4,128 4,375 106.0% 4,289 103.9% ★ 99.7% 99.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを導入し展開している。
省エネ法を順守し、管理体制を整えている。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギーデータは必要に応じて絶対値評価もしくは原単位にて評価し
環境推進委員会に於いてレビューしている。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
鋳造用高周波溶解炉は溶解エネルギー原単位の低減が課題である。
目標設定し。溶解エネルギーが最小使用量となる操業を目指している。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯や水銀灯のＬＥＤ化を順次実施している。

浜名湖競艇企業団 3,980 4,250 106.8% 3,728 93.7% ★ 97.3% 85.1% 2 設備導入 電気使用設備 熱源・空調設備モーター更新時トップランナーモーターを採用

2 設備導入 空気調和設備 エアコン更新に伴うエアコン成績係数の向上

2 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー使用状況をグラフ化し消費動向を把握

4 設備導入 電気使用設備 電気室更新時に変圧器系統の統合

2-4 設備導入 照明設備 照明器具更新時LEDランプを採用

浜名湖電装株式会社　吉美工場 10,899 10,572 97.0% 10,336 94.8% ★ 97.0% 98.4% 2-4 設備導入 照明設備 工場の天井照明LED化

2 設備導入 電気使用設備 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｴｱｰによるﾌﾞﾛｰﾉｽﾞﾙを省ｴﾈﾉｽﾞﾙへ変更

2-4 運用対策 運転管理 ﾗｲﾝ別ｴｱｰ元ﾊﾞﾙﾌﾞの設置と確実な運用によるｴｱｰ削減

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 増圧弁の省ｴｱ化



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

浜名湖電装株式会社　本社・本社工場 6,499 6,304 97.0% 5,381 82.8% ★ 97.0% 97.3% 2-4 設備導入 電気使用設備 工場の天井照明LED化

2-4 運用対策 運転管理 ﾗｲﾝ別ｴｱｰ元ﾊﾞﾙﾌﾞの設置と確実な運用によるｴｱｰ削減

2-3 設備導入 電気使用設備 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｴｱｰによるﾌﾞﾛｰﾉｽﾞﾙを省ｴﾈﾉｽﾞﾙへ変更

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻのｴｱｰ圧力低減

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 増圧弁の省ｴｱ化

浜名湖パルパル遊園地・ホテル九重 ★ 3,786 3,672 97.0% 752 19.9% 2-4 設備導入 照明設備
設備投資はできなかったが、防犯上の外灯も最低限の照明のみ点灯さ
せるなど、できる努力は行った。

2-4 設備導入 空気調和設備

浜名部品工業株式会社 12,483 13,278 106.4% 7,881 63.1% ★ 97.0% 57.5% 2-4 設備導入 照明設備 新ライン設置時、検査台照明の省エネ(LED照明採用)6,490kwh/年削減 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

メンバーとして参画するも諸活動は参加出来なかった。

2-4 設備導入 電気使用設備
老朽化変電所トランスの更新無負荷電力の削減による省エネ
9,375kwh/年削減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 労働組合を主体として年行事計画に取り込み実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
設備制御盤内クーラーの温度設定変更による電力削減(35度→45度へ
変更)。148,750kwh/年の削減

2-4 設備導入 電気使用設備 新規設備導入時の省エネ設備設計による電力量の削減削減(２ライン)

3 運用対策 運転管理
空調は、夜間の外気温度が28度以下になった時全停止をする様にし
た。LPG 3506㎥/年削減

4 設備導入 燃料の選択
LPGから都市ガスへの燃料転換を段階的に開始(１期目を３回、2期目を
2回に分け実施する。)

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 使用電力量の半分をグリーン電力として買電

4 設備導入 熱利用設備 熱処理炉外壁を断熱性の高いパネルにて被いLPGを10,261㎥/年削減

国立大学法人　浜松医科大学 13,729 13,317 97.0% 15,011 109.3% ★ 97.0% 97.9% 2 設備導入 空気調和設備
大規模改修を行った建物については、断熱性の向上、日射遮蔽対策を
行った。
(基礎臨床研究棟)

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

省エネチェックシートにより、ペーパーレスへの啓発を行った。

2-4 設備導入 照明設備
老朽化した一部の照明でＬＥＤ照明を導入した。
（看護学科棟）

2-4 設備導入 空気調和設備
講義実習棟改修工事において各種省エネ技術の導入をした。
（講義実習棟）

2-4 設備導入 照明設備
体育館の照明をＬＥＤに更新した。
（体育館）

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等

2-4 設備導入 照明設備
計画継続中
（附属病院）

2-4 運用対策 運転管理 一部蒸気の夜間運転停止による効率的な運転管理を行った。

浜松医療センター ★ 7,006 6,950 99.2% 7,189 102.6% 2-4 運用対策 運転管理
ﾎﾟﾝﾌﾟ類の減段運転及び冷水温度の設定変更、
加湿の設置湿度を下げてﾎﾞｲﾗの運転負荷を下げた。

株式会社浜松エア・サプライ 24,014 23,790 99.1% 22,995 95.8% ★ 99.5% 99.8% 2 設備導入 電気使用設備
変圧器を更新時、容量の見直しを実施した。低圧動力変圧器容量を
1000→750kVA、照明負荷変圧器容量50→30kVAへ変更。工事用変圧
器を空調動力変圧器へ吸収させ撤去した。（R2に実施）

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 会社の周囲の側溝清掃、除草作業を実施した。

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 計画年度延期

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 計画年度延期

2-4 運用対策 保守及び点検
空気圧縮機クーラー、循環圧縮機クーラー、Ａｒ圧縮機クーラー、膨張
タービンクーラー等の清掃を実施し冷却効率を維持する。（R2,R3,R4に
実施）

2-4 運用対策 推進体制の整備 エネルギー管理指定工場連絡会静岡地区会への参加。

2-4 設備導入 熱利用設備
MS吸着塔周辺の保冷材を更新し、断熱性を維持させた。（R3実施）循
環冷凍機及び空気冷凍機の保冷材を更新し、断熱性を維持させた。
（R4実施）

2-4 設備導入 照明設備 計画年度延期

浜松光電株式会社 3,325 4,000 120.3% 2,884 86.7% ★ 98.5% 60.6% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 過剰な照明をなくすことができなかった。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

一部の社内手続きにおいて、インターネット基幹システムへ移行を行
い、ペーパーレス化を推進した。

2-4 運用対策 推進体制の整備
エアコンの温度管理者に、エアコン温度設定の適正化を継続して実施
するよう指示。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙の積極的活用を推進。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
電気・ガス設備の利用監視情報に、修正すべき箇所がないか再度確認
を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

産業廃棄物の担当者から、可能な限り、廃棄物から有価物を取り除くよ
う指導を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備
設備交換や新規導入を行う際に、エネルギー効率も吟味して選定を実
施。

2-4 設備導入 照明設備 工場内の一部の蛍光灯をLED照明に変更。

2-4 設備導入 照明設備 人感センサー設置個所は引き続き、不在時の消灯を実施。

浜松市西部清掃工場 ★ 9,649 9,553 99.0% 7,632 79.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 系統的にエネルギーデータの管理ができた 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

見学者への啓蒙活動を実施した（えこはま）

2-4 設備導入 燃焼設備
過剰とならないよう計測装置を確認し燃料の供給量、循環加熱空気量
を調節して適切な運転管理を心がけた

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

もったいない市を通じて、参加者への啓蒙活動を行った（えこはま）

2-4 設備導入 電気使用設備 大負荷機器にインバータ制御等を使用した

2-4 設備導入 余剰蒸気の活用等
廃熱を利用してボイラで蒸気を発生させ発電し、隣接する水泳場に蒸気
を供給した



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

浜松市上下水道部　中部浄化センター ★ 6,066 5,884 97.0% 6,077 100.2% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
空調機を使用する際は室温を確認し、規定温度以上であることを確認し
た上で起動させた。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 定期的に場内の清掃、ゴミ拾いを行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時に電源を切ることを徹底した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒は連絡便用の封筒として活用した。また裏面が使える紙は
コピー用紙として再利用した。

2-4 設備導入 電気使用設備 導入の際はエネルギー効率が良いものを選定した。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯からLED照明への取り替えを行った。

浜松熱供給センター 5,273 5,318 100.9% 4,881 92.6% ★ 97.0% 99.5% 2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 冷却・加熱塔改修

2-4 運用対策 運転管理 負荷に合わせた運転管理

2-4 運用対策 排熱の回収利用 ボイラ運転調整

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 最適運転のための原単位管理

浜松熱処理工業株式会社　　浜松西工場 6,189 6,800 109.9% 5,207 84.1% ★ 95.7% 106.1% 3-5 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ガス変成炉に遮熱塗料を塗布し、電気使用量の削減を図る 3-5 排出低減技術等の開発・普及 その他 デマンドコントロールによる電力使用量の制御実施

3-5 設備導入 燃焼設備
熱処理炉と真空洗浄機のボイラー各1基に電子波処理装置を取付け、
ガス使用量の削減を図る

4 設備導入 空気調和設備 空調機更新を実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱処理炉と真空洗浄機のボイラー各1基に電子波処理装置を取付け、
ガス使用量の削減を図る

4 設備導入 空気調和設備 空調機更新を実施

浜松熱処理工業株式会社　本社　浜松工場 4,608 5,070 110.0% 3,866 83.9% ★ 95.7% 101.4% 3-5 設備導入 熱利用設備
削減効果が見られた遮熱塗料を、浸炭熱処理炉11基への水平展開を
実施

3-5 排出低減技術等の開発・普及 その他

3-5 運用対策 運転管理
ｲｿﾅｲﾄ処理工場をこれまでの浜松工場、富士工場の2工場から富士工
場1工場に集約し処理の効率化を図る

3-5 運用対策 運転管理
治具付け方法見直しによる1ロット当たりの製品入り数の見直し、処理
効率の改善を行う。

2-4 運用対策 運転管理
ｲｿﾅｲﾄ処理工場をこれまでの浜松工場、富士工場の2工場から富士工
場1工場に集約し処理の効率化を図る

2-4 運用対策 運転管理
治具付け方法見直しによる1ロット当たりの製品入り数の見直し、処理
効率の改善を行う。

浜松ホトニクス株式会社　新貝工場 3,668 4,621 126.0% 1,866 50.9% ★ 93.4% 20.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
2か月に１回省エネルギー部会を開催。工場エネルギー消費動向の報
告および各製造部枚に自部署のエネルギー使用量の分析・報告を実
施。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他

下記期間にて省エネキャンペーン（照明、エアコンの省エネ施策）を実
施。
2022年12月～2023年2月
2022年6月～2022年9月

2 ふじのくにCOOLチャレンジ ふじのくにCOOLチャレンジに協賛した。

2-4 運用対策 運転管理 空調機の加湿時間の検討、見直し 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

弊社フロン管理システムにて定期点検・法定点検等を実施。

2 設備導入 電気使用設備
新規設備にはトップランナーモータを積極的に採用。
新規コンプレッサ１台導入

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

全社にて「幸せ記念樹」の活動が取り組まれており、本事業所において
は3名が制度を利用した。

2 設備導入 空気調和設備 新規導入設備無し 2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 2022年度CO2フリー電力を5520千kwh購入。購入電力量の57.1%。

2 設備導入 照明設備 新規導入設備無し

2 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 ３棟建設時の太陽光発電システム導入の検討を行った。

浜松ホトニクス株式会社　中央研究所 4,011 3,984 99.3% 2,176 54.3% ★ 97.0% 54.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ２月１６日に外部講師による省エネ教育を行った。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

全社にて「幸せ記念樹」の活動が取り組まれており、本事業所において
は７名が制度を利用した。

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
ふじのくにCOOLチャレンジに協賛し、「事業所周辺での清掃活動」にて
クルポ事業協力に申し込み、実施した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
構内の設備点検を１回／週以上行い、機器や設備の運転データを収集
することで、劣化状況、保守時期等の把握を行った。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
研究棟、材料棟、開発棟、バイオ棟、計測棟の５棟にて、５月から９月ま
でグリーンカーテンを設置した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
年２回の省エネキャンペーにおいて、「ブラインドなどの有効利用による
空調負荷抑制」など空気調和設備の省エネに係わる内容を推進項目と
し、各職場での実施を促した。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
内部監査（６月２０日～７月８日）、およびマネジメントレビュー（９月１６
日）を行い、外部維持審査（２月１日～２日）にてISO14001認証継続と
なった。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
年２回の省エネキャンペーにおいて、エアコンの設定温度（夏２８℃、冬
２０℃）を推進項目とし、各職場での実施を促すと共に、業務上支障のな
い居室については、ＢＥＭＳを用いて設定温度の管理を行った。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
夏（６月～９月）、および冬（１２月～２月）の期間に省エネキャンペーンを
掲示板などで周知し、エアコン・事務用機器における省エネ活動や省エ
ネパトロールを行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
年２回の省エネキャンペーにおいて、「照明の省エネ」を重点項目とし、
各職場での実施を促すとともに、居室の照度測定を実施し、過剰である
場合は間引きなどを行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
事業所周辺での清掃活動を５月１８日（４３名参加）、９月１４日（４２名参
加）および３月１５日（４６名参加）に行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
年２回の省エネキャンペーにおいて、「ＰＣディスプレイの省エネ」を重点
項目とし、実施状況を確認するとともに、「ＯＡ機器等の待機電力の削
減」を推進項目とし、各職場での実施を促した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

６月～９月の期間に全社にて「省エネ標語」が行われ、本事業所におい
ては１９７名が参加した。

2-4 設備導入 電気使用設備
１１月２７日に１号井戸揚水ポンプを、３月１日に１号井戸上段井水送水
ポンプを高効率の機種に更新した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

点検の実施状況を定期的（５月、８月、１１月、２月）に確認し、未実施の
場合は管理者に対しに連絡を行った。

2-4 設備導入 照明設備
研究棟（６０台）、材料棟（１４４台）、計測棟（２３３台）において、照明のＬ
ＥＤ化を実施した。

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用
事業化推進棟屋上に自家消費型の太陽光発電設備（ＰＣＳ容量：１００ｋ
Ｗ、９月１３日連系）を設置した。

浜松ホトニクス株式会社　豊岡製作所 12,866 14,170 110.1% 8,711 67.7% ★ 97.0% 53.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境担当者会議(1回/月)、事業部省エネ部会(1回/月)にて地球温暖化
防止に関する教育を実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
構内でのグリーンカーテン設置から従業員の家庭でのおうちでカーテン
に企画変更し5月から苗木を37名へ配布し、成長過程報告を受け社内
にて写真を掲示した。

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
地域清掃、使用済みハブラシ回収、使い捨てプラ削減活動の３テーマに
ついて申し込み、クルポを獲得できるようにした

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
事業部省エネ部会(1回/月)にてグラフ等による実績報告と要因分析を
実施。環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを社内HP上に掲載し従業員が閲覧できるようにし
ている。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
事業所周辺の清掃活動を4月、6月(2回)、10月の4回/年実施、
延べ 134名参加・114.3kgの回収

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
省エネキャンペーン期間を中心に季節に応じブラインド等の活用と室内
温湿度環境を考慮し空調設備の運転を実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

社員の新築・結婚・小学校入学を対象とし記念植樹の提供を実施、申込
76名・提供41名

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
省エネキャンペーン期間を中心に政府の推奨する設定温度にて室温管
理を実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
夏6月～9月、冬12月～2月に社内省エネキャンペーンを実施、不要時消
灯・室温管理を中心に取組み

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
省エネキャンペーン期間を中心にプルスイッチ等を活用して不要箇所の
消灯を実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
ISO14001にて各部の目標を設定し、生産活動・製品開発・啓発活動な
どで運用改善を実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
省エネキャンペーン期間を中心に離席時を中心としてPCモニターOFF
の実施、複合機は設置時に待機モード設定を実施

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

実施せず（中止）

2-4 設備導入 電気使用設備 老朽化した設備の交換時において、高効率機器を採用した 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

省エネコンテスト(標語募集)を5月～10月にて実施し649名が参加



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 空気調和設備 9棟2階において、局所排気ファンを設置しINVによる風量調整を実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

簡易点検(3ヶ月毎)及び定期点検(1年毎、3年毎)の実施

2-4 設備導入 照明設備
7棟1階において467台・9棟1階と共用部において612台をLED照明に交
換した

2-4 設備導入 照明設備 対象無し

2 設備導入 電気使用設備 対象無し

2 設備導入 空気調和設備 対象無し

2 設備導入 空気調和設備 対象無し

2 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 7棟屋上に太陽光発電設備(150kW)を新設した

浜松ホトニクス株式会社　三家工場 2,626 3,130 119.2% 1,505 57.3% ★ 97.0% 34.5% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
2カ月おきに省エネルギー部会を開催。工場のエネルギー消費動向の
報告、また各製造部毎に自部署のエネルギー使用量の分析・報告を実
施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

省エネコンテストを５月～１０月に掛けて実施。
事業部全体で参加人数５８１名であった

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
ふじのくにCOOLチャレンジに協賛し、「事業所周辺での清掃活動」にて
クルポ事業協力に申し込み、実施した。

2-4 運用対策 運転管理
負荷状況に応じて空気圧縮機の回転数を制御できる機器を中心に運
転し、電力消費を削減した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 三家工場周辺での清掃活動を行った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
必要時のみ照明を点灯させるために、建物内共用部に自動点滅器や
人感センサを導入した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒を活用し社内便に再利用した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
省エネキャンペーンを通じてパソコン等の待機電力削減を確認項目と
し、各職場での実施を促した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

第一種特定製品の点検を法定通りの実施期間で抜けなく実施し、適切
な管理を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 設備更新時の電動機は高効率型を採用した。

2-4 設備導入 照明設備 照明器具更新時は全てLED照明を採用した。

浜松ホトニクス株式会社　都田製作所 4,553 6,410 140.8% 1,886 41.4% ★ 97.0% 43.3% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
「不要エリアの消灯」「終業後の消し忘れ」を省エネキャンペーンの確認
項目とし、各職場へ適宜電源OFFを勧めた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄物データベースの分別表を更新し、分別方法を分かりやすくした。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
ふじのくにCOOLチャレンジに協賛し、「浜名湖クリーン作戦」にてクルポ
事業協力に申し込み、実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
「不要エリアの消灯」「終業後の消し忘れ」を省エネキャンペーンの確認
項目とし、各職場へ適宜電源OFFを勧めた。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
２０２２年１２月１日～２日、ＩＳＯ更新審査（更新審査・２０２２）を実施し
た。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
「ブラインドなどの有効利用による空調負荷抑制」を省エネキャンペーン
の確認項目とし、各職場へ設定等の最適化を勧めた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法に沿った法定点検を実施した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
製造等に影響を与えない居室は「エアコン設定温度（夏２８℃、冬２０
℃）」を省エネキャンペーンの確認項目とし、各職場へ温度管理を勧め
た。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
夏（６月～９月）、および冬（１２月～２月）の期間に省エネキャンペーンを
掲示板などで周知し、事務室における省エネ活動を行った。

2-4 設備導入 照明設備
1棟の照明設備を更新した。省エネルギー型設備（LED照明）を導入し
た。

2-4 設備導入 電気使用設備
1棟の空調設備を更新した。高効率機器（APFの数値が高い機器）を導
入した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
点検システムの上下限設定等の見直しを実施した。安定した状態で運
用できるように見直した。

浜松ホトニクス株式会社　本社工場 20,722 22,643 109.3% 11,544 55.7% ★ 94.4% 47.5% 2-4 設備導入 空気調和設備

1棟空冷チラー更新:4台
2棟エアコン更新:1台
7棟エアコン更新:3台
7棟空冷チラー設置:5台
12棟空冷チラー設置:17台
UPS棟エアコン設置:4台

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

省エネコンテストを５月～１０月に掛けて実施。
事業部全体で参加人数５８１名であった

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ ふじのくにCOOLチャレンジに協賛した。

2-4 設備導入 照明設備
13棟LED照明化:109灯
12棟LED照明化:1灯

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

地球温暖化防止及び生物多様性保全への取組みとして、社員の新築・
結婚・家族の小学校入学を対象として「幸せ記念樹」を実施。交換者は
本事業所では47名であった。

2-4 運用対策 推進体制の整備 社員向け省エネルギー教育を外部講師を招いて2023年2月23日に実施 2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
夏（６月～９月）、および冬（１２月～２月）の期間に省エネキャンペーンを
掲示板などで周知し、エアコン・事務用機器における省エネ活動を行っ
た。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
日常実施している設備点検にて各機器の運転状況や運転時間などを
確認し、点検データ，保守記録を設備管理システムへ登録し、保守時期
を確認。

3-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他
年間調達量としてCO2フリー電力を21,384千kwh購入しCO2排出量を削
減した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 PCモニターにてオートパワーOFF設定を実施。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
省エネキャンペーン期間を中心にプルスイッチ等を活用して不要箇所の
消灯を実施。

独立行政法人労働者健康安全機構
浜松労災病院

★ 3,653 3,591 98.3% 3,888 106.4% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
流体機器の台数制御、回転数制御等の適切な調整、不要な照明の消
灯

林製紙株式会社　比奈工場 8,101 7,939 98.0% 6,200 76.5% ★ 98.0% 96.7% 2 設備導入 照明設備 蛍光灯や投光器の古いものからLED照明に交換した

3 運用対策 運転管理 マシン2台の同時稼働、同時停止。洗浄機等の設備の間欠運転。

4 設備導入 電気使用設備 モーター更新時は高効率モーターに変更　　　

ハリマ化成株式会社　富士工場 5,237 5,200 99.3% 5,368 102.5% ★ 95.8% 105.3% 2 設備導入 燃焼設備 蒸気ボイラー3機更新

2-4 設備導入 照明設備 工場棟照明をLEDに更新。

2 運用対策 運転管理 冷却水ポンプのモーター変更、インバーター制御化を実施

3 設備導入 空気調和設備 令和2年度末に事務所空調設備を省エネタイプに更新。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 工場の稼働/停止を制御することで最大電流を低減した。

磐南浄化センター 2,749 2,704 98.4% 3,101 112.8% ★ 95.3% 109.3% 2-4 設備導入 照明設備
ア　Ｈｆ蛍光ランプ、ＨＩＤランプ、ＬＥＤ照明等の省エネルギー型設備を採
用すること。

B-Rサーティワンアイスクリーム株式会社　富士小山工場 ★ 3,818 3,703 97.0% 3,163 82.8% 2-4 設備導入 燃料の選択
ボイラ更新にあたり、燃料をA重油⇒LPGに変更した設備更新を行っ
た。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

日立Astemo株式会社　御殿場第一工場 ★ 3,231 3,134 97.0% 2,084 64.5% 2 設備導入 照明設備 省エネ改善施策　　　（LED照明への推進） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ISO14001　2015年度版の継続認証登録 634.2 1449.8 0.448715568



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 運転管理
生産設備の生産効率向上（ダウンタイム削減・サイクルタイム短縮・直
行率のアップ・不良率削減）省エネ施策の推進（ＬＥＤ照明への推進）

3 設備導入 照明設備 省エネ改善施策　　　（LED照明への推進）

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 モーター回転周波数見直しによる運用改善

日立Astemo株式会社　御殿場第二工場 ★ 9,344 9,063 97.0% 7,112 76.1% 2 設備導入 照明設備 省エネ改善施策　　　（LED照明への推進） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境ISO14001　2015年度版の継続認証登録 1755.1 5356.9 0.573298373

2-4 運用対策 運転管理
生産設備の生産効率向上（ダウンタイム削減・サイクルタイム短縮・直
行率のアップ・不良率削減）省エネ施策の推進（ＬＥＤ照明への推進）

2 設備導入 空気調和設備 空調機更新

3 設備導入 照明設備 省エネ改善施策　　　（LED照明への推進）

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 コンプレッサー運用改善（工場末端圧力制御による電力削減）

日立Astemo株式会社　袋井工場 10,331 9,778 94.6% 10,088 97.6% ★ 98.5% 93.9% 2-4 運用対策 運転管理
食堂営業が昼間限定になった。残業者、夜勤者の食事提供がなくなり
食堂棟の稼働が減った

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場外周の緑地清掃 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

R4年各環境委員によりEMSコーナーに掲示し啓発
(全12部門実施)

3321.51 6766.49 0.654969509

2-4 設備導入 照明設備 高所/局所/外灯のLED化　 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

運用改善

3-4 設備導入 電気使用設備
鋳造QB灯動共用Tr更新

第三工場溶接QBTr更新
2-4 エネルギー起源以外の削減取組

使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

運用改善

2 設備導入 熱利用設備

RAX150-Dドライヤー更新
・工程内不良削減
・LPG使用量削減（350t1台停止）
・RC中間洗浄機電力使用量削減
・高圧洗浄機電力使用量削減
・工程集約を行い設備台数削減による消費電力削減

ビヨンズ株式会社 6,143 5,961 97.0% 5,607 91.3% ★ 97.0% 91.2% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
エアーコンプレッサーの圧力設定を毎月少しづつ下げ、消費電力の低
減を図った。

3-4 設備導入 照明設備 一部の水銀灯や蛍光灯を、ＬＥＤ照明に変更する。

2 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
洗浄機の排気扇を必要最低限に制御する事で、機内からの熱の放出を
減少させることが出来、結果的に給熱量を減らす事が出来た。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 生産設備の非稼働時は、主電源を切る事を実施した。

3-4 設備導入 電気使用設備
冷却塔で、既設に応じて、ポンプやファンの回転数を回転数制御装置で
調整し、無駄の無い運用をする。

2-3 運用対策 エネルギーデータ管理
主要な生産ラインの設備1台ごとに、積算電力量計を設置し、生産時の
ロスや、省エネ対策などの結果を把握する事が出来た。

4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電（ＰＰＡ）を運用する。

平岡ボデー株式会社 本社工場 ★ 3,909 3,900 99.8% 3,843 98.3% 2 設備導入 空気調和設備 事務所の高効率空調設備の更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒は社内通い封筒や出納封筒として再利用を実施中

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯からLED照明へ更新（付帯設備、生産設備） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

社内ネットワーク上に共通フォルダーを設定し
資料を共有化することで紙配布を極力低減、
印刷物の廃棄を削減する。

2-4 設備導入 照明設備 水銀灯からLED照明へ更新（1500t） 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法の施行に伴い、
空調機の3ヶ月ごとの簡易点検を実施、
定期点検により冷媒漏えい等の確認を実施中。

2-4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの更新（定速機→Inv機）

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 スクラップ材の圧縮処理を中止しバラ材のまま排出

4 設備導入 空気調和設備 GHPエアコンの更新

4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
コンプレッサーの配置変更
（定速機⇔Inv機）

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 コピー機を低電力モードに設定

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休みの消灯を実施中

2-4 運用対策 保守及び点検 コンプレサー、エアコンのフィルターを定期的に清掃を実施中

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房の温度を設定

株式会社ファイマテック　富士工場 4,109 4,060 98.8% 4,862 118.3% ★ 98.9% 92.4% 2-4 運用対策 運転管理 高効率の運転が維持出来るように運転管理を行なった。

2-4 設備導入 照明設備 製造室、事務所の照明をLED対応タイプに変更。

フクデ化学工業株式会社 5,846 5,846 100.0% 4,742 81.1% ★ 98.3% 81.1% 2 設備導入 照明設備 屋外通路用街灯は全てLEDタイプに変更した

3 設備導入 燃焼設備 現実性を考え、バーナー部の交換には同じタイプを購入した

4 設備導入 燃焼設備 現実性を考え、バーナー部の交換には同じタイプを購入した

藤枝市立総合病院 6,156 5,971 97.0% 6,441 104.6% ★ 95.8% 103.3% 2-4 運用対策 運転管理

・ボイラー台数制御
・冷温水ポンプ台数制御
・熱源機台数制御
が常に効率良い状態になる様運転管理を行った

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

事業所内のwebシステムで、ふじのくにCOOLチャレンジの紹介および
参加を呼びかける。

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
事業所内のwebシステムで、ふじのくにCOOLチャレンジの紹介および
参加を呼びかける。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 葦簀を使用し、夏場の直射日光回避と視覚的な涼しさを得た。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

裏紙をメモ用紙として再利用することで、破棄量の削減を図る。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯の更新にLEDを採用した。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

藤枝製紙株式会社 18,619 18,650 100.2% 18,456 99.1% ★ 98.3% 99.4% 2 設備導入 電気使用設備 抄紙設備のブロワー4台（37kw×2台、22kw、45kw）のインバーター化

4 設備導入 排熱回収設備

フジオーゼックス株式会社　静岡工場 24,225 18,252 75.3% 22,061 91.1% ★ 97.0% 98.8% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
生産設備付帯のポンプ69台について、主機停止と連動して自動停止す
るよう改善

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

2-4 運用対策 運転管理 高効率コンプレッサー及び台数制御盤の導入

2-4 運用対策 推進体制の整備

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯46台をLEDに更新

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月のエネルギー使用量を集計と報告を実施

2-4 設備導入 電気使用設備 計画なし

2-4 設備導入 燃料の選択

株式会社ジェイテクトコラムシステム　新居工場 3,960 3,800 96.0% 3,082 77.8% ★ 94.1% 95.2% 2 運用対策 推進体制の整備 空調機器の点検整備の実施

2 運用対策 運転管理 コンプレッサーの運用方法変

2-3 運用対策 運転管理 工場エアー圧力の見直しによるコンプレッサー電力量削減

2-3 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 工場ライン内の蛍光灯照明をLEDに変更

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 油圧ュニットを有する設備に関して、計画的にイバータ制御へ変更

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設備ェアーブローに使用するシステムを省エネタイプに変更

2-4 運用対策 推進体制の整備

富士共和製紙株式会社　本社工場 11,282 10,200 90.4% 10,685 94.7% ★ 99.2% 99.8% 2 運用対策 運転管理
蒸気ﾄﾞﾚﾝ回収し、抄紙機が止まっている間は給水ﾀﾝｸと熱交換器の循
環を停止し、消費電力を削減、効率の良い運転管理を実施した。

2 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

廃棄される物（小豆の皮、カカオの殻、七夕で使用された折り鶴などを
原料に混ぜた混抄紙を製造した。

2 ふじのくにCOOLチャレンジ エコチャレンジに参加し生活の中で取り組んだ

3 設備導入 電気使用設備
掃除用高圧ﾎﾟﾝﾌﾟを24時間運転していたが、30分のﾀｲﾏｰで停止するよ
うに改造した。

3 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

廃棄衣料品のｺｯﾄﾝや食品飲料ﾒｰｶｰから排出される残渣を混抄した。 3 ふじのくにCOOLチャレンジ 買い物の際にマイバッグを持参した

4 運用対策 運転管理
製品の欠点検出装置を更新し今まで検出できなかった欠点を排出する
ことで、返品が減少し生産ﾛｽを削減した。

4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

今まで砲金は鉄ｸｽﾞとして回収していたが、砲金も分別し回収を行い資
源を有効活用できた。

4 ふじのくにCOOLチャレンジ 家庭の電球をLEDに変えた

株式会社フジコーポレーション 2,666 2,658 99.7% 2,472 92.7% ★ 99.6% 84.7% 2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器

・照明器具の変更
　高効率HF→LED
　変更数　約40台
・未使用時の照明,設備電源のOFF啓蒙

3 運用対策 エネルギーデータ管理 ・生産設備の劣化を洗い出し復元活動実施。

4 運用対策 保守及び点検 ・熱交換機のスケール除去、蒸気漏れ箇所修理など実施。

富士里和製紙株式会社 8,802 8,710 99.0% 8,348 94.8% ★ 98.2% 101.4% 2 設備導入 照明設備 随時更新中 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

空調機の温度設定の管理室内温度２８度以下では使用しない

2-3 設備導入 電気使用設備 更新時は、高効率の設備を導入

2-4 設備導入 電気使用設備

2 設備導入 電気使用設備

富士山ポートリー 4,219 4,250 100.7% 4,289 101.7% ★ 99.3% 98.4% 2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー入気口の掃除
照明器具の清掃

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房28℃（設定27℃）、暖房20℃（設定21℃）

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 調光器を用い、照度の適正化を図った。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は不要時に電源を切り、機器によっては低電力モードに設
定した。

3-4 設備導入 照明設備

富士市西部浄化センター 2,801 2,670 95.3% 2,108 75.3% ★ 89.7% 68.8% 2-4 運用対策 運転管理 負荷の状況に応じ、設備の稼働台数等の調整を行った。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

紙等の再利用を行った。

2-4 設備導入 電気使用設備 稼動状況に応じ、所要出力に見合った機器の配置を行った。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

家庭での省エネ活動の呼び掛けを行い、省エネ意識を高めた。

富士食品工業株式会社　静岡金谷工場 6,243 6,329 101.4% 6,153 98.6% ★ 99.0% 109.8%

3,826 3,807 99.5% 3,388 88.6% 2-4 設備導入 照明設備
H28年度にESCO事業を導入し、高効率空調熱源設備及びボイラに更
新、ESCOサービス期間はR７年度まで

富士市立中央病院 ★ 3,826 3,807 99.5% 3,388 88.6% 2-4 設備導入 照明設備
H28年度にESCO事業を導入し、高効率空調熱源設備及びボイラに更
新、ESCOサービス期間はR７年度まで

富士製紙協同組合 3,880 3,725 96.0% 3,060 78.9% ★ 98.7% 95.7% 2-4 運用対策 運転管理
負荷の状況に合わせて稼働台数の調整および稼働機器の選択を適宜
行った。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
負荷の状況に合わせて稼働台数の調整および稼働機器の選択を適宜
行った。

2 設備導入 照明設備 照明器具の変更時にタイマーを導入した。

株式会社藤田鉄工所 4,896 4,911 100.3% 4,896 100.0% ★ 100.3% 86.7% 2-4 設備導入 電気使用設備



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 照明設備

富士通株式会社沼津工場 ★ 20,223 19,616 97.0% 16,713 82.6% 2-4 設備導入 空気調和設備 1311 15402 0.76160807

2-4 運用対策 運転管理 執務エリア集約による照明・空調機の稼働台数削減

2-4 設備導入 電気使用設備 予算計画に基づき変圧器を高効率機器に更新

富士宮共同汽力株式会社　富士宮事業所 ★ 353 327 92.6% 171 48.4% 4 設備導入 電気使用設備 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

・損紙、使用済み紙用のリサイクルボックスを設置し、運用中。
・裏紙の再利用。継続中

4 運用対策 抵抗等電気損失防止 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

・日常点検表をタブレット化し、ペーパーレス化を実施した。(運用継続
中)

2-4 運用対策 排熱の回収利用 ﾄﾞﾚﾝ返送配管、蒸気配管、ﾄﾞﾚﾝ返送ﾀﾝｸ漏れ補修

富士宮市立病院 ★ 3,165 3,095 97.8% 3,060 96.7% 1 設備導入
電気・ガス
使用設備

更新機器による省エネ効果の検証 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 昨年度に引き続き実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備
水銀灯→LED灯へ更新
蛍光灯→LED灯への更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

計画通り実施した

3 設備導入 電気使用設備 なし

4 設備導入 電気・ガス使用設備 なし

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 外気温等を考慮しながら適切な温度設定を実施した。

富士宮市清掃センター 2,696 2,669 99.0% 2,089 77.5% ★ 105.4% 82.4% 2-4 運用対策 運転管理
設備は、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理
を行った。設備が総合的なエネルギー効率を向上っせるよう、負荷の状
況に応じ、負荷の適正配分を行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

ＨＰやチラシ配布でごみ削減の周知実施した。

2-4 設備導入 照明設備
照明設備について、令和3年度管理棟事務所室内の蛍光灯をLED照明
に交換工事の実施完了。

富士フイルム株式会社 材料生産本部 富士宮事業場 ★ 135,824 131,749 97.0% 112,893 83.1% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電気、蒸気、CO2排出量の見える化を実施。

2-4 運用対策 運転管理
・発電所の高負荷運転
・総合ｴﾈﾙｷﾞｰ効率を考慮した稼働計画

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 MC2ﾌﾗｯｼｭ蒸気回収

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化 助燃ﾊﾞｰﾅ本数4→3本化により発電効率ｱｯﾌﾟ。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 高冷水井水化による冷凍機負荷の低減

2-4 設備導入 照明設備 事業場全体でLED化推進

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率ｺﾝﾌﾟﾚｯｻに更新

2-4 設備導入 空気調和設備 A棟空調条件変更

富士フイルム株式会社　吉田南事業場 45,554 52,000 114.2% 50,585 111.0% ★ 99.0% 91.9% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 製造ﾗｲﾝ空調制御方式の見直しを行い省ｴﾈを達成した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 短期間の計画休止中、及び計画休止前後の補機停止を徹底した。

2-4 設備導入 空気調和設備 省ｴﾈﾀｲﾌﾟｴｱｺﾝへの更新。一部空調制御の改善を行った。

2-3 設備導入 照明設備 25基強をLED照明に更新した。

富士ﾌｲﾙﾑ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ株式会社 静岡工場 13,247 15,660 118.2% 13,156 99.3% ★ 97.0% 85.5% 2 設備導入 空気調和設備
Ｊ棟の空調用冷凍機を最新の部分負荷運転で効率の高い機器に変更
した。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

令和2年度は、各社員に対し家庭での省エネ活動の呼び掛けが出来な
かった。

2-4 緑の募金 緑の募金に応募した。

2 設備導入 照明設備 Ｑ棟製造場所の防爆照明をＬＥＤに変更した。

3-4 設備導入 空気調和設備
Ｊ棟、Ｋ棟の空調用冷凍機を最新の部分負荷運転方式で効率の高い機
器に変更した。

3-4 設備導入 照明設備
令和３年度に引き続きＫ棟、ＢＣ棟製造現場の防爆照明をＬＥＤに変更し
た。

富士フイルムオプトマテリアルズ株式会社　吉田工場 79,116 73,451 92.8% ★ 139.5% 2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化
夏季：買電↑による放蒸↓を実施。
冬季：買電↓を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未実施。
新型ｺﾛﾅ感染防止のため。

3-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ブタノール蒸留設備停止による蒸気削減 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
未実施。
新型ｺﾛﾅ感染防止のため。

4

富士メタルプリンティング株式会社 6,448 6,300 97.7% 6,463 100.2% ★ 97.7% 114.3% 2-4 運用対策 保守及び点検 半年に1回、定期保守を実施した。

2-3 運用対策 燃焼合理化 実施できていない

2-4 設備導入 空気調和設備 空調機をGHPからEHPに切替えた

2-4 設備導入 電気使用設備 機器の更新はあったが、現行機種と同様の機器に更新した。

藤森工業株式会社　掛川事業所 7,984 7,744 97.0% 7,728 96.8% ★ 97.0% 98.4% 2-3 設備導入 熱利用設備 乾燥機冷風ゾーン改善

2-4 設備導入 空気調和設備 生産停止時のクリーン工場空調換気回数抑制

2-4 設備導入 排熱回収設備 排熱熱交換器の効率改善
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藤森工業株式会社　静岡事業所 4,385 4,223 96.3% 3,715 84.7% ★ 97.1% 93.0% 2 設備導入 空気調和設備 2-3 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

2 運用対策 運転管理
エアーコンプレッサーの運転状況を監視し、冷却塔の冷水ポンプの負荷
を平準化してインバーターの周波数を下げた。

3 設備導入 空気調和設備
令和4年に空調機1台更新、及び空調機用チラー1台更新

4 設備導入 照明設備
照明のLED化を実施
212灯

冨士森永乳業株式会社 10,997 10,667 97.0% 10,956 99.6% ★ 97.0% 100.8% 2-4 運用対策 運転管理
休日・非製造日の生産に関与しない固定エネルギー使用量削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ボイラー間欠運転　　　　　　　　　・圧空設定圧力の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・屋上照明消灯時間変更

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

冷媒漏えい点検強化（主要機器の点検頻度の見直し、一部冷媒配管の
ケレン・補修等を行った）

2-4 設備導入 電気使用設備 ・除湿機更新　・空調室内機コンティニューム取付 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 TPM活動（自主保全活動）推進により、廃棄物発生量抑制に努めた。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山みがきあげ作戦活動は実施したが、植林活動には参加できな
かった。

株式会社不二家　富士裾野工場 6,605 6,406 97.0% 5,972 90.4% ★ 97.0% 66.5% 2-4 設備導入 電気使用設備 焼物オーブン、吸排気ファンモーターへ高効率モーターを採用する

2 設備導入 熱利用設備 ボイラー給水タンク保温による断熱強化

2 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 小型ガス給湯器導入によるボイラー稼働時間短縮

2 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 吸収式冷凍機1月～3月運転停止

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的に保守及び点検を行い良好な状態を維持する

3 設備導入 空気調和設備
２台のミキサーごとに個別に稼働している冷却用チラーを１台交互運転
及びインバータ機による負荷追従式へ更新する

2 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 太陽光発電設備を導入

プライムアースＥＶエナジー株式会社　大森工場 57,155 57,200 100.1% 50,341 88.1% ★ 97.0% 122.4% 2-4 運用対策 運転管理

・冬期（1～3月）空調機の一部停止する運用開始
・生産負荷変動に応じた高温室の空調切替
・外気処理空調機の給気露点制御温度の見直し
・外気処理空調機の送風量低減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

家庭の省エネ、エコドライブやリサイクル率の向上を踏まえた教育を実
施。

2-4 設備導入 空気調和設備
・冷凍機の冷却水入口温度をチューニングし効率改善。
・高効率なボイラーへの更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
社内売店にてプラスチックごみ削減活動を継続。
生産時に発生するプラスチックのリサイクルを年間92t-CO2以上実施。

2-4 設備導入 空気調和設備

3 運用対策 保守及び点検 定期メンテンナンスの実行及び、ボイラーの空気比適正化を実施

プライムアースＥＶエナジー株式会社　境宿工場 ★ 32,771 31,788 97.0% 26,099 79.6% 2-4 運用対策 運転管理
・生産負荷変動による空調設定温度の見直し
・送風機の運転見直し（停止時間を伸ばす）

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

家庭の省エネ、エコドライブやリサイクル率の向上を踏まえた教育を実
施。

2-4 設備導入 空気調和設備

・高効率なHP空調機への更新
・高効率な冷凍機への更新
・吸収式冷温水発生器の送水温度変更によるガス使用量削減
・吸収式冷温水発生器の省エネ制御導入

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
社内売店にてプラスチックごみ削減活動を継続。
生産時に発生するプラスチックのリサイクルを年間185t-CO2以上実
施。

2-4 設備導入 空気調和設備

2 運用対策 保守及び点検 定期メンテンナンスの実行及び、ボイラーの空気比適正化を実施

株式会社プライムベーカリー ★ 8,811 8,696 98.7% 7,508 85.2% 2-4 設備導入 燃焼設備
・新型設備の導入
・燃焼比の確認
・使用しない時間は燃焼停止

2-3
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

本社工場及び富士第二工場のエコアクション21の更新

2-4 設備導入 空気調和設備
・新型設備の導入
・室温等の運用の徹底

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 ・新型設備の導入

2-4 設備導入 照明設備 ・LED照明の導入

ブリーズベイ静岡株式会社　 ★ 3,490 3,383 96.9% 2,772 79.4% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
ｴﾈﾙｷﾞｰ利用量を毎月管理し、天候や人の動き、過去の利用量ﾃﾞｰﾀと
の比較、分析を行った。

2-4 設備導入 照明設備 館内の蛍光灯を随時LEDへ更新した。

株式会社ブリヂストン　磐田工場 ★ 7,129 3,412 47.9% 3,502 49.1% 2 設備導入 空気調和設備
高効率型機器の選択および生産体制に見合った空調機設置し、生産プ
ロセスに適した省エネ運用管理を実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

磐⽥市と敷地外四ヶ字財産区のご協⼒の下、「エコピアの森 磐⽥」プロ
ジェクトの活動計悪を計画しました。「エコピアの森」は、「Our Way to 
Serve」の重点領域「環境」における「⾃然と共⽣する」活動として、2012年
より⾏っています。前回から本プロジェクトの
活動場所を新たに杣の⾥に移し、磐⽥⼯場従業員とご家族が、森林保全
活動として枝打ち作業を⾏い、⾃然と親しむ⼀⽇を過ごす計画でした。
その他、当社グループは2003年より毎年「ブリヂストン こどもエコ絵画コ
ンクール」を開催した。このコンクールでは、子どもたちに環境・自然を
テーマに絵を描いてもらい、それを通じて、大人も含めた多くの人々に
環境・自然の大切さを伝えていきたいと考えています。

2-4 CASBEE静岡 省エネ巡回によりムダ・ロスが無いことを確認できた。 508.535 2993.465 0.419899705

3 設備導入 空気調和設備
高効率型機器の選択および生産体制に見合った空調機設置し、生産プ
ロセスに適した省エネ運用管理を実施。

4 設備導入 空気調和設備
高効率型機器の選択および生産体制に見合った空調機設置し、生産プ
ロセスに適した省エネ運用管理を実施。

株式会社ﾌﾟﾛｽﾊﾟｲﾗﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ 16,122 15,638 97.0% 14,227 88.2% ★ 97.0% 115.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備 省エネ活動のポイントのついて教育を行う。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

植樹祭への参加　

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
工程別電力蒸気を集計月報として報告。　　グラフ化した電力量・ＬＮＧ
量の前年比較原単位報告を行う。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 緑のカーテンコンテストの実施

2-4 運用対策 運転管理
エアー使用側では定期的に漏れ点検を実施し143件の補修を実施、エ
アーコンプレッサーにおいてはベース機、インバーター機,予備機の組み
合わせで効率運転を実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 廃棄物の削減と自動車通勤の削減

2-4 運用対策 保守及び点検
日常点検、定期点検にてフィルター清掃、スケール除去、蒸気漏れ補修
（トラップ含め90件実施）

2-4 設備導入 照明設備 老朽化した照明設備をＬＥＤ照明に更新した。（168台）

2-4 設備導入 電気使用設備 電動機の高効率化更新なし
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基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 電気使用設備
第3工場クーリングタワー22kw冷却水ポンプ流量調整により0.28MPaか
ら0.26MPaとした。

2-4 設備導入 空気調和設備
保温遮熱の強化。蒸気100A本管,枝管等5件、蒸気使用機器7台の保温
補修、および乾燥炉等を遮熱シートによる遮熱を実施（40ｍ2）

株式会社ベルソニカ ★ 3,822 3,707 97.0% 3,508 91.8% 2 設備導入 電気使用設備 排気ファンインバーター化 2 エネルギー起源以外の削減取組 その他 全社員へエコバッグ配布

2 設備導入 空気調和設備
ガラス面への遮熱塗料施工
未実施

2 設備導入 熱利用設備 コンプレッサー吐出圧下げ

3 設備導入 熱利用設備
電着塗装前処理工程
ヒートポンプ化

3 設備導入 電気使用設備 アクセスポイントを省エネタイプに更新

3 設備導入 熱利用設備 コンプレッサー吸気見直し工事

4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサー吸排気見直し工事

4 設備導入 電気使用設備 排気ファン自動化

株式会社HOWA　磐田工場 ★ 3,526 3,380 95.9% 3,672 104.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001の取得、社内環境管理委員会の開催 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

23年3月に実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001の利用EMSの運用

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 月毎の使用量の把握を実施し、設備毎の原単位を把握 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

パソコンからの自動FAX送信を実施した

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
運転時間による使用時間の把握を行い、交換時間、使用時間の把握を
実施

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

コピー機裏紙利用、使用済み封筒の再利用、帳簿の裏紙利用

2-4 運用対策 運転管理 稼働台数の調整を実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物分別BOXを設置し活用。廃プラスチック類の活用。

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的に清掃を実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 定期的に清掃を実施実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 定期的に実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房機器の設定温度の適正化

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 新規設置時に実施

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 突出した負荷バランスにならぬよう稼働台数の調整を実施

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 生産ラインのサイクルに合わせた運転停止

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要箇所は消灯を実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時は電源を切る

2-4 設備導入 熱利用設備 炉壁の断熱を実施し、放熱温度の低減

2-4 設備導入 熱利用設備 炉壁の断熱を実施し、放熱温度の低減

2-4 設備導入 熱利用設備 加熱炉の放熱箇所を把握し対策実施

2-4 設備導入 熱利用設備 熱媒体油循環ポンプへの漏洩対策

2-4 設備導入 熱利用設備 放熱箇所を把握し、対策実施

2-4 設備導入 熱利用設備 放熱箇所を把握し、対策実施

2-4 設備導入 電気使用設備 新規設置時に実施

2-4 設備導入 電気使用設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 電気使用設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 電気使用設備 進相コンデンサを自動力率調整期によって制御し、力率を適正に保つ

2-4 設備導入 電気使用設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 電気使用設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 電気使用設備 不要時の消灯

2-4 設備導入 電気使用設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 空気調和設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 空気調和設備 現状把握をし、適正な運転制御をする
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（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 空気調和設備 室温の測定を行い、熱対策を行う

2-4 設備導入 空気調和設備 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 現状把握をし、適正な運転制御をする

2-4 設備導入 照明設備 現状把握をし、適正な配置をする

2-4 設備導入 照明設備 現状把握をし、適正な選定、配置をする

2-4 設備導入 照明設備 現状把握をし、適正な配置をする

2-4 設備導入 照明設備 人感・照度センサー、タイマーの設置を行う

ポーラ化成工業株式会社　袋井工場 4,166 4,041 97.0% 3,470 83.3% ★ 97.0% 112.6% 2-4 設備導入 空気調和設備 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

2548 922 0.22131541

2-4 設備導入 電気使用設備 変電設備の変圧器更新

2-4 設備導入 照明設備

ホクト株式会社　静岡きのこセンター ★ 18,850 18,800 99.7% 16,830 89.3% 2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷房設定温度27℃～28℃で管理

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
各現場業務を早く終了出来る様段取りをした。節電を呼びかけムダな電
気はこまめに消灯するよう心かけた。

2-4 設備導入 空気調和設備 冷媒ガスＲ410に変更し設備導入を進めた

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯からＬＥＤ照明に変更を実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 栽培室内空調管理設備見直し

株式会社ホテイフーズコーポレーション　富士川工場 27,201 26,750 98.3% 20,978 77.1% ★ 99.0% 83.8% 2-4 運用対策 推進体制の整備 毎月エネルギー会議資料を配布している

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 毎月エネルギーデーター集計を行っている

2-4 設備導入 電気使用設備 自動力率装置にて力率調整中

2-4 設備導入 照明設備 ＬＥＤへ変更

ホテルアソシア静岡 ★ 3,247 3,198 98.5% 2,968 91.4% 2 設備導入 空気調和設備 （R04）過剰不要な照明を減らし、適宜操作を行った。

3-4 設備導入 燃焼設備
（R04）空調用熱源の電動力は、不要時には停止する等して、運転時間
を削減する。

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 貯湯槽の更新

3 運用対策 運転管理 宴会場等、不使用時の消灯を徹底

3 運用対策 抵抗等電気損失防止
外気温度、宿泊稼働、宴会利用等の需要に連動した熱源機器の発停・
温度等の自動制御

4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ｱｲﾄﾞﾙﾀｲﾑ（15：00～17：00）の、ﾚｽﾄﾗﾝ・厨房の消灯（不必要時のみ）

4 運用対策 エネルギーデータ管理 ピーク時間（14：00、18：00頃）の熱源機器の一時停止または減段

4 運用対策 エネルギーデータ管理 ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾘﾝﾀ、複合機等をｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞのあるものに置き換える。

ホテルアンビア松風閣 2,656 2,570 96.8% 2,322 87.4% ★ 96.8% 87.4% 3 設備導入 コージェネレーション設備
2021.1
コージェネレーション設備25KW×8新設

3 設備導入 空気調和設備
2022.9
従食GHPエアコン入替

4 設備導入 空気調和設備

ホテルウェルシーズン浜名湖 ★ 4,415 4,283 97.0% 3,596 81.4% 2-4 設備導入 照明設備
日中、夜間共に必要のない照明は入れず、自動点灯のものはタイマー
の設定を変更し削減に努めた。

2-4 設備導入 空気調和設備

ホテルクラウンパレス浜松 ★ 3,182 3,100 97.4% 3,444 108.2% 3 設備導入 照明設備 一部LED化を実施した

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 バックヤードは電球を一部外す等し不要な照明を無くした

2 運用対策 運転管理 深夜など負荷の少ない時間帯は運転数を減らした

ホテルジャパン下田 ★ 3,337 3,324 99.6% 2,937 88.0% 2-4 設備導入 照明設備
休館期間中の灯油式ボイラー停止および館内電力機器の停止。
バックヤード照明の間引き。

ポリプラスチックス株式会社　富士工場 172,598 190,000 110.1% 176,644 102.3% ★ 97.0% 97.6% 2-4 設備導入 照明設備 工場構内の水銀灯照明の一部をLED照明へ置き換えた。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
工場周辺道路の歩道・路側帯・側溝のゴミ拾いやカーブミラーの清掃を
実施した。(6月)

2-4 設備導入 電気使用設備
エアコン、モーター、ポンプ、ドライヤー、トランス等を更新する際、省エ
ネに配慮した製品を選択した。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山麓ブナ林創造事業に社員5名が参加した。(4月)

2-4 運用対策 運転管理
主力製品であるポリアセタール生産設備の蒸気使用量削減のため高度
制御システムを導入した。

本田技研工業株式会社　トランスミッション製造部浜松工場 40,257 46,170 114.7% 33,202 82.5% ★ 102.4% 128.9% 3 設備導入 電気使用設備 - 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

HondaWoodsの整備は計画通り実施出来た。
工場見学者は107人受け入れ、HondaWoodsの取り組みを理解して頂
き、森林の環境保全に対する重要性を訴求。

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度 Ｒ4年度5回に分けて92名が参画した
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3 設備導入 照明設備 - 3-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

- 3-4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）-

2 運用対策 運転管理 - 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での緑化等環境保全となる行動を呼びか
け、行動につなげること。

新入社員教育23名、新任ﾘｰﾀﾞｰ教育29名予定通り実施

2-4 設備導入 空気調和設備 既存空調循環風量の削減

MARK IS 静岡 3,006 2,800 93.1% 2,917 97.0% ★ 99.5% 103.7% 2-4 運用対策 運転管理
館内空気環境を測定し、熱源機器の運転台数、空調機の外気取り込み
量などの制御を行った。

施設内のスペースにて地域学生と共にSDGsイベントを開催し理解を深
めた。

ﾏｰﾚｴﾚｸﾄﾘｯｸﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 5,198 6,097 117.3% 5,392 103.7% ★ 94.0% 76.3% 2 設備導入 照明設備 モータ工場ＬＥＤ化：１１０灯 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 継続中

2-3 設備導入 電気使用設備 高効率制御の巻線機導入 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 継続中

4 設備導入 空気調和設備

4 設備導入 電気使用設備
エア漏れ対策１１４ヶ所のエア漏れ箇所を発見。１１４ヶ所のエア漏れ箇
所の修理を実施した。

マスコー製紙株式会社 12,052 12,050 100.0% 11,123 92.3% ★ 96.1% 88.0% 2 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーにインバータ制御を導入した。

2-3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 機械の稼働率を計算し、目標値を設定した。

3 設備導入 電気使用設備 一部の水銀灯をLEDに置き換えてテストした。

4 設備導入 電気使用設備 原料に合わせた設備運用が行えるように改造した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 加工施設の機械の稼働状況を日報記録から分析し対策を行った。

町田食品株式会社　大渕工場 3,215 3,209 99.8% 3,153 98.1% ★ 94.2% 106.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備
社内各部署ごとにISO14001の経営目標計画を策定し四半期ごと目標達
成の確認及び実施状況と計画を確認

2-4 運用対策 保守及び点検 担当部署による定期的管理と保守契約によるメンテナンスを実施した

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
電動機の性能等の検討を行い　運用管理について作業従事者の指導
を実施した

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 流体機械の導入設置はなかった

2-4 設備導入 熱利用設備
すべてのボイラーに廃熱回収機器　エコノマイザーの取付により熱効率
を高めエネルギーコストの低減行った

2-4 設備導入 電気使用設備 エアーコンプレッサーの設置　更新はなかった

2-4 設備導入 照明設備
省エネルギー型照明設備への交換について、ローコスト、高効率機器
の選定を検討した

2-4 設備導入 照明設備
場所によっては人感センサーの設置、点灯タイマーの点検変更を採用
した

町田食品株式会社 本社工場 4,874 4,802 98.5% 4,673 95.9% ★ 92.9% 110.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備
社内各部署ごとにISO14001の経営目標計画を策定し四半期ごと目標達
成の確認及び実施状況と計画を確認してた

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
ISO14001の目標計画に基づく機器のメンテナンス、運転状況、保守点
検を実施した

2-4 運用対策 保守及び点検 担当部署による定期的管理と保守契約によるメンテナンスを実施した

2-4 運用対策 排熱の回収利用 計画年度未到来

2-4 運用対策 電気使用設備 負荷に応じた回転数制御装置等の設置はなかった

2-4 設備導入 熱利用設備
すべてのボイラーに廃熱回収機器　エコノマイザーの取付により熱効率
を高めエネルギーコストの低減行った

2-4 設備導入 電気使用設備
高効率冷凍機/空調機及び照明機器の導入による省エネルギー化を実
施した

2-4 設備導入 照明設備
場所によっては人勧センサーの設置、点灯タイマーの点検変更を採用
した

株式会社松浦スチロール工業所　川尻工場 5,871 5,750 97.9% 5,382 91.7% ★ 97.9% 107.2% 3-4 設備導入 熱利用設備 当該設備の導入がなかった。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内資料に関しては積極的に裏紙を使用した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

エコアクション21活動の運用。

3-4 設備導入 熱利用設備 当該設備の導入がなかった。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

3ヶ月に1回の定期点検を行っている。

2-4 設備導入 電気使用設備 ポンプ設備の更新時に高効率のものへ更新。

3-4 設備導入 燃料の選択 当該設備の導入がなかった。

松坂屋静岡店 5,259 4,996 95.0% 4,770 90.7% ★ 95.0% 90.7% 2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 空調機運転指標を元に手動による設定温度と周波数の変更を行った。

2-4 運用対策 運転管理
夏季における冷房機器の可動数を前日の最高気温予想を参考に調
整。

松菱製紙株式会社 ★ 4,527 4,300 95.0% 4,191 92.6% 3 運用対策 抵抗等電気損失防止

株式会社マリンアクセス ★ 3,222 3,142 97.5% 2,877 89.3% 2-4 設備導入 照明設備 現場事務所、荷捌き場内各所をＬＥＤ照明に変更した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

事業者と検討中
各業務により難点が
ある為、可能な部署
から進めていく。

2-4 設備導入 サービス提供事業者の活用 太陽光ソーラーパネルを設置した。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 主要とする冷却設備の入替を現在進行中



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 電気使用設備 電気設備の老朽化により全てのキュービクルを新設する

丸井製紙株式会社　板紙工場 22,243 21,800 98.0% 20,448 91.9% ★ 96.3% 99.6% 2-4 運用対策 排熱の回収利用
ドレンからフラッシュ蒸気を取り出し、各乾燥設備に昇圧再利用する計
画を継続中。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

6月に省エネルギー会議を実施した。内容は弊社における過去5年間の
エネルギー使用状況の報告、今後省エネルギーへの取り組みについて
の会議を行った。

2-4 森林認証制度 FSC認証取得

2-4 運用対策 運転管理 中層のリファイナーと小型バルブレスの計画運転停止

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
乾燥工程に使用している蒸気ラインにコントロールバルブを新たに設置
し、蒸気圧コントロールを行った。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ファインスチームを添加し乾燥設備の熱効率を向上。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 工場内、倉庫内の不要な照明、照明器具の変更を計画。

丸井製紙株式会社　家庭紙工場 12,052 11,780 97.7% 9,302 77.2% ★ 97.0% 99.2% 2-4 設備導入 電気使用設備 主要設備の駆動モーターの入れ替え時に実施

3-4 設備導入 熱利用設備 ボイラー更新および抄紙機のドレンシステムの改善の検討

丸茂製紙株式会社 8,295 7,900 95.2% 8,253 99.5% ★ 82.0% 97.0% 4 設備導入 照明設備 抄紙室のLED化を順次実施する

2 運用対策 運転管理 保守点検記録の整備と定期修理計画の運用

4 設備導入 電気使用設備 ｲﾝﾊﾞｰﾀｰでﾓｰﾀｰの回転数を操業状況に応じて下げた

4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 定期修理を利用して順次実施した

丸善食品工業株式会社　富士小山工場 ★ 26,302 27,000 102.7% 26,001 98.9% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネイジメントシステム等は無いが、工場の各活動において機能し
ており、各部屋の空調管理及び照明の入切を教育の実施。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

工場見学は行いました。

2 運用対策 エネルギーデータ管理 東京電力の支援の下で見える化のシステム導入実施。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物の減容・減量の取組は、予定した以上に出来ました。

2-3 運用対策 運転管理 負荷の状態に応じ、複数機の台数制御、ローテーションを行っている。

2-3 運用対策 保守及び点検
設備の保守点検は、予定を立て実施をしております。又、工程トラブル
一覧表を記入しての是正等の対応。

2-3 運用対策 保守及び点検

定期的な保守契約をボイラメーカーと締結しメンテナンスを行っておりま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
照明機器具に関しては、定期的な、照度測定を行い、保守点検を行っ
ている。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
電動機の空転による電気の損失に関しては、工場設備の適正な状態
で、使用をしています。

2-4 運用対策 排熱の回収利用
ボイラの排ガスに関しては、エコノマイザーが設置されております。廃熱
回収はボイラ給水に戻し、一部クーリングタワーの廃熱も回収しており
ます。

丸徳商事有限会社　宍原事業所 2,777 2,200 79.2% 2,150 77.4% ★ 79.2% 73.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 環境マネジメントシステムISO14001による管理を実施中 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

定期的な緑化整備を社員にて実施。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001認証を継続

2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001に準し、エネルギー使用や環境に関する勉強会を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

近隣及び社外の見学を積極的に受付

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 月単位で各事業所別のエネルギー使用量を管理 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

社内文書について使用済封筒・裏紙を使用

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 施設ごとの運転状況を日報で管理。定期的な保守整備を実施

2-4 運用対策 運転管理 処理量の増減により機器の稼働台数を変更

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的に保守および点検を自社及びメーカーにより実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 休憩時間等の未使用時の電灯は消灯を実施

2-4 設備導入 照明設備
一部外灯は人感センサー及びタイマー付き電灯に変更・LED蛍光灯及
び太陽光発電の導入

丸富衛材株式会社 ★ 15,885 15,500 97.6% 28,387 178.7% 2-4 運用対策 運転管理 省エネルギーの実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 現在新設工事中。令和3年内には完成見込み。

丸富製紙株式会社　今泉工場 ★ 15,234 15,203 99.8% 14,060 92.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備 ISOの目的目標に省エネの取り組みを入れ活動を実施 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 市役所やプール周辺のゴミ拾い運動に参加

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギーの使用箇所、月毎で原単位評価を実施

丸富製紙株式会社　沼津工場 22,406 23,078 103.0% 20,686 92.3% ★ 97.9% 93.8% 2 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 エアーロスの削減によりエネルギー効率のアップをはかる

3 運用対策 運転管理 歩留まり向上によりエネルギー原単位の向上をはかる

4 設備導入 熱利用設備

丸富製紙株式会社　原田工場 4,530 4,600 101.5% 5,754 127.0% ★ 96.0% 80.1% 2-4 運用対策 運転管理
原料の離解で、古紙とパルプ・損紙原料を別々に仕込む事で、パル
パーの稼働時間を減らし電力の削減を図った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 6月に市の公共施設の清掃活動を実施。

2-4 運用対策 保守及び点検
一部の設備でモーターを更新する際に高効率のモーターを導入するこ
とで電力の削減を図った。

2-3 設備導入 電気使用設備
加工機で数台あるバキュームポンプにエアー圧力センサーを取り付け、
インバーターの数値で管理していたものをエアー圧力で管理すること
で、動作に応じて運転を制御し電力の削減を図った。

丸富製紙株式会社　富士根工場 15,707 15,230 97.0% 14,094 89.7% ★ 97.0% 96.4% 2-4 設備導入 余剰蒸気の活用等 廃棄物ボイラの整備を行い安定稼働させた。

株式会社マルハチ村松　加工団地工場 2,910 2,822 97.0% 2,907 99.9% ★ 97.0% 113.1% 2 運用対策 排熱の回収利用
濃縮缶の蒸気ドレンをボイラーの給水タンクに回収しボイラー効率を上
げた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

・4半期に一度、第一種特定製品（フロン）の簡易点検の実施及び、電動
機出力7.5kW以上の空調機器の有資格者点検を実施しました。

2-4 設備導入 空気調和設備
天井裏断熱施工による空調電力削減及び除湿冷房扇風機導入による
空調電力削減を実施した。
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株式会社マルハチ村松　静岡工場 3,090 2,997 97.0% 2,485 80.4% ★ 97.3% 96.3% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー監視装置による消費動向の把握を行っている 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

3密を考慮しての空調換気、冷暖房機器の利用呼びかけ

2-4 運用対策 燃焼合理化 適正なボイラー空気比の調整による燃焼合理化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

四半期に一度の第一種特定製品(フロン)の簡易点検の実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度測定による照度最適化

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 推奨する冷暖房設定温度の励行喚起

2-4 設備導入 照明設備 照明器具の改造によるLED化およびLED照明器具への更新採用

2-4 設備導入 空気調和設備 新しい空調機導入

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 冷却器増設により冷却保管庫の稼働抑止

株式会社マルハチ村松　焼津エキスパート工場 3,846 3,730 97.0% 3,682 95.7% ★ 97.0% 109.1% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 事業所周辺の成案寺川において、定期的に職員で清掃活動を行った

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

省エネ法エネルギー管理標準スケジュールに基づき、フロンの簡易点
検の実施をした

2-4 設備導入 照明設備
ア　Ｈｆ蛍光ランプ、ＨＩＤランプ、ＬＥＤ照明等の省エネルギー型設備を採
用すること。

株式会社ミクニ　菊川事業所 7,377 7,155 97.0% 7,002 94.9% ★ 87.3% 84.9% 2-4 設備導入 照明設備 生産ラインの照明を、蛍光灯からLEDへ変更 4 排出低減技術等の開発・普及 その他
中部電力ミライズよりCO2フリー電力を2022年12月から100,000kWh/月
購入しCO2排出抑制

2-4 運用対策 運転管理 空調機器(冷温水発生機)の運転管理標準の整備

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電力データ、ガスデータが分かるように監視システムを導入

2-4 運用対策 運転管理 空調機器(冷溫水発生機)の運転管理標準の整備

ミクニパーテック株式会社　相良工場 7,677 7,500 97.7% 6,156 80.2% ★ 93.1% 78.1% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 使用していない設備の電源をOFFにし、定期的にチェックを行った 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

手元照明LED化 2
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

2021年6月ISO14001の定期審査を受け、指摘無く認証継続
引き続き社内にて運用

2-4 設備導入 電気使用設備 新規設備購入時に省エネ設備導入

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
電力監視モニターに依る電力の比較
毎月電気・LPG等の使用量をグラフ化し、過去との比較を行っている

2-4 設備導入 照明設備 手元照明LED化

三島総合病院 ★ 2,907 2,990 102.9% 2,729 93.9% 2-4 運用対策 運転管理
空調中間期の拡大
（春+2日・秋-8日）

2-4 設備導入 照明設備 駐車場外灯のＬＥＤ化

2-4 運用対策 燃焼合理化 空気比1.3に調整

3-4 設備導入 空気調和設備

三井・ケマーズフロロプロダクツ株式会社　清水工場 ★ 35,105 34,050 97.0% 36,151 103.0% 2-4 設備導入 空気調和設備 新設及び更新で高効率な空調機を導入した。（11機）

2-4 設備導入 照明設備 既存器具をLED照明器具に更新した。（約30灯）

2-4 設備導入 電気使用設備 空気圧縮機及びボイラーを更新する際に高効率タイプを採用。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等

三井化学エムシー株式会社　清水工場 6,284 6,100 97.1% 6,686 106.4% ★ 99.9% 98.9% 2-4 設備導入 電気使用設備
厚生棟温水設備更新
食堂用　冷凍冷蔵庫更新
ポンプ更新（工水、真空など）

4 年2回三保松原の下草刈

2-4 運用対策 運転管理 サーバー管理室移設 4 真崎海岸清掃活動

三井化学東セロ株式会社　浜松工場 ★ 18,939 18,750 99.0% 18,152 95.8% 2 設備導入 電気使用設備 最新、高効率機種を選定した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

・昼休憩時の事務所内消灯と一部照明に人感センサー取付
・アイドリング時間の削減

2 設備導入 電気使用設備 設置に際して設備メーカーと打合せを重ね検討した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

・定期点検と早急な修繕対応をした。

3 設備導入 熱利用設備 既設を見直し、最適な条件を検討した。

3-4 設備導入 照明設備 職場環境に適したLED照明を採用した。

3-4 設備導入 空気調和設備 既設を見直し、最新機種を選定した。

三井農林株式会社　藤枝工場 3,558 3,412 95.9% 3,208 90.2% ★ 95.9% 117.1% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLED化した。 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

工場全体で廃棄物削減に努めた。

2-4 設備導入 電気使用設備 比較的低いAPF空調機をより高いAPF空調機に更新した。

2-4 設備導入 空気調和設備
夏季・冬季・通常期における空調負荷の制限や細かいタイマー管理を
行った。

MAアルミニウム株式会社　原料本部鋳造工場鋳造二課 16,894 16,387 97.0% 16,016 94.8% ★ 97.0% 100.3% 2-4 設備導入 照明設備 トラックヤード内照明LED化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 使用済みアルミ缶の焙焼条件見直し

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

（工場見学等の啓蒙活動機会無し。）

MAアルミニウム株式会社　富士製作所 154,396 149,764 97.0% 129,190 83.7% ★ 97.0% 82.1% 2-3 設備導入 照明設備 天井照明等LED化の実施 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
Web会議の開催、コピー用紙再利用、再生紙等利用実施。また、産廃量
の削減への取り組み実施



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2 設備導入 空気調和設備 空調設備の更新を進めた 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 回収したアルミ缶を利用したアルミ缶材料の製造

2-3 設備導入 電気使用設備 圧延機等のモータ更新計画継続

2-3 設備導入 電気使用設備 受変電設備のトランスの更新を進めた

2-4 設備導入 熱利用設備
炉設備更新に伴い設備容量の見直し、熱効率の高い設備の選定を進
めた

3-4 設備導入 燃料の選択 灯油燃料より都市ガス燃料変更進めた

三菱商事ライフサイエンス株式会社 富士工場 ★ 15,178 14,875 98.0% 15,257 100.5% 2-4 設備導入 空気調和設備 省エネ型空調機への更新

2-4 設備導入 電気使用設備 ポンプ等電動機を使用する装置は、高効率モーターを選定

2-4 設備導入 照明設備 LED照明の採用

4 設備導入 電気使用設備 変圧器の更新（1000KVA 1台）

3 設備導入 熱利用設備 熱交換器の適正配置

三菱電機株式会社　静岡製作所 37,443 36,320 97.0% 38,704 103.4% ★ 97.0% 77.3% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステム又はこれに準じたシステムの導入、温室効果
ガスの排出の抑制を効果的に推進するために、責任者の設置、マニュ
アルの作成及び社内研修体制は整備済み。

4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 購入電力量の約３％に対して、非化石証書を付与して購入した。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ クルポ事業について、所内周知及び参加促進。

2-4 運用対策 運転管理
設備は、負荷の状況に応じ、高効率の運転が維持できるよう運転管理
を行った。総合的なエネルギー効率を向上させるよう、負荷の状態に応
じ、稼働の調整の選択又は負荷の適正配分を行った。

3-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
みつびし愛さんさんフェスタにて、ふじのくにCOOLチャレンジＰＲブース
を設置。

2-4 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びス
ケール等の除去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器の
スケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分の補修、照明器具
及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保守及び点検を行い、
良好な状態に維持した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱媒体による熱量の過剰な供給をなくすよう、熱媒体の温度、圧力及び
量を最適に設定した。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
電気の使用を平準化して最大電流を低減するよう、電気使用設備の稼
動を調整すること。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は
消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明点灯をなくした。

2-4 設備導入 照明設備 ＬＥＤ照明の省エネルギー型設備を採用した。

2-4 設備導入 照明設備
不必要な場所及び時間帯の消灯又は減光のため、人感センサーの設
置、調光器の設置及びタイマーの利用等を行った。

ミナリスメディカル株式会社　富士事業所 ★ 3,436 3,436 100.0% 3,116 90.7% 2-4 運用対策 運転管理
・電力使用量が高い夏季(8、9月）に消費電力の大きい設備の運転を停
止した。
・夏季節電の呼びかけを実施

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001認証の維持

3-4 設備導入 照明設備 令和4年度は2箇所、LED照明に更新

3-4 運用対策 運転管理 節電効果の高い空調機、冷蔵・冷凍設備の更新を行う

ミネベアミツミ株式会社　浜松工場 3,567 3,534 99.1% 3,125 87.6% ★ 96.5% 84.3% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 ・インバータ式照明器具をLED式照明器具への交換を実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 ・吸収式冷温水発生機の冷温水温度を適温になるように設定。

美藤製紙株式会社 8,579 8,433 98.3% 7,956 92.7% ★ 96.6% 96.5% 2-4 設備導入 照明設備
現行の照明設備が故障次第、随時省エネ型の照明設備に変更してい
る。

2-4 設備導入 電気使用設備
現行の電気設備が故障次第、随時省エネ型の照明設備に変更してい
る。（高効率モーターやインバーター制御追加）

2-4 運用対策 運転管理

美幸工業株式会社 10,480 10,400 99.2% 9,637 92.0% ★ 99.1% 99.9% 2-4 運用対策 運転管理 生産計画を元にした溶解炉の連続運転、各設備の稼働分散

2-4 運用対策 燃焼合理化 溶解炉バーナー空気比の調整

2-4 設備導入 電気使用設備 溶解炉稼働時における各設備の運転状況の把握、非稼働時の停止

株式会社武蔵野　静岡工場 3,702 3,776 102.0% 3,418 92.3% ★ 96.2% 107.8% 2 運用対策 推進体制の整備 省エネ活動を全員参加で活性化させるため、PJを立ち上げた。 2 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

部署別の小集団朝礼で、ロス削減について話し合う。

2 運用対策 エネルギーデータ管理
計画的に予防保全を実施して、生産機械設備の稼働時間を抑制する。

2 運用対策 燃焼合理化
メーカーによるボイラー定期点検実施。バーナー等の清掃にて燃焼効
率悪化防止に努めた。

2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
使用していない設備の電源を切るように朝礼等ＰＪ活動を用いて掲示物
も使用して作業者に指示とお願いをした。

2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ボイラーの台数制御。

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 蛍光灯の間引き、人感センサーライト設置

2 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 PC省エネモードほか朝礼にてアナウンス。

株式会社武蔵野　東海工場 7,124 7,950 111.6% 7,603 106.7% ★ 97.0% 98.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステム体制確立。
環境管理責任者・推進者変更、
マニュアル・目標値の更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

・裏紙使用
・カラー印刷使用禁止

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
機械設備の製造年・稼働状況・トラブル履歴を元に年間設備管理計画
を立てた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

業者変更

2-4 運用対策 運転管理 現場巡回での確認、都度調整、機器入れ替えの実施。



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 保守及び点検
定期的なフィルター清掃。
ボイラー業者による定期点検。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 適正照度確認、不必要な照明消灯

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 蒸気漏れ箇所の早期修繕、推進呼び掛け、蒸気量見直し。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
電圧・電流の定期的な測定を点検項目として実施、不要機器停止呼び
掛け

2-4 設備導入 空気調和設備 劣化した断熱材の交換

株式会社村上開明堂　大井川工場 4,089 3,968 97.0% 3,432 83.9% ★ 97.0% 98.5% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLED化 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山グリーンプロジェクトへの参加

2-4 設備導入 空気調和設備 設備の最適化運転 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 河川敷の清掃及び会社周辺の清掃活動へ参加

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

エコキャップ運動へ通年の参加

株式会社村上開明堂　築地工場 4,074 3,953 97.0% 3,084 75.7% ★ 97.0% 82.4% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLED化 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山グリーンプロジェクトへの参加

2-4 設備導入 空気調和設備 設備の最適化運転 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 河川敷の清掃及び会社周辺の清掃活動へ参加

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

エコキャップ運動へ通年の参加

株式会社村上開明堂　藤枝工場 5,424 5,241 96.6% 5,012 92.4% ★ 96.6% 115.7% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLED化 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

富士山グリーンプロジェクトへの参加

2-4 設備導入 空気調和設備 設備の最適化運転 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 河川敷の清掃及び会社周辺の清掃活動へ参加

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

エコキャップ運動へ通年の参加

株式会社明治　東海工場 12,934 12,540 97.0% 11,595 89.6% ★ 97.0% 94.0% 2-4 設備導入 照明設備 約１０００台の蛍光灯をＬＥＤ化 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

３年ぶりに開催されたアーモンド祭りに参加 2-4 一社一村しずおか運動 ３年ぶりに開催されたアーモンド祭りに参加

2-4 設備導入 電気使用設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2-3 設備導入 熱利用設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場周辺清掃活動実施。瀬戸川清掃参加。

2 設備導入 熱利用設備 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

紙類６分類、廃プラ類５分類、動植物性残渣４分類しマテリアルリサイク
ルを推進した。

2 運用対策 運転管理

株式会社明電舎　沼津事業所 ★ 15,134 14,680 97.0% 14,736 97.4% 2-4 設備導入 照明設備 設備投資を実施した 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

調達部門からの積極的なアプローチを実施

2-4 設備導入 空気調和設備

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 こまめな管理を実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 こまめな管理を実施

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止

メモリーテック株式会社　御殿場工場 ★ 5,673 5,505 97.0% 5,365 94.6% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯を高効率器具に更新した。(288台）93908kwh/年削減 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

空地に植樹し管理している

2-4 設備導入 空気調和設備
老朽化したｴｱｺﾝを変更
印刷、保全エアコン更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

分別強化によるリサイクル化の推進をした。　　リサイクル率99.70％

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
毎月部門ごとの電気使用量、その他エネルギー使用量をまとめ報告を
している。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 年4回実施し、1410kgCO2／年の削減。

2-4 運用対策 運転管理
生産が少ない期間、稼働設備を集約しクリーンルーム内の設備を待機
モードに、クリンルームのエアハンを休日モードで運用

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 離席時はノートパソコンを閉じスリープモードとして運用。

2-4 設備導入 照明設備
９号事務所通路の照明を人感センサー付きLEDに変更。（6台）
146.7kwh/年削減

2-4 運用対策 保守及び点検

株式会社モガワ　本社工場 ★ 5,660 5,603 99.0% 6,081 107.4% 2 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 なし

2-3 運用対策 保守及び点検 蒸気ボイラー定期点検（年3回）

3 運用対策 運転管理 なし

森永製菓株式会社　三島工場 4,464 4,419 99.0% 3,766 84.4% ★ 99.0% 92.1% 2-4 運用対策 推進体制の整備 環境管理委員会が主となりFSSC22000の運用に努めた 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

社員及びその家族３名が参加して清掃奉仕活動を行った

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月単位毎にエネルギー管理を実施し、数値・グラフで過去の実績と比較
したエネルギーの消費動向等が把握できるようにした

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 その他 マイカー通勤者４３名が時差出勤をして交通渋滞の緩和に寄与した

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
生産設備の保守点検期間を決めて、計画的に保守保全を実施するよう
にした。

2-4 運用対策 運転管理
昨年に続きコンプレッサーをインバータ制御にて管理し、高効率の運転
を維持できるようにした

2-4 運用対策 保守及び点検 定期的な設備の保守及び点検を行い、良好な状態を維持できた

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
空気調和設備の運転管理を見直し、場所ごとの運転時間、温度設定を
するようにした
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2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 一部の照明設備は適宣調光により減光、消灯を行った

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
事務用機器は、不要時において適宣電源を切るとともに、低電力モード
の設定を行った

2-4 設備導入 熱利用設備 令和３年度にボイラー更新を行いエネルギー使用の合理化を図った

2-4 設備導入 熱利用設備
令和３年度にボイラー更新を行い現設備能力に見合った熱効率の高い
設備を導入した

2-4 設備導入 電気使用設備 一部を除いて所要出力に見合った容量のものを配置した

2-4 設備導入 電気使用設備
エアーコンプレッサーは昨年度に更新が終わりエネルギーの使用の合
理化が図れている

2-4 設備導入 空気調和設備
空気調和設備の更新は昨年で終わり効率の高い運転をするように努め
ている

2-4 設備導入 サービス提供事業者の活用
東京電力エナジーパートナー㈱による生産設備のエアー漏れ点検を実
施した

焼津市立総合病院 ★ 4,722 4,486 95.0% 4,462 94.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備
エネルギー管理組織を設置し、職員向けの院内広報紙において啓発を
おこなった。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギー使用量の月報、年報を作成し、過年度使用量との比較をお
こない、過年度使用量との比較をし、消費動向を把握した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
空調機器の運転状況、機器の不具合を日常点検で把握し、適正な運転
を実施した。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
プリンターやPCなどのシステム機器は一定時間使用しない場合は自動
的に省エネモードに切り替わる。

2-4 設備導入 照明設備
安定器や照明器具の不良箇所についてはLED照明の取替を実施して
いる。

株式会社焼津ミール　本社工場 9,765 9,475 97.0% 8,957 91.7% ★ 97.0% 102.4% 2 設備導入 熱利用設備 新しい煮熟機を稼働し始め、熱効率は良くなったと思われる

2-4 運用対策 運転管理 原料の増減により稼働台数の調整を行った

2-4 運用対策 燃焼合理化 蒸発倍数の管理を行った

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼間は必要の無い照明はなるべく使用しなかった

株式会社ヤクルト　本社富士裾野工場 ★ 12,498 12,123 97.0% 12,236 97.9% 2-4 設備導入 電気使用設備 更新する機器については、高効率のものを採用した。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

市が企画する緑化活動に参加できた。

2-4 設備導入 照明設備 更新する機器については、ＬＥＤ照明を採用した。

2-4 設備導入 熱利用設備
蒸気駆動式コンプレッサーの運用方法を見直すことで負荷率を上げ、よ
り多くの廃熱をボイラー水の予熱として利用した。

2-4 設備導入 空気調和設備 蓄熱設備の更新により、効率の高い運転ができるシステムを採用した。

2-4 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、環境活動や社内教育を計画的に実
施した。

2-4 運用対策 運転管理
アイスバンク設備の運転時間を調整し、高効率な運転ができるように管
理した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空気調和も考慮し、エアコンごとに設定温度を取り決め管理できた。

矢崎エナジーシステム株式会社　天竜工場 7,205 6,800 94.4% 5,476 76.0% ★ 97.0% 91.3% 2-4 設備導入 燃焼設備 燃焼設備の設備導入 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

計画通り実施。家庭内でも省エネチェックを呼びかけた。

2-4 設備導入 照明設備

Ｈｆ蛍光ランプを
ＬＥＤランプ及び
ＬＥＤベースライトに
交換導入

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率設備の導入

矢崎エナジーシステム株式会社　沼津製作所 15,166 16,149 106.5% 12,816 84.5% ★ 97.0% 90.7% 2-4 運用対策 保守及び点検 LED照明や高効率照明器具に更新し、電気使用量を削減した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

新型コロナウイルス感染拡大を鑑み、ステークホルダーミーティングは
中止したが、環境報告書を送付し、意見・質問等を頂き、Q＆Aの送付を
実施。

2-4 運用対策 運転管理 - 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

①事業所周辺の3つの公園の除草、ゴミ拾い実施。参加者52名、回収ゴ
ミ40袋。
②事業所周辺の3つの公園の除草、ゴミ拾い実施。参加者52名、回収ゴ
ミ40袋。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止 -

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 -

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 未使用エリアの照明撤去、配置見直しによる減灯。

2-4 設備導入 電気使用設備
生産ラインの各駆動モータやポンプ類を、インバータによる回転制御に
変更し、電気使用量を削減した。

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率機器を採用した。

2-4 設備導入 電気使用設備 N2化による蒸気ボイラー停止

2-4 設備導入 電気使用設備 エアー機器を正常化した。

2-4 設備導入 照明設備 LED照明や高効率照明器具に更新し、電気使用量を削減した。

2-4 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 -

矢崎エナジーシステム株式会社　富士工場 30,208 29,302 97.0% 26,233 86.8% ★ 97.0% 83.0% 2-4 設備導入 照明設備

・照明設備
①省エネタイプ
　LED化へ変更
②一部照明設備の減灯
　（間引き）

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
2022年5月、6月
地域清掃、河川清掃実施

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001の内部監査及び
外部監査実施。
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2-4 設備導入 電気使用設備

・省エネタイプへの更新
　高効率化
①食堂電動機器
　省エネタイプに更新

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2022年8月
富士山清掃参加

2-4 設備導入 空気調和設備

・機器の適正容量見直し　
　を図り電力削減実施
①事務棟空調機
  省エネタイプに更新
②給湯設備
　省エネタイプに更新

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や学校に対し、環境に関するイベントや出
前講座を開催すること。

2022年10月
あまご（魚）の河川放流を実施

矢崎計器株式会社　島田製作所 7,715 8,080 104.7% 6,835 88.6% ★ 97.0% 87.0% 2-4 設備導入 空気調和設備
高効率の空調機器を設置して、旧設備への負荷を下げてエネルギー使
用を削減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

6月の環境月間に合わせて植物の種を配布（700袋） 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

関連会社とのマルチ認証化

2 設備導入 空気調和設備 工場屋根を二重構造にして断熱効果を高くして空調効率を上げる。

3-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をＬＥＤに交換して使用電力量を削減

2-4 設備導入 電気使用設備 老朽化した変圧器を高効率したものに更新し電力損失を削減

2-4 運用対策 保守及び点検
コンプレッサー及びエアー配管設備の点検を実施、エアー漏れ対策の
実施によりコンプレッサーエネルギー使用を削減

矢崎総業株式会社　Y-CITY 6,559 6,362 97.0% 6,325 96.4% ★ 97.0% 96.4% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ISO14001の継続認証
在籍する全部署の代表者をメンバーとした環境委員会を実施し(3回/
年)、エネルギー使用原単位の状況確認や削減対策を検討した

2-4 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

協働の森づくり事業梼原令和の森林づくりに参画し、植樹を実施(2022
年4月29日)

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001に従い、事業所の環境マネジメントシステムを運用した

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
管理表を用いてエネルギー使用設備の使用状況、老朽化等の状況を
把握した

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

狩野川水系水質保全協議会(裾野長泉支部)への参画 2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度
従業員の自動車通勤の許可条件を設けて、公共交通機関を使用させる
取り組みを実施した

2-4 運用対策 保守及び点検 各設備の保守点検を計画し実施した 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

廃棄物排出量の自主目標を設定し、削減活動を推進

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 執務室、会議室内において最適な回数での換気を実施した 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

新規の開発製品について、社内LCAツールを用いて環境評価を実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
環境パトロールを月1回実施し、空調設定温度に関するチェック項目を
含め徹底した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 夜間における環境パトロールを実施し、不要な照明の消灯を徹底した

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
環境パトロールを月1回実施し、不要時の事務用機器の待機電力の削
減についてチェック項目を含め

2-4 設備導入 熱利用設備
空調設備(吸収式冷温水機等)の更新を行い、現行機器より熱効率の高
い設備を導入した
(5月)

2-4 設備導入 電気使用設備 省エネタイプの自動販売機の設置

2-4 設備導入 電気使用設備 電力量に応じた変電設備の適正配置の実施

2-4 設備導入 照明設備
LED照明、冷陰極蛍光管等のLED化の実施
(5月)

矢崎部品株式会社　裾野製作所 9,436 9,153 97.0% 6,713 71.1% ★ 97.0% 104.4% 2 設備導入 電気使用設備 75kWコンプレッサー2台更新 2-4 緑の募金 9月に御殿場市活動へ協力

2-4 運用対策 保守及び点検 エア漏れ補修 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ 社員食堂での食べきりと地域清掃

2-3 設備導入 再エネ・未利用エネ活用 チラー停止

2 運用対策 保守及び点検 水バルブ冬期閉

2 設備導入 電気使用設備 変圧器更新

2-3 設備導入 空気調和設備 チラー用途変更

2 設備導入 照明設備 ＬＥＤ照明

矢崎部品株式会社ものづくりセンター 10,161 9,905 97.5% 9,404 92.5% ★ 97.5% 2 設備導入 電気使用設備 55kwエアーコンプレッサーの更新 2-3 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度

2 設備導入 燃焼設備 吸収式冷温水発生機（アロエース）の更新実施（2台更新）

3-4 設備導入 照明設備 水銀灯のLED化（95台の水銀灯をLEDに更新）

株式会社ヤマイチプライメタル　磐田工場 ★ 5,637 5,580 99.0% 5,395 95.7% 2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 現状維持 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

現状維持 3
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

現状維持

2-4 運用対策 運転管理 不要な使用を控える

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 不要な使用を控える

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 現状維持

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 現状維持

株式会社山恭製紙所 8,405 8,152 97.0% 9,534 113.4% ★ 92.8% 97.7% 1-3 設備導入 電気使用設備 インバーターを導入できていない。

1-4 設備導入 電気使用設備 故障したモーターから随時導入している。

2-4 設備導入 熱利用設備 断熱材を購入できていない。

2-4 運用対策 加熱及び冷却並びに伝熱の合理化（熱利用設備）設備への影響を見ながらヘッダーの圧力設定を徐々に下げる。

株式会社ヤマシタ ★ 4,098 850 20.7% 3,404 83.1% 29-31 運用対策 排熱の回収利用 スチームトラップ更新

29-31 設備導入 空気調和設備
断熱材の追加設置
乾燥機更新



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

29-31 運用対策 保守及び点検 自主点検及び業者による年次点検実施。劣化部品の交換。

29-31 設備導入 照明設備

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 適宜、ボイラ給水温度を最適化し運用

ヤマトエスロン株式会社　静岡工場 3,796 3,950 104.1% 3,247 85.5% ★ 97.9% 83.7% 2 設備導入 空気調和設備
老朽化した低圧コンプレッサーをインバーター式に更新する。３７ｋｗ×1
台
（使用時間24／日）電力20000kwh

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

ペーパーレス・バーコード管理を始めた。紙のリサイクルを増やした。 2-4 緑の募金

2 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

3 設備導入 電気使用設備
老朽化した低圧コンプレッサーをインバーター式に更新する。３７ｋｗ×1
台
（使用時間24／日）電力20000kwh

3 設備導入 電気使用設備

4 設備導入 照明設備 LEDの交換100灯実施

4 設備導入 電気使用設備

山梨罐詰株式会社 3,545 3,500 98.7% 3,469 97.9% ★ 98.5% 111.3% 2 設備導入 照明設備 工場内照明をすべてLEDとした。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

令和2年度は221.5tのシロップ廃液を処理し、33.7t-CO2の温室効果ガ
スを削減した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
電力使用量については、デマンドコントロールによるピークカットを実施
した。また、蒸気流量計および消費電力量測定器を設置した。

ヤマハ株式会社　本社事業所 4,948 4,800 97.0% 5,140 103.9% ★ 97.0% 103.1% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯６６９台をＬＥＤへ更新 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

「我が家のスマートライフ宣言」
家庭での節電テーマの設定と結果報告の表彰

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
・実行委員及び実務担当者として参画
・協賛金支払、企業賞提供
・クルポ事業の普及支援：社内食堂での食べ切りキャンペーン実施

5077 63 0.012732417

3-4 設備導入 電気使用設備 変圧器を2台統合・廃止し、無負荷損を削減 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
買電において、単位電力量当たりの二酸化炭
素排出量が小さい電力メニューを優先的に選択
して使用すること。

全量11,306,484kWhのCO2フリー電力を購入。CO2換算にすると
5,077ton。

2-4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）スタッフと浜松市職員、造園業者でクロマツ植林実施

2-4 設備導入 空気調和設備 空調機４台を更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロン排出抑制法に基づく点検の遵守 2-4 ふじのくに森の町内会
環境啓発ポスター：森の町内会「間伐に寄与する紙」を使用。
クールビズウォームビズポスター：更新年ではない為作製無し。

2 運用対策 運転管理 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 クールビズ・ウォームビズの推進 2-4 公益財団法人静岡県グリーンバンク緑化募金 賛助会員として継続、会費（100,000円）を支払い

2-4 緑の募金 緑の募金運動として30,000円寄付

ヤマハ発動機株式会社　中瀬工場 4,265 4,137 97.0% 2,691 63.1% ★ 97.0% 55.8% 2-4 設備導入 照明設備 照明設備をＬＥＤ化

2-4 設備導入 電気使用設備 なし

2-4 設備導入 空気調和設備 ＧＨＰから高効率ＥＨＰへ変更

ヤマハ発動機株式会社  袋井南工場 8,686 10,249 118.0% 11,603 133.6% ★ 110.4% 112.2% 2-4 設備導入 照明設備 生産エリアの照明ＬＥＤ化 7165 4438 0.51093714

2-4 設備導入 空気調和設備 CO２コントローラーにて換気を制御し空調ロスを削減

2-4 運用対策 運転管理 職場単位の省エネ改善テーマ活動展開

2-4 設備導入 電気使用設備 ポンプインバーター化（出力調整）

ヤマハ発動機株式会社　本社工場 55,835 48,133 86.2% 58,211 104.3% ★ 97.0% 90.6% 2-4 設備導入 照明設備 LEDランプ及び高効率証明器具の使用 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

菊川テストコース内での希少種モニタリングを年に8回実施。（内5回は
専門家と同行しモニタリング）

2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001取得認証取得を継続中。 64.7 58146.3 1.041395182

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 不要時の自動停止化やインバータを活用した電動機の損失低減 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

2022年5月8日中田島砂丘にてクリーン活動を実施。総勢約2600人、う
ち当社参加32人 2,31トンのゴミを収集。

2-4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）
しずおか未来の森サポータ制度締結企業のヤマハ株式会社に協力した
植林活動

2-4 設備導入 燃焼設備
溶解炉設備への空気比見える化の実施と空気比管理による最適運転
化

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

金属、プラスチック、鋳物砂などは分別し、再び原材料として活用するマ
テリアルリサイクル処理を実施しています。また、油や一部のプラスチッ
クは助燃剤としてサーマルリサイクル処理を実施しており、燃焼後の残
渣についてもセメントや路盤材原料として活用することで直接および間

2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度
自動車通勤配慮計画に沿った実績報告提出（7月）
（エコ通勤優良事業所認証継続）

2-4 設備導入 熱利用設備 炉壁面への断熱材設置や遮熱塗料塗布により断熱性向上 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

電動バイクEVINOの販売継続。
電動アシスト自転車の開発及び販売継続。　　　　　　　　　　
二輪車高環境性能車ブルーコアエンジン継続開発。電動アシスト高環
境性能車グリーンコア開発継続。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 電力を日単位でモニタリングするシステムを運用しロスを把握

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 蒸気不要点への供給停止

2-4 設備導入 電気使用設備 IE3モーターの採用

2-4 設備導入 電気使用設備 高効率空調設備の導入

ヤマハ発動機株式会社磐田南工場 24,024 24,017 100.0% 26,925 112.1% ★ 97.0% 98.7% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
加工機の油圧ポンプ、ミストコレクター等について不要時には停止する
制御を追加した。

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

従業員向けの省エネ展示を開催した。

2-4 設備導入 燃焼設備 金属溶解炉バーナーの空気比を調整可能とし、燃焼効率を改善した。 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

2-4 設備導入 電気使用設備 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 工場周辺の清掃活動を実施した。

2-4 設備導入 電気使用設備 クーリングタワーの循環ポンプにインバーターを設置した。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

従業員向けの分別教育を実施した。

2-4 運用対策 運転管理
エアー需要に応じてコンプレッサーのベース機の切り替え、又は停止を
行い、効率を維持させた。

2-4 設備導入 照明設備 現場、事務所の蛍光灯をLED照明へ更新した。

ヤマハ発動機株式会社　浜北工場 17,226 14,754 85.6% 14,361 83.4% ★ 95.0% 86.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備 期初教育 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

イベント無し 10895 3466 0.201207477

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
環境委員会報告
省エネ部会データまとめ

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 クリーン作戦



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 運転管理
・コンプレッサ台数制御による運転
・電力可視化による運用改善

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

ウェルカメクリーン作戦

2-4 運用対策 保守及び点検 運転部門と保全部門による維持管理活動 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物部会活動
・分別の徹底
・浄油によるリユース

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 自動停止回路への改善

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ポンプ（インバータ）周波数変更

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
熱処理炉
断熱ジャケット設置
3台

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・省エネ部会員や監督者
　によるパトロール
・運用改善

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 OA機器の省エネ活動継続

2-4 設備導入 熱利用設備
熱処理炉
断熱ジャケット設置
3台

2-4 設備導入 電気使用設備
設備保守時の更新
新規設備への採用

2-4 設備導入 電気使用設備 新規設備への採用

2-4 設備導入 電気使用設備 新規設備への採用

2-4 設備導入 電気使用設備 エア供給圧力の減圧

2-4 設備導入 照明設備
蛍光灯故障時には
LEDへ更新

2-4 設備導入 照明設備 ライン照明のLED化

2-4 設備導入 照明設備 ライン照明のLED化

2-4 設備導入 照明設備 ライン照明のLED化

ヤマハファインテック株式会社 ★ 8,355 7,604 91.0% 6,579 78.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 エネルギー使用について監視し、消費動向把握に努めた。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 ３年ぶりに実施できた。 2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ ヤマハグループの一員として活動した。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
機器等については点検等により不具合事項を把握し、計画的な補修に
努めた。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

ヤマハで実施している「我が家のスマートライフ宣言」に参加した。 2-4 環境マネジメントシステム（エコアクション21、ISO14001等）の普及啓発ヤマハグループの一員として活動した。

2-4 運用対策 運転管理
コージェネ設備については、計画的なメンテナンス実施により高効率の
運転に努めた。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

電子化の推進により、排出量削減に取り組んだ。 2-4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）
毎年実施している遠州灘海浜公園の植林活動にヤマハグループの一
員として参加した。

2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラーについては、計画的なメンテナンス実施により設備の健全性を
維持している。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

分別排出が徹底できた。

2-4 運用対策 燃焼合理化
ボイラーについては、計画的なメンテナンス実施により設備の健全性を
維持している。

4 エネルギー起源以外の削減取組
買電において、単位電力量当たりの二酸化炭
素排出量が小さい電力メニューを優先的に選択
して使用すること。

購入電力の一部にＣＯ２フリー電力を導入。
（初年度）

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 空調設備については、管理基準を定めて運用している。

2-4 運用対策 熱の動力等変換合理化
コージェネ設備については、計画的なメンテナンス実施により高効率の
運転に努めた。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 使用していない機器は停止している。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
インバーターを導入している設備はインバーター制御を実施している。
また、インバーターの導入を検討している設備もある。

2-4 設備導入 空気調和設備 空調設備導入時には、対象エリア、設備仕様を十分に考慮した。

2-4 設備導入 照明設備 照明設備導入時には対象エリア、設備仕様を十分に考慮した。

ヤマハモーターハイドロリックシステム株式会社　沼津第1工場 3,022 3,300 109.2% 3,820 126.4% ★ 96.2% 93.2% 2-4 運用対策 保守及び点検 別工場への設備移管により吸収式冷凍機の運転停止

2-4 運用対策 運転管理 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ運転時間の最適化、効率化

2-4 設備導入 熱利用設備 ﾒｯｷﾎﾞｲﾗｰ２／８台更新

2-4 設備導入 電気使用設備 省ｴﾈ型ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの導入6/6台更新

2-4 設備導入 照明設備 省ｴﾈ型照明の導入　80/100灯更新

2-4 設備導入 空気調和設備 高効率ＧＨＰの導入　　　６／２６台更新

ヤマハモーターパワープロダクツ株式会社 南工場 3,968 3,848 97.0% 3,449 86.9% ★ 97.0% 74.7% 2-3 運用対策 推進体制の整備
省エネ分科の会長に企画推進者を置き毎月各エリア担当を集めて進捗
会の実施

2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

実施 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001認証取得

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 月別で把握 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行
うこと。

実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 性能等の検討を行い、保守時期を再度整理した。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

実施

2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサー台数制御運用 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

実施

2-4 運用対策 保守及び点検 フィルター清掃等の計画実施

2-4 設備導入 電気使用設備 更新設備実施
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温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 空気調和設備 更新設備実施

2-4 設備導入 照明設備 計画箇所実施

株式会社　やまひろ　関東工場 6,698 6,512 97.2% 5,948 88.8% ★ 98.4% 96.1% 2 設備導入 電気使用設備 始動時、生産終了時の台数制御を行った。 2 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

3-4 設備導入 電気使用設備 自然冷媒を使用した冷凍設備に機械を更新した。

株式会社ヤヨイサンフーズ　清水工場 11,653 11,466 98.4% 12,089 103.7% ★ 98.4% 97.2% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
月、週、日でのエネルギー管理の実施、数値を過去の実績を比較表で
消費動向、傾向を把握した。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

良品率の改善、落下物の削減等、廃棄物の削減を実施した。 745.75 11343.25 0.973418862

2-4 運用対策 運転管理
機器の台数制御、圧力制御等の実施、負荷に応じた、モター回転数の
調整。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

帳票関係等、電子化を実施した。

2-4 設備導入 空気調和設備
区画ごとに制御できるように設置できた。
中低温用7台

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯からLED照明に更新　225灯

2-4 設備導入 電気使用設備 モーター交換時はトップランナーの物に交換実施した。

2-4 設備導入 熱利用設備

3-4 設備導入 電気使用設備

3-4 設備導入 余剰蒸気の活用等

UCC上島珈琲　SCM本部富士工場 ★ 3,220 3,188 99.0% 1,600 49.7% 2-4 運用対策 保守及び点検 焙煎機触媒更新による燃料使用量低減

3-4 運用対策 運転管理 ISO14001沿って不要時の電源OFF啓蒙活動実施

株式会社ユタカ技研　豊事業所 7,285 5,819 79.9% 88.1% 2-4 設備導入 電気使用設備 製造１BL事務所,金型技術BL空調機更新 2-4 二酸化炭素の吸収源対策
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

ユタカ技研国内拠点のエネルギー管理者による推進担当者会議を5回/
年実施

2-4 設備導入 電気使用設備 第4変電室　変圧器を低損失高効率型へ更新

2-3 設備導入 照明設備 事務所・ライン照明を蛍光灯からLEDへ変更

3 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ろう付け炉上本体へ断熱ｼﾞｬｹｯﾄ取付,P

3 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
AC室外機冷却,NK工場東ｼｰﾄｼｬｯﾀｰ追加,本工場屋上防水ｼｰﾄ設置,NK
工場屋上遮熱塗装

ユニ・チャームプロダクツ株式会社 静岡工場 21,068 21,689 102.9% 21,785 103.4% ★ 93.6% 95.8% 2-4 設備導入 電気使用設備

2-4 設備導入 照明設備 LED85台分更新。工場内LED化完了。

3-4 設備導入 燃料の選択 吸収式冷凍機及び貫流ボイラーを遊休設備とした。

ユニー株式会社　プレ葉ウォーク浜北 ★ 4,048 3,926 97.0% 4,079 100.8% 4 設備導入 電気使用設備

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 コピー機など事務機器の更新。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
大型空調運転のエネルギー種別によりカロリーを算出し、電気ガスの最
適な運転を心がけた。

2-4 運用対策 運転管理 空調の運転時間の最適化などを図った。

株式会社ユニバンス　湖西工場 ★ 5,821 5,646 97.0% 5,987 102.9% 3-4 設備導入 空気調和設備 エアコンの高効率化(老朽更新)

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯のLED化

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 生産設備非稼動時の電源切/エアー漏れ修理他

3-4 設備導入 電気使用設備 ポンプの高効率化

株式会社ユニバンス　本社工場 ★ 22,960 22,271 97.0% 21,069 91.8% 3-4 設備導入 空気調和設備 エアコンの高効率化(老朽更新)

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯のLED化

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 生産設備非稼動時の電源切/エアー漏れ修理他

3-4 設備導入 電気使用設備
ポンプの高効率化
トランスの高効率化

ユニプレス株式会社　富士事業所 7,997 7,673 95.9% 6,341 79.3% ★ 95.9% 91.6% 2 設備導入 コージェネレーション設備 ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ稼働によりﾎﾞｲﾗｰ用ﾌﾞﾀﾝｶﾞｽ使用量を削減

2-4 運用対策 運転管理 工場稼働時間見直し（一部常勤化）による消費電力量削減

2-4 運用対策 保守及び点検 ﾎﾞｲﾗｰ定期点検・清掃実施

ユニプレス株式会社　富士工場（富士宮） 2,002 4,417 220.6% 1,977 98.8% ★ 94.8% 92.2% 2 運用対策 運転管理
設備の不具合による停止ロス削減や出来高向上に努め稼働率を向上
させている。

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
空気圧縮機4台稼働から3台稼働に変更、各設備不要時の電源切の徹
底により電気の損失を低減。

横浜ゴム株式会社　三島工場 ★ 35,503 34,438 97.0% 36,817 103.7% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
ファン・ポンプモータの回転数制御及び高効率化、容量適正化を実施し
電力使用量を削減した。

114.25 36702.75 1.033792919
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温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策
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2-4 設備導入 照明設備
照明器具の省エネ（蛍光灯や水銀灯をLED器具に交換）更新を実施し
た。

2-4 設備導入 電気使用設備
大型直流電動機を高効率の交流同期電動機に更新し電力使用量を削
減した。

2-4 設備導入 電気使用設備
既設ﾎﾟﾝﾌﾟ容量が過大であり吐出側のﾊﾞﾙﾌﾞを絞って調整しているためｲ
ﾝﾊﾞｰﾀを設置し回転数制御にて消費電力の削減を計画した。

3-4 設備導入 電気使用設備
設備更新に合せて現状の負荷を考慮しﾓｰﾀ容量の適正化を図り消費電
力を削減した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
加硫機断熱板の更新及びコンテナの遮熱塗料塗布により放熱を防ぐこ
とで蒸気使用量を削減した。

吉田町牧之原市広域施設組合　清掃センター 4,323 4,456 103.1% 3,915 90.6% ★ 98.6% 94.4% 2-4 運用対策 保守及び点検
伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の除去、フィルターの目詰
まりの除去、熱媒体の漏えい部分の補修等を行った。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

行政区域内の小学校７校（吉田町３校、牧之原市４校）の４年生が施設
見学を行い、その際に各家庭から排出される可燃ごみの抑制と分別意
識の向上の呼びかけを実施した。

2-4 ふじのくにCOOLチャレンジ
静岡県地球温暖化防止活動推進センターのホームページを活用し、職
場内で参加を呼びかけた。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
冷暖房の使用は政府が設定した温度（夏は２８℃、冬は２０℃）に抑え、
かつ使用頻度を業務に支障のない範囲にとどめた。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

静岡県が温室効果ガス削減のため、県民を対象として取り組んでいる
県民運動「ふじのくにＣＯＯＬチャレンジ」の一環である、温暖化対策アプ
リ「クルポ」の参加を周知した。

2-4 緑の募金
地球温暖化の防止など、森づくりの趣旨を踏まえ、本事業の参加を呼び
掛けた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 無駄な照明の使用を控えた。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
従来、焼却処理していた衣類等の布類を資源化処理することによって、
焼却量の削減を行った。

2-4 設備導入 照明設備 故障した蛍光灯をＬＥＤ照明等の省エネルギー型設備に更新した。

株式会社吉野工業所　静岡工場 15,199 15,442 101.6% 12,802 84.2% ★ 101.6% 94.7% 2-4 設備導入 電気使用設備
新規設備導入
追加4台更新

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他
省エネ委員会の開催
月1回
省エネパトロールの実施　週1回

2-4 設備導入 電気使用設備
新規設備入替
追加6台更新

2 設備導入 電気使用設備 昨年度実施済

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
エアー漏れ対策
省エネ機器の導入
エアコン入替

米久株式会社　ケンコー工場 5,336 5,178 97.0% 6,677 125.1% ★ 71.3% 90.8% 2 設備導入 照明設備 LED照明の採用 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

郵便物の封筒を社内便の封筒として再利用 2
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

未実施

2-3 設備導入 電気使用設備 高効率モーターの採用 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物ごとに回収コンテナを分け回収できるようにしている 2-4 緑の募金 募金活動

2-4 設備導入 空気調和設備 ユニットクーラーの洗浄 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 3か月に1回工場周辺の清掃活動を実施 3 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）2021.5.8、2021.10.27実施

2-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 機械室換気扇運転スイッチの自動化 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 工場内での使用水量の削減 4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）2023.5.25実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 事務所窓はブラインドを締め、空調負荷を軽減する。

3-4 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの稼働状況の改善

3-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 連続温度記録の導入

米久株式会社　富士工場 5,996 6,120 102.1% 6,340 105.7% 2-4 設備導入 照明設備 今期は実施計画が無かった。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光灯をLEDに入替

2-4 設備導入 空気調和設備 空調の入替は、より省エネタイプを選定した。

3-4 運用対策 排熱の回収利用 今期は実施計画が無かった。

2 設備導入 電気使用設備 今期は実施計画が無かった。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラーの定期メンテナンスを実施

米久株式会社　夢工場 ★ 5,056 4,904 97.0% 451 8.9% 2-4 運用対策 運転管理 コンプレッサの台数制御装置の導入 2 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 未実施 2
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

未実施

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 窓に日よけを設置することにより、空調負荷を軽減する。 3 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 2021.11.13実施 3 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）2021.5.8、2021.10.27実施

2-4 設備導入 照明設備 LED照明の採用 4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 4 しずおか未来の森サポーター制度（協定締結企業）2022.5.21、2022.10.26実施

2-4 設備導入 照明設備 照明の自動点滅化

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラーの定期点検と管理

米久デリカフーズ株式会社　静岡工場 3,662 3,625 99.0% 4,070 111.1% ★ 98.7% 100.7% 2-4 設備導入 照明設備 順次、蛍光灯照明をLED照明に変更 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

冷凍冷蔵庫及び空調機器の更新 2-4
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

2020年10月に計画

2-4 設備導入 電気使用設備 新規購入、生産機械の電動機は高効率の物を採用

米久デリカフーズ株式会社 3,802 3,815 100.3% 4,099 107.8% ★ 104.4% 101.2% 2-4 設備導入 照明設備 蛍光管照明からLED器具への更新 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

旧型空調の更新 2-4
しずおか未来の森サポーター制度
（協定締結企業）

無し

2-4 設備導入 照明設備 人感センサー・照明タイマー管理等制御の見直しと導入

2-4 設備導入 電気使用設備 小型電動機の高効率仕様の物へ更新

ラフォーレリゾート修善寺 5,239 5,349 102.1% 4,642 88.6% ★ 93.0% 89.4% 2 設備導入 熱利用設備 冷温水発生機の更新検討

ららぽーと磐田 8,764 8,501 97.0% 8,137 92.8% ★ 97.0% 92.8% 2 設備導入 照明設備 共用部バックヤード及び各諸室照明LED化（令和4年12月実施） 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

令和4年6月21日と7月7日に実施 2-4 自動車通勤環境配慮計画書制度
・通勤車両登録の徹底と無許可の車両通勤者の取締強化
・徐行運転励行による急発進・急加速、急ブレーキ防止

2-4 運用対策 推進体制の整備
エネルギー管理標準の整備、都度の見直しや改善を行い運用実施。エ
ネルギー使用状況について、定例会議、ミーティング等で報告及び啓蒙
実施。

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 継続事項として取組実施

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
種類別、用途別のエネルギー使用量把握と、年・月・日単位でエネル
ギー管理を実施し、数値、グラフ等で、エネルギーの消費動向を把握



○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
(R4年度)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 運用対策 運転管理 空調運転時間、照明点灯時間等のスケジュール管理を実施

2-4 運用対策 保守及び点検
設備の効率を良好な状態に維持するため、清掃等、定期的に保守点検
を実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 定期メンテナンスにて基準値の範囲内になるよう、管理、把握を実施

陸上自衛隊　板妻駐屯地 ★ 4,469 4,335 97.0% 4,536 101.5% 2-4 運用対策 推進体制の整備
 会同の際の機会教育及び、広報のためのニュースの発行やポスター
の掲示等

2-4 運用対策 保守及び点検

空調の効率的使用のため、運用期間前のフィルターの清掃等の呼びか
け
燃料消費量削減のため保温ジャケットの使用
空調機及び照明器具の清掃の励行

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
適正な温度設定を行うとともに、室温管理のためドアや窓の開閉（開
けっ放し）の制限について、張り紙等による注意喚起
上記事項の実施状況の見回り

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
 照度センサー付きの電灯を採用
休憩時間の消灯と、その実施状況の見回り

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器  事務専用機器セーブモードの設定及び不使用時の電源オフ

2-4 設備導入 照明設備  経費の範囲内で、順次照明をLEDに更新中

2-4 設備導入 照明設備  照度センサー付きの電灯（蛍光灯）を使用

2-4 設備導入 照明設備  更衣室、トイレなどで、人感センサーの照明を設置

陸上自衛隊　駒門駐屯地 5,129 5,072 98.9% 5,371 104.7% ★ 98.9% 104.7% 2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギー使用量把握のため時間単位でデータ集計し過去データとの
比較を実施。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 敷地内の樹木剪定、病害予防の薬品散布実施。 2-4 緑の募金 募金活動への参加

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼間の廊下等の照明減灯、昼休み事務室内照明の消灯を実施。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

メールを利用したデータの配信。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 長時間席を離れる場合、パソコンを低電力モードまたはシャットダウン。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 省エネ委員会の実施

2-4 運用対策 燃焼合理化 ボイラーメーカーの調整実施の際に最適に設定した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 ドレンの回収と過負荷運転の軽減。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 各事務所（部屋）による温度管理のお願い。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 温度調節弁、エアー抜き弁等付属品の点検調整。

2-4 設備導入 照明設備 蛍光ランプからLED照明へ。

2-4 設備導入 照明設備 実施せず。

陸上自衛隊　滝ヶ原駐屯地 ★ 5,688 5,654 99.4% 5,646 99.3% 2-4 運用対策 保守及び点検
薬品の適切な使用によりスケールの除去等ができた。軟化器の樹脂交
換も行った。また、電気機器についても保守点検を実施し良好な状態で
維持できた。

2-4 運用対策 燃焼合理化 薬品等を使用し燃料を適切に使用した。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
ブラインドを活用し、空気調和設備の負荷を軽減できた。また、適正な
温室管理も行った。

2-4 運用対策 排熱の回収利用
ドレンフィルター軟化装置の交換を実施したことにより、熱効率が上昇
し、消費燃料を節約できた。

2-4 設備導入 照明設備
LED照明器具等の省エネルギー型の照明器具を購入し、令和4年度に
ついては109台の交換を行えた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 休憩時間の消灯、長時間不要な照明、機器の電源を切り削減できた。

陸上自衛隊 富士駐屯地 12,216 12,118 99.2% 12,533 102.6% ★ 99.2% 99.9% 2-4 運用対策 保守及び点検
定期的に機械室・送気ライン・地下ピットの点検を行い、蒸気漏れ等の
確認・整備・修理を実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
エアハンドリングユニット等の定期的なフィルター清掃を実施し、適宜適
切に換気等を行い設備の負荷の低減を実施。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 設定温度を控えめに設定するよう省エネポスタ－で呼びかけを実施

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 省エネポスターで呼びかけや校内放送で節電を呼びかけた。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 省エネポスターで呼びかけや校内放送で節電を呼びかけた。

2-4 設備導入 熱利用設備 保温ジャケットの取付を実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 実験隊庁舎に高効率の空調を導入した。

2-4 設備導入 照明設備 故障した照明器具を随時LED化している。

理研軽金属工業株式会社　本社工場 7,330 7,300 99.6% 6,662 90.9% ★ 97.0% 105.8% 2-4 設備導入 照明設備
照明器具の高効率化を計画、令和4年度は464台の蛍光灯をＬＥＤ照明
へ更新を計画し実績は蛍光灯465台の更新完了

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 三保真崎海岸清掃活動 2-4
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

32件中15件目標達成。

2-4 運用対策 運転管理
押出不良低減による歩留向上効果で生産原単位低減
⇒押出条件変更による外観不良低減
⇒キズ不良、余り材削減による仕損率低減と再製作削減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 三保の松原の下草刈

3-4 設備導入 熱利用設備
常時開放している処理槽に自動で開閉する蓋を設置して放熱ロス削減
によるボイラーガス使用量の削減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

未

2 設備導入 熱利用設備
老朽化した熱交換器の交換と配管経路の見直しと更新を行い、温度制
御も改修した。冷凍機及び冷水ポンプの自動台数制御を実施して電力
削減につながった。

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

未

2 設備導入 電気使用設備
押出機加勢ポンプのINV化で初動による配管、ポンプ等の衝撃緩和と
軽負荷時間帯の低速運転制御による動力負荷低減

2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 その他 未

4 設備導入 燃焼設備
燃焼装置及びダクトの見直により表面積減少の為放熱量の減少、ファ
ンINV制御により炉内昇温後、製品投入までの間周波数を下げて運転
して電力削減
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温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 目標設定
基準値
（R1年度）

目標値
（R4年度）

基準年度比
（目標）

実績
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（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計 調整後の温室効果ガス排出量基準年度比

2-4 設備導入 電気使用設備
17号棟加工工場内のエアー漏れ機器の改修の実施によるｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの
使用電力の削減

2-4 設備導入 電気使用設備

陸上ポンプを水中ポンプへ変更して運転停止を容易にして停止時間の
増加、INV駆動に変更し出力を抑えて運転することで電力削減に繋がっ
ています。

株式会社リコー　沼津事業所北ﾌﾟﾗﾝﾄ 12,119 9,600 79.2% 10,490 86.6% ★ 97.2% 96.5% 2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
【充填分野】
既存トナー充填ラインの整備,ディスコンの為、KJ-５充填ラインを撤去す
る

2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他 継続して取り組んでいます。

3 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
【OPC分野】
第25工場_調合室_空調ｴｱｰ系統修理・改善

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 継続して取り組んでいます。

2 設備導入 照明設備
【ユーティリティ分野】
水銀灯からLED照明器具へ更新による省エネ

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 継続して取り組んでいます。

2 設備導入 排熱回収設備
【ユーティリティ分野】
第22工場系統蒸気ドレン回収による省エネ

3-4 運用対策 保守及び点検
【OPC分野】
第21工場 蒸気ロス改善(漏れ改善)

3-4 設備導入 空気調和設備
【ユーティリティ分野】
研究棟空調改修工事6/6期

3-4 設備導入 照明設備
【ユーティリティ分野】
水銀灯LED化

株式会社リコー　沼津事業所南ﾌﾟﾗﾝﾄ 28,599 23,400 81.8% 22,345 78.1% ★ 97.0% 105.0% 2 設備導入 電気使用設備
【SPR分野 二次乾燥除湿器更新】
COP性能が高い冷凍機を付帯する除湿器へ更新する事で、電力使用
量を削減する。

2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他 継続して取り組んでいます。

2 運用対策 運転管理
【SPR分野 二次乾燥除湿器レス】
供給空気を除湿しなくても乾燥可能な条件下では、除湿機を停止するこ
とで電力使用量を削減する。

2-4 二酸化炭素の吸収源対策 その他 継続して取り組んでいます。

2 設備導入
【充填分野】既存トナー充填ラインの整備
既存自動化充填ラインのエジェクタを真空ポンプに変更し圧縮エアー使
用量を抑制する（6ライン）

2-4 エネルギー起源以外の削減取組 その他 継続して取り組んでいます。

2 運用対策
【充填分野】既存トナー充填ラインの整備
ディスコンの為、MJ-18充填ラインを撤去する

3 設備導入 排熱回収設備
【IMS分野　第3工場蒸気量削減】
南P第3-1工場塗布機ドライヤー廃熱回収

2 設備導入
【ユーティリティ関連】
南ﾌﾟﾗﾝﾄｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ集約化

2 設備導入 照明設備
【ユーティリティ関連】
　非常用照明更新(LED化)

3 運用対策 運転管理
【SPR分野 分散工程時間短縮】
分散工程の設備・品質条件を見直すことで設備稼働時間を短縮し、電
力使用量を削減する。

3 運用対策 運転管理
【SPR分野 分級工程レス】
品質向上により分級操作を無くし、電力使用量を削減する。

3 設備導入 電気使用設備
【IMS分野　第3工場電力量削減】
節電ユニットの導入(500KW用5％↓)

3 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等
【ユーティリティ分野】
循環ポンプ更新

3 設備導入 空気調和設備
【ユーティリティ分野】
技術センター2号館空調整備更新工事

4 設備導入 熱利用設備
【IMS分野　第3工場蒸気量削減】
第3－1工場塗布機ドライヤー高断熱化

4 設備導入 空気調和設備
【ユーティリティ分野】
技術センター2号館空調整備更新工事

4 設備導入 照明設備
【ユーティリティ分野】
水銀灯からLED照明器具へ更新による省エネ

3 設備導入 排熱回収設備
【SPR分野 廃熱回収ヒートポンプ】
工場内廃熱を回収して昇温に再利用し、蒸気使用量を削減する。

3 設備導入 電気使用設備
【SPR分野 曝気ブロワ更新】
高効率の機器に更新し電力使用量を削減する。

4 設備導入 排熱回収設備
【ユーティリティ分野】
排水(廃熱)リユースによる省エネ
第７工場コンプレッサー排水廃熱活用

菱電旭テクニカ株式会社 2,437 2,354 96.6% 2,550 104.6% ★ 99.0% 100.1% 2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
エアー配管取り回し
(圧損)改善

2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
エアータンク増設
(圧損)改善

2 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
エアシリンダに
エアセイビングバルブ
取付

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 未実施

2-4 設備導入 電気使用設備
R2年度の実績：空調機6機更新
R3年度の実績：空調機9基更新。
R4年度の実績：空調機8基更新

リョービ株式会社　静岡工場 25,900 25,000 96.5% 23,525 90.8% ★ 95.4% 95.0% 2-4 設備導入 電気使用設備 電気保持炉の更新13台 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済み封筒・裏紙を積極的に活用した。ペーパーレス化推進の為、
全社員へメールアドレス寄与し、活用した。

2-4 運用対策 保守及び点検
エアー漏れ量削減によるコンプレッサ使用電力量削減。クーリングタ
ワーの定期的な清掃

2-4 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分
類を図ること。

廃棄物を鉄クズ、埋め立てゴミ等に細かく取決め、再利用可能な資源を
出来るだけ、増やせるように努めた。

2-4 設備導入 電気使用設備 電動コンプレッサ150kw　2台更新 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。

2-4 設備導入 電気使用設備

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理
工場内の電力量の内訳がリアルタイムで計測できるシステムを1つの工
場に新規導入した。

株式会社リンガーハット　富士小山第1工場 3,722 3,621 97.3% 2,414 64.9% ★ 102.4% 109.0% 2-4 運用対策 保守及び点検
ボイラー水質検査/毎月、ボイラー保守点検/毎月、空気比・蒸気圧・排
出温度の管理、蒸気ドレン回収、水質管理1回/月

1326 1088 0.292315959

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
蒸気を用いて加熱する設備に減圧弁、圧力計を設置し圧力の見える管
理
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2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷却塔水質管理1回/月、水質分析

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
生産現場、事務所と設定温度管理、（品質、作業に影響がない範囲で
停止する。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
調光による減光、未使用時の消灯、室内等の照度計測1回/年、照明器
具・ランプ定期清掃

2-4 運用対策 燃焼合理化 定期点検時に空気比確認

2-4 設備導入 照明設備 照明器具変更

レンゴー株式会社　清水工場 3,652 3,599 98.5% 3,464 94.9% ★ 95.6% 97.6% 3-4 設備導入 給湯設備・換気設備・昇降設備等 実施できず。 2-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 定期的に工場周辺の除草作業を実施。

3-4 設備導入 排熱回収設備 実施できず。 2-4 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

封筒の再利用、プリンタ印刷での裏紙の再利用を実施。

2-4 設備導入 電気使用設備 カッタブロアの高効率モータ化を実施。 2-4 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

段ボールの平均坪量（1㎡当りの平均重量）を下げるため、薄い原紙の
使用や段の低い段ボールの利用促進を実施。

2 設備導入 照明設備 休憩室内の蛍光灯を一部LED照明に更新

2-4 運用対策 推進体制の整備 ISO14001を導入し環境委員会を設置。

2-4 運用対策 エネルギーデータ管理 全社管理システム「ECOLOOP」にて系統的に把握。

2-4 運用対策 運転管理 設備の稼働状況や燃料・電力使用原単位の管理を実施。

2-4 運用対策 保守及び点検 ボイラーの日常点検、年次点検等の実施。

2-4 運用対策 燃焼合理化 ボイラーの運転マニュアルに沿った適切な稼働。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設備（ローラーコンベア等）の休憩時停止の徹底。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要な照明のこまめな消灯

2-4 設備導入 燃焼設備 実施できず。

2-4 設備導入 熱利用設備 実施できず。

2-4 設備導入 熱利用設備 シール破損個所の補修等を実施。

2-4 設備導入 熱利用設備 実施できず。

2-4 設備導入 電気使用設備 コルゲータDF主駆動装置の更新実施等。

2-4 設備導入 電気使用設備 電力会社との契約電力（キロワット数）の見直しを実施。

2-4 設備導入 空気調和設備 蒸気配管の断熱材補修実施。

2-4 設備導入 照明設備 事務所の照明の一部をLED化実施。

株式会社レンティック中部　浜松事業所浜松工場 5,175 5,500 106.3% 8,841 170.8% ★ 97.0% 154.6% 2-4 設備導入 熱利用設備 新工場に熱効率の良い機械類を導入した。

2-4 設備導入 熱利用設備

ローム浜松株式会社 ★ 70,543 69,808 99.0% 79,234 112.3% 2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 工水関連ポンプの高効率仕様への切り替え。

2-4 設備導入 空気調和設備 老朽化生産装置(ドライポンプ、チラー等)の省電力型へ更新。

株式会社ＲＯＫＩ　浜松工場 5,631 5,462 97.0% 2,160 38.4% ★ 97.0% 200.2% 2-4 運用対策 推進体制の整備
ISO事務局及び省エネ委員会を組織し、運営している。ISO管理文書、
省エネ管理標準を作成し、遵守している。

3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
自治会の環境美化推進運動に6月に参加し、バイパス沿い歩道の草刈
りとゴミ拾い及び側溝の清掃を行った。

2-4 運用対策 運転管理
コンプレッサーエアーは圧力を基準として台数制御にて管理している。
冷却水ポンプを圧力一定とし、インバーター制御している。

3-4 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 例年、6月にホンダ主催の浜名湖クリーン作戦に3名参加。

2-4 運用対策 保守及び点検
チラー熱交換部位の清掃、廃熱回収器の熱交換器、照明の点検・清掃
等を定期的に実施し、良好な状態を保っている。

2-4 運用対策 燃焼合理化
燃焼炉の空気比（残存酸素量）を管理している。循環炉が多い為最適な
比率が設定しづらい。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
冷却水、冷水温度を基準を元に自動制御にて管理している。冷却水ポ
ンプの圧力を一定となるようインバーター制御している。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
乾燥炉への製品の投入を断続的にならないよう管理し、効率的な投入
方法を定め、遵守している。

2-4 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
乾燥炉への製品の投入を断続的にならないよう管理標準を作成し、遵
守している。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 遮熱シートやブラインドを活用し、外部からの熱の進入を防いでいる。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
政府の推奨する設定温度を参考とし、ISO管理要領にて温度設定基準
を定めている。

2-4 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
手洗い用の給湯器は冬季のみの使用とし、必要としている最適な温度
に設定している。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
電圧降下による損失を低減する為、低圧配電経路を短くし、また定期的
に電圧降下率を計測し管理している。

2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
新たに単相負荷を接続する場合は不平衡にならないよう接続相を検討
している。また、定期的に不平衡率を計測し管理している。
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2-4 運用対策 抵抗等電気損失防止
稼動をシフトできるラインはピーク時間をずらすことにより負荷の平準化
を図っている。また、複数の大容量設備のON時間をタイマーでずらすこ
とで平準化を図っている。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
電動機を主とした設備において、断続運転の防止、昼休みや休日等不
要時の停止の徹底、運転準備時間の把握によるアイドリング時間の低
減等を実施している。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
コンプレッサーエアーを圧力を基準として台数制御にて管理している。
冷却水ポンプを圧力一定とし、インバーター制御している。

2-4 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
乾燥炉への製品の投入を断続的にならないよう管理し、効率的な投入
方法を定め、遵守している。材料乾燥機の廃熱を回収し、給気の余熱
に利用することで熱効率を向上させている。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
昼休み及び必要なスペース以外は消灯している。また、定期的に照度
測定を実施し、過剰な照度のエリアは対策を検討している。

2-4 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
離席時のPCディスプレイOFF、2時間以上離席時はPC電源のOFFを実
施している。OA機器は節電モードを活用している。

2-4 設備導入 熱利用設備
加熱設備新設に当たっては熱交換に係わる部分には熱伝導率の高い
材料を用いることを定めている。

2-4 設備導入 熱利用設備
材料乾燥機を対象に、設置可能な機器に関しては廃熱回収器の設置
が完了している。また、定期的に熱交換部の清掃を行うことで効率を維
持している。

2-4 設備導入 熱利用設備
炉壁には断熱材を設置しており、定期的に点検を行うことで断熱性を維
持している。また、定期的に炉壁温度を測定し、断熱性を管理している。

2-4 設備導入 排熱回収設備
材料乾燥機の廃熱を回収し、給気の余熱に利用することで熱効率を向
上させている。

2-4 設備導入 電気使用設備 電動機の新設に当たっては高効率のものを採用することを定めている。

2-4 設備導入 電気使用設備
冷却水ポンプの圧力を一定となるようインバーターにて負荷追従制御し
ている。

2-4 設備導入 電気使用設備 進相コンデンサを自動力率調整することで力率を向上させている。

2-4 設備導入 電気使用設備
受変電設備の新設に当たっては、電力の需要実績と将来の動向につい
て十分な検討を行い、配置・配電電圧・設備容量を決定するよう定めて
いる。

2-4 設備導入 空気調和設備
区画ごとに分割制御できるものを採用しており、エリア環境ごとに設定
温度を調整している。

2-4 設備導入 空気調和設備
事務所等では空調使用時に全熱交換器を活用することで空調負荷を削
減している。また、中間期では外気を取入れた空調も行っている。

2-4 設備導入 空気調和設備
空気調和設備の新設に当たっては、配管及びダクトに熱伝導率の低い
断熱材を利用する等、エネルギーの効率的利用をするよう定めている。

2-4 設備導入 照明設備
照明器具の新設に当たっては、LED照明等効率の高いランプを使用し
た器具等、省エネルギー型設備を考慮するよう定めている。

2-4 設備導入 照明設備
照明器具の新設に当たっては、LED照明等効率の高いランプを使用し
た器具を採用すること、及び点灯回路区画、器具配置等を配慮し総合
的な照明効率を向上させることを定めている。

2-4 設備導入 照明設備
照明器具の新設に当たっては、光源の交換等、保守が容易な機器を選
択し、設置場所についても保守性を考慮することを定めている。

2-4 設備導入 照明設備
トイレ等は人感センサーを活用し、駐車場等は夜間のみ点灯するようタ
イマー制御を行っている。

㈱ロック・フィールド　静岡ファクトリー 6,416 7,217 112.5% 6,054 94.4% ★ 97.2% 106.8% 2-4 設備導入 照明設備 事務所棟の照明間引き　　　LED照明への更新 2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他 太陽光発電導入

2 設備導入 電気使用設備 既存設備の運転状態見直し 2-4 排出低減技術等の開発・普及 その他 風力発電更新


